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この報告書は、調査者それぞれの専門と視点からの調査報告の集  
成であって、全体の統一や一貫性についてはまだ不十分といわざる  
をえない。相川の将来について日夜考えておられる住民の方々に、  
この報告書が少しでもお役に立てば幸いである。  
継承し、どのように発展させるかにかかっているといわなくてはな   
らない。  
さらに相川固有の課題として、次のような問題が浮び上がってく   
る。第一に、鉱山町としての役割を終えたいま、将来の町の存立の   
基礎をどこに求めるかということである。生活都市としての都市基   
盤を一層強固なものにするためにも、一つの産業に依存するのでは   
なく、複数の、相互に関連性の強い、個性豊かな町の生き方が考え   
られなければならないであろう。  
第二に、町のなかに点在する江戸時代ならびに近代の鉱山施設を、   
今後どのように活用していくか、またそれができるかという難問が  
ある。その一部は現在すでに重要な観光資源として定着しているが、  
他の部分とくに近代化に貢献した、広域にまたがる巨大な施設群の   
取り扱いは、町の死活にもかかわる重要な問題である。町の歴史性   
を尊重する立場に立つと、この町全体を一つの博物館都市と位置づ  
ける見方も成り立つ。町の歴史的特性を物語る施設を拠点的に保  
存・整備し、住民と観光客の双方を考慮したネットワークを整備す   
るならば、他の町には期待できない、独特な町づくりを進めること   
になるであろう。  
第三に、相川は佐渡のなかで個性の豊かな町ではあるが、しかし   
生活基盤の整備や今後の主要産業の方向性など、共通して抱える問   
題もまた少なくない。佐渡のなかで相川をどう位置づけるかという   
視点は、つねに忘れることができないのである。  
平成5年3月  
明治大学教授 稲 垣 柴 三   
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1．調査の組織   
本調査を実施するにあたり、伝統的建造物群を中心とする幅広い  
調査の円滑な進捗を図るため「相川町伝統的建造物群保存対策推進  
委員会」を設置した。  
設置要綱は次のとおりである。  
代理する。  
【推進委貞会の職務】   
推進委員会は次の事項を審議する。   
1 伝統的建造物群保存対策調査事業の大綱に関すること。  
2 伝統的建造物群保存対策調査事業の資料収集に関すること。  
3 その他伝統的建造物群保存対策調査事業に関すること。  
【会 議】   
推進委員会は、推進委員長がこれを招集し、その議長となる。  
【調査委員】   
推進委員会に伝統的建造物群保存対策調査委員会（以下調査委員  
会という）を置く。  
2 推進委貞長は推進委員のうちから調査委員長を任命する。   
3 推進委員長は調査委員長から推薦をうけた調査委員を委嘱する。  
【調査委員長】   
調査委員長は調査委員会を代表し、調査委貞を指揮する。  
2 調査委員長は調査を円滑に推進させるため、推進委員長が招集   
する会議のほか、調査委員会を招集することができる。  
【調査委員】   
調査委員は、調査委員長の指揮のもと調査を実施する。  
【調査協力員】   
調査委員会に調査協力員をおくことができる。   
2 調査協力員は調査委貝長の推薦をうけ、推進委員長が委嘱する。   
3 調査協力員は調査委貝の指揮のもと、調査に協力する。  
【庶 務】   
推進委員会の庶務は相川町教育委員会社会教育課で行うものとする。  
【その他】   
相川町伝統的建造物群保存対策推進委員会設置要綱  
【目 的】   
相川町が蓄積した歴史的風土・環境や文化遺産を活かし、新しい  
地域文化の向上と、豊かな地域社会を築くことを目的として設置す   
る、伝統的建造物群保存対策推進委貞会（以下推進委員会という）  
の運営について定め、円滑な調査活動の推進に資することを目的と   
する。  
【組織】   
推進委員会は町長及び町長が委嘱した次の委員をもって構成する。  
1 議会関係者   
2 行政機関関係者   
3 付属機関関係者  
4 学識経験者   
5 建築業界関係者   
6 住民代表  
【推進委貝長及び副委員長】   
推進委貞会の委員長は町長とし、副委員長は委員のうちから一名   
を互選する。   
2 委員長は会務を総理し、委員会を代表する。   
3 副委員長は委員長を補佐し、委員長事故あるときはその職務を  
この要綱に定めるものを除くほか、推進委員会に必要な事項は、別   
に委員長が定める。  
付 則 この要綱は平成3年7月1日から施行する。  
調査委員  真 島  俊 一  TEM研究所所長  
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※なお、亀井伸雄文化庁文化財調査官、戸成雅尚新潟県教育庁文化   
行政課文化財主事が指導助言を行った。  
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1．金銀山都市相川の成立と展開  
図1－1下相川と上相川への旧道   
は一説に元亀3年（1572）の開山と伝えられている。他の相川にあ  
る寺社が近世初頭とされているなかで、上相川の初期鉱山集落と深  
く結ばれた寺である。  
この下相川の湊と銀山の園係姓徳子上西互±軍勢与野畢嘩に似て  
いる。慶長6年（1601）鶴子銀山の山師3人が相川山を発見し、そ  
れぞれ六十枚間歩・道遊・父（てて）の割戸を稼いだというのは、  
鉱石採掘法による新しい金銀山の開発を示しており、その前年の金   
山町の成立はその大開発を予測しているものである。まず、上相川  
に初期の鉱山集落が成立したのである。次頁の図はその概略図である。   
上相川は約12haの面積がある。元和期（1615～1623）には20余町の  
町屋があったと伝えられ、慶安年中（1648～1651）の地子帳には18町   
があった。この町が金山町であり、「上相川千軒」と呼ばれていた場   
所である。町名を記すと、  
上山の神町  鍛  冶  沢  鍛冶沢後町  鍛冶町  
田  町  田 町 後 町  弥左衛門町  上床屋町  
九郎左衛門町  九郎左衛門町後町  外 記 町  番屋町  
相 川 本 町  相  川  町  小左衛門町  柄杓町  
茶屋町奈良町  
当時の相川総町のうち2割に当る。この上相川の町屋の模様につい  
て『佐渡年代記』に、「上相川・閉山などいう所に小屋を作り、他国   
もの多く来り、金銀山の稼ぎをなす。これを山小屋と云しとなり」   
とある。ごく簡単に応急に造られた山小屋状の家屋が建ち並んでい   
た。山の神町は大山舐神社の旧社地のあったところ、鍛冶町は鐸な   
は じ め に  
相川には中世末、近世のはじめにかけて、北沢の上流部に日本最  
大の金銀山が成立した。戦国の動乱期ではなく、近世の幕藩体制の  
‾ 
草創期1ご、相川を中心とする金銀山が日本最大の金銀産出の鉱山イこ   
なったことは、幕府の財政的根拠として佐渡金銀山を重視すること   
となった。相川は近世初期に成立した代表的な金銀山都市である。   
1．1上相川時代  
中世社会における村落は、村落間の境界域に広い入会地をもって  
いた。その場所は隣接村落の共有利用地として利用されていた。当  
時の金銀山の所在地も、隣接村落の共有利用地に成立した例が多い。  
相川の場合は北側は小川村、南側は羽田村である。地頭支配領域は  
河原田本間氏、のち沢根殿の支配にあった地域である。  
慶長5年（1600）、佐渡代官河村彦左衛門による佐渡一国の中便指   
出検地が行われた。そのとき羽田村の地内に金山町が成立していた   
ことがわかる。羽田村検地帳には「佐州海府の内羽田村金山町当起」   
とある（『佐渡古実略記』）。東研寸である羽田村は三千四百刈余の刈高  
で有ろ了さ二‾この金山同一が矧十1町のもとになったのであるす北沢（二下   
流は濁川）の上流、左岸の山地一帯であった。通称上相川といわれ   
ている場所であるが、ここからは上相川番所を通じて、沢根暁子銀  
山に通じていた。また、山越えによる不便さから、鉱山地の諸物資  
の移送は、直接、山を下って下相川の湊を利用していたものと思わ   
れる。この下相川の湊にある戸川本興寺は永正3年（1506）あるい  
?????
間の山地区  図1－2 上相川の町々略図   
割戸をはさんで、上相川と割（わり）間歩の間のこの場所に、36人   
山師のうち次の山師らの居住地ができることになる。下田清次（清   
右衛門）・佐々井九助（九之助）らである。下田清右衛門は生国は伊   
豆の下田であろう。南沢の長明寺の主檀家であった。善知鳥神社の   
前身、住吉神社につながりをもった石川彦右衛門の持仏、阿弥陀仏  
をのちに持仏とした人物である。佐々井（笹井）九助は越前の出身  
で、伝承によると、はじめ間山の庄右衛門町に住んでいたという。   
佐々井氏の2代目は沢根上町にいた川上権左衛門の婿となって、同   
家の家業である廻船問屋を継いだ。このような奉行所の庇護のもと   
にあった御直山山師のほかに、自分山を稼いでいた山師もたくさん   
いた。問山から上町の台地にかけて、町名のもとになっている山師   
の名前をあげてみると、   
丹波弥十郎 （弥十郎町） 備 前 遊 白 （夕白町）   
豊部新五郎 （新五郎町） 大 坂 庄右衛門 （庄右衛門町）   
田中宗徳 （惣徳町）  若 狭 門兵衛 （門兵衛坂）  
川上五郎右衛門 （五郎右衛門町）石見六右衛門（六右衛門町）  
樋口五郎左衛門 （五郎左衛門町）   
以上のほか、次助町・嘉左衛門町・諏訪町・勘四郎町などもみられ   
る。山師のほか、金鬼（山師の下につき敷領分を支配するもの）・買   
石（鉱石を入札で買い取り精錬をする業者）などの住居もあった。   
上相川の町屋敷の総面積は約4haくらいと思われるが、その屋敷地   
は町家ごとに区画され、町家単位に地子が課せられていたと思われ   
る。寛永19年（1642）の相川町地子帳（断片）によると、町々の坪数に   
ど鉱山用具を製造する鍛冶屋衆のいた町、田町は羽田村の百姓田地   
のあったところ、弥左衛門町・九郎左衛門町・外記町・小右衛門町   
などは初期山師のいた町で、例えば、青盤脈に沿って掘られた坑道   
のなかに外記聞歩（「佐州金銀山立合引絵図」）がみられる。床屋町   
は金銀の精錬を行う場所、番屋町は右沢の六拾枚番所に至る番屋の   
あった場所、鉱山地域とはここから往還道が通じていた。相川町・   
相川本町は六拾枚付近にいた羽田村百姓の一部が町立てをした町で  
あろう。柄杓町・茶屋町・奈良町などは閉山から上相川に通じる坂   
道にあり、接客を主とした茶屋のあったところであった。上相川は  
最初の山の内の鉱山集落であった。   
1．2間山時代  
慶長9年（1604）の条に（『佐渡年代記』）「金銀山の内、山師共を   
雇い、御入用を以て穿出す所を御直山といい、山仕の入用を以て稼  
ぐ間歩を自分山という」とある文言から、当時の金銀山の経営のあ  
り方が窺い知れる。おそらく、上相川の町名のうち、小右衛門町（小   
左衛門町は誤記か）・九郎左衛門町はそれぞれ山師田中小右衛門・小   
泉九郎左衛門（九左衛門）のことであろう。大久保長安が伊豆・石   
見両国より銀山巧者なるものを呼び寄せた山師36人のなかに名をつ  
らねている。慶長9年の頃には多くの山師は上相川より地理的に便   
利のよい間の山の方に下りてきている。相川が入会地をながれる相   
川（あいのかわ）から付けられた地名であれば、閉山（あいのやま）   
は山々に囲まれた小盆地から付けられた地名である。中央部に道遊  
2  
丸山から京町をのぞむ  
対して課せられ、各町々により地子銀が相違するのはこのためであ   
る。金銀山の盛衰により町に賦課する地子は変動していた。個々の   
屋敷に対して上々畑並みの地子を一定して課せられるようになった   
のは元禄検地以降のことである。   
金銀山初期の山師名のついた町には、金見・買石・大工穿子など   
が一つの集団になって居住していたが、L山師のなかには自分の町を   
もたないものもいた。佐々井九助のように自分の間歩を持たないで、   
当初から鉱山物資の流通業に転向して商人になったものもいた。ま   
た、在地で用水路を引き帰農した山師もいた。17世紀の後半になる   
と、金銀山の好景気によって間歩（坑）に投資することはあっても、   
状況をみて、より安定した商業利得や農地取得へと向かう山師も少   
なからずいた。新町（真野町）へ出た山本半右衛門、海府の入川（相   
川町）に出た樋口五郎左衛門、新穂村長畝に帰農した川上五郎右衛   
門などである。 山本家は、かつて庄右衛門町にいたといわれ、川   
上五郎右衛門家は、石見の温泉津より川上梼左衛門らと渡来したこ   
とを伝えている。当時、鉱山の先進地である石見国や伊豆・甲州な   
どより渡来した山師や金見などがたくさんいた。間山はこうした渡   
来者が住んでいた場所である。   
1．3相川の上町時代  
大久保長安が慶長8年（1603）に佐渡代官に任命されると、いわ   
ゆる自然発生的に形成されていた町並みを、関東の城下町造成の手   
法にならって、相川の上町台地を中心に整備していった。上町台地  
（低位海岸段丘）には、羽田村の半田・清水力経という地名の田地   
があったので、当時の地主山崎宗清から五百両で買い取って、陣屋   
（佐渡奉行所）を築いたという。  
この台地一帯は陣屋や町屋に変わったために、奉行所では下相川   
の段丘上の「人見」「むれい」など、合わせて8haを替地として百姓   
らに与え、またその水田への用水路ぞいの山地を小川村から切り   
取って与えた。むかしからこの上町台地で水田耕作をしていた農民   
は、これを機に下相川に移り、海府百姓町と呼んでいた。また一方、   
上相川の田町あたりを耕作していた百姓も、相川の南部、羽田村（羽   
田百姓村）に移動した。したがって、新興の鉱山都市相川と下相川  
村との海境も不分明のまま時代は過ぎたが、江戸中期に至って、こ   
の両町村の海境は相川沖合の大瀬・みねケ島と下町の塩屋町岩佐嘉   
右衛門小路・長坂を結ぶ繰が境界と決められ、下相川村と小川村境   
も、とちね川を境とすることになった。  
上町の舌状台地西端に陣屋が建築されると、周辺に職人別あるい   
は職業別の町屋ができた。御直山の公費支給の物資は奉行所の指示  
を受けて、集住して、一つの町並みを形成した商人によって売買さ  
れたものと思われる。慶長9年頃より元和期にかけて形成されたと   
思われる町々を記してみる。   
水金沢（水銀流しをした場所か）・小六町（初期の遊廓街）・石打   
町（いしはたき）・炭屋町・紙屋町・板町・材木町・塩屋町・柴町な   
どが陣屋の下、海辺に並び、上町には篭坂町（長坂町）・八百屋町・   
味噌屋町・四十物町（あいもの二加工魚類小売）・京町・米屋町・大  
リ しノ   
京町の民家  
の米・炭・紙などが陸揚げされた。材木町番所は用材、羽田番所は   
陶器・雑貨・各種生活必需品の陸揚げがなされた。元和3年   
（1617）、幕府旗本の横目市左衛門が銀山の仕法を根本的に改め、樺  
行成績のわるい御直山（直営山）を整理し、長安時代の荷分け制に   
代わって、鉱石出荷量に対応した金銀納入を求め、採掘資材も前貸   
制をとって、流通過程の諸商品の公儀統制を強めた。ここに御用商   
人の登場する機会が生まれた。各番所付の問屋商人も多数生まれる   
ことになった。下京町の山田吉左衛門、八百屋町の相原善右衛門、   
中京町の伏見屋長右衛門らが身代を大きくする時期であった。また、  
鎮目奉行が入ると、別記の相川上町絵図にある後藤屋敷と同心町の   
部分を切り離して堀を切り、相川陣屋を縮小している。   
1．4相川下町時代  
『佐渡年代記』の寛永6年（1629）の条に「陣屋下通りの町制を   
極め、塩屋町に在し塩竃明神の社をも、今年江戸沢へ移す。一丁目   
より下戸迄の町並も以前は潮水にてひたせし所なるを追々築出し町   
並となる」とあり、『佐渡風土記』には「以前は大方海なり。匹】丁目  
弾誓寺前の岩等も水の巾にありという」とある。この埋立て前の地   
形は一町目裏町より四町目に至る段丘崖下まで海が迫っており、弾   
苔寺のある場所は突き出た岩場になっていたことになる。「往古はこ  
の岩に登り釣を垂れんとなり」と『相川志』は記している。   
相川の入江は下相川から材木町にかけての岩石海岸が突出し、一  
町目から下戸町にかけては砂浜海岸であった。慶長期から寛永期初   
工町などができた。  
相川の町づくりは大久保長安の意向が相当反映していると思われ   
る。長安は佐渡以外の国において、代官陣屋などを建てた実績があ   
る。その町立てには主要晶の円滑な流通を考えた城下町様式を導入   
しており、米・魚・味噌・塩・呉服などの重要生活用品を販売する   
商人町を陣屋近くに配置し、紙・炭・板・材木などの資材取扱い商   
人を海岸近くに住まわした。しかし、間もなく上町の商人は海に近   
い便利な下町の方へ移動していくことになる。  
また、大工町は慶長12年（1607）頃、敷（坑内）が深くなって採   
掘がむずかしくなると、奉行所直属の御手大工（坑夫）により採掘   
が行われるようになり、出水によって捨鉱となった坑道に横合水質   
（みずぬき）を掘って、産金量を上げる方法をとったときの、この   
御手大工の住んだ町が大工町である。  
慶長10年代になると、沢根～上相川経由の人・物の輸送は少なく   
なって、相川湾からの廻船による移入が多くなった。この頃、臨海  
部に置かれた番所は大間・羽田・材木町・海府・下戸などである。   
佐渡にあった11番所のうち、相川の臨海には5番所があった。ただ   
し、下戸番所では、当初、年貢米などの通過監視などの業務のみで、   
番所御役（十分一税）は徴収しなかった。佐渡の番所は通行人の手  
形を改める業務のほかに、口屋（問屋）的機能を合わせもち、移出   
入の荷物にたいする課税も行っていたので、その徴収御役高の多い   
湊の番所が最もにぎわったことになる。元和9年（1623）には大間   
番所だけで、全体の諸役の4割を越えていた。大間湊には島外から  
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図1－3 相川の下町南部略絵図  
下町の風景  
年までの古い町並は岩石海岸の海岸段丘下に成立している。江戸時   
代初期の相川へ至る国仲方面からの道は、上相川番所を経て上相川   
へ入る道、青野峠を経て大工町に至る道、善行寺または妙円寺から   
南沢を経て上町へ入る道など、これらの道は日常の往還というより   
も作場道であった。そして、中世から沢木艮町と相川を結ぶ往来は比  
較的峠の低い中山越えの下戸に至る道であった。『相川志』には、む  
かしは折戸とも苦いたとあり、下戸村の由来記には「下戸村ハ羽田   
村ノ分レニテ、永仁二年、羽田村ノ百姓椎野弥五八ノ妹ヲ椎野元八   
二見合セ、沼田デアツタ折戸ヲ切開キ、田畑開発ヲシタモノデアル」  
とある。下戸という地名は各地にみられる地名で、山の一方の「上   
戸」にたいして反対側を「下戸」と名付けたもので、真野湾側の沢   
根は上戸、海府の方を下戸と称したものであろう。能登にもその例   
があり、内浦側の飯田に上戸があり、外浦に下戸（折戸）がある。   
この中山越えの道中がにぎわうようになったのは、一町目から下戸   
までの埋立が進んでからである。  
下戸番所の南側、相川府外にある蟹人町（海士町）は江戸初期の  
慶長・元和頃は一町目浜辺にいた海士が移住して町立てがされたが、   
近世はじめ出雲あるいは石見国より差配人刀根仁兵衛・磯西茂左衛   
門に随身してきたと伝えている。一町目裏町は片町になっており、   
寛永7年（1630）に海士町の浜側に居住するようになった。その下   
の浜には奉行所の官船を船囲いしていた。また、五郎左衛門町も西   
側の浜を向いた片町で、寛永初期頃に山師樋口五郎左衛門が町立て   
をした。五郎左衛門はのち、入川に帰農することになった。馬町は  
公儀の附出し伝馬が18疋繋留されていたという。羽田村は段丘上に   
いた百姓が移住して町立てされたところで、中町といわれていると   
ころである。元禄検地では屋敷は41筆あった。文化年間（1804～1817）   
になると、48人の百姓に増加しているが、住家は26軒のみとなって   
いる。屋敷地をそのままにして、海の方の下戸町の方に移り住むよ   
うになったものであろう。   
「下戸村屋舗明細」には下戸町つまり五町目は元下戸村敷地であっ   
たことを記している。馬町川より南はもと下戸村地内であって、こ   
こから海士町川までの浜を埋立てをして町屋ができた。宝暦2年   
（1752）、相川町々の家屋敷間数の改帳を作るよう指示がでて、宝暦   
8年（1758）にその明細墨引ができた。この改帳により新たに軒役と   
いう町役目が課せられた。町の月番人足などの賦役を義務づけられ   
るようになった。相川の南側に埋立がのびてくると、羽田村・下戸   
村地内が町屋となり、下戸町（五町目）ができ、下戸村の一部、上   
町が残されることになった。下戸町に続いて南へ下戸炭屋町ができ   
た。この町は炭を商った炭屋孫左衛門が開発したところである。－・   
町目から四町目までの間、町長さはまちまちであるが、平均して68   
間となるから1町余の長さになる。ほぼ1町ごとに計画的に地割さ   
れている。それぞれ、浜町は宝永4年（1707）に埋立てられて、正   
徳年間（1711～1715）頃に市町ができた。町屋が整備されるのは埋立   
てがはじまってから百年近くかかっている。  
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図1－4 18世紀後半の相川上町と下町北部略絵図  
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「相川町元禄検地帳」「文政九年相川町墨引」「安政五年屋敷帳」より  
図1－5 大工町南側屋敷（裏町通～木原坂）居住者の推移  
一屋舗 表口1間半 後へ10間半   16歩   1分1厘役  
（検地講／／）吉右衛門 佐七  
一屋舗 表口2間  後へ10間半  21歩   1分4厘役   
（検地講 〃）喜十郎 儀兵衛   
町役は合わせて半軒役、1筆に2人ずつ、計6世帯が住んでいる。  
軒役の決定は慶安2年（1649）に行われた屋敷地子帳によったものと  
思われ、当時は相川の家数は1，664軒であった。元禄検地で半軒役と   
なっているのは、この間に半分に分筆されたことになる。   
時代とともに屋敷は分筆され細分化されていくようすを、下町の   
南部地域の町屋でみた。  
次に上町の中心部、上京町・下京町をみると、元禄検地の屋敷筆   
数が51であったが、文政（1826）には竃数77となっている。同一屋敷   
に数世帯いたことを示しているが、下戸町（下戸町・同浜町・同炭   
屋町・同裏町・同浜町）のように99筆から292竃ほどではない。相川   
の人口密集地は上町から下町へ、さらに南の方に移っていったこと   
がわかる。  
さて次に、上町の最上部の大工町の屋敷分筆のようすや居住の推   
移について述べることにする。現在、大工町は過疎化しているが、   
元禄年間には82筆の屋敷があった。屋敷面積は1町7反余あった。   
この頃は、まだ銀山の金掘職人（大工）が相当いたと思われるが、   
このあと金銀山が衰微していくと、職業も多様化し、幕末からは過   
疎化がはじまる。上記の図は大工町の南側、南沢へ下る裏町通りと   
木原坂に囲まれている屋敷9畝28歩について、分筆と居住者の推移  
下町の町並  
1．5軒役と竃数と職業  
宝暦8年（1758）の下戸村の「居屋敷分見軒役明細墨引」をみる  
と、屋敷検地講主をもとにして軒役の町役を課している。地子は屋   
敷面積にたいして上々畑並みに賦課されていたから、実際には間口  
の広さに比例することはなかったが、奥行が限られている場所では   
間口に比例していた。宝暦の軒役の細分化は屋敷地の分筆となって   
現れている。  
たとえば、  
一屋舗 表口3間 後へ8間 24歩 半軒役  （検地請  
三十郎）徳兵衛  
一屋舗 表口3問 後へ8問 24歩 半軒役  （検地話  
同 上）三十郎   
以上のように三十郎屋敷を半分にわけ、徳兵衛に譲ったことがわか  
る。また、下戸村のうち下戸町（五町目）となった部分についても、  
元禄検地で五兵衛という百姓が検地講をした屋敷2畝15歩は、宝暦   
8年（1758）には1畝15歩、1畝に分筆し、半軒役ずつとして、そ   
れぞれ文吉と勘照に売り渡した。もとは下戸村の土地であるが、町  
制のあと相川町高に入れてしまっている。旧百姓村が町に吸収され  
ていくようすがわかる。同じく町屋となった例に2畝13歩の徳兵衛   
屋敷がある。  
一犀舗 表口3問半 後へ10間半 1畝6歩  2分5厘役   
（検地講徳兵衛）権兵衛 書十郎   
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表1－1文政9年の相川町の職業別軒数  
???????????????????????????
桶  屋  
??????????? ????????????
日 雇 取  
諸  役  
商  人  
勝場仕事師  
針 仕 事 師  
出 入 奉 公  
家 大 工  
漁  師  
銀山仕事師  
人  足  
魚 商 売  
駄 賃 持  
寺  
医  師  
銀 山 鍛 冶  
銀 山 大 工  
鋼床屋仕事師  
番  人  
薪炭材木南  
諸役所小道  
?? ?????????????????
手伝穿  
????????
子  
番  匠  
板  取  
濁 酒 屋  
修   験  
畳  刺  
按 摩 取  
石   撰  
御用炭持子  
飴屋菓子屋  
??
???
??
??
??
料 理  ??
売 女 屋  
百   姓  
帳 付 師  
塗 物 師  
水   場  
本途仕事師  
ねこ流し  
????
但し、10軒以上ある職種のみ  
をまとめたものである。元禄期から宝暦期までの間は地主が代わり、   
よく分筆されていることがわかる。文政9年（1826）における職業  
をみると、銀山大工はみられず銀山関係業とは無関係の職業の人が  
住んでいる。屋敷は1畝歩（30坪）前後が多く、間口は3間前後の   
ものが多い。2間の間口の家もあるが、多くは分筆のときに生じた   
ものであろう。相川は居住者の出入がよく行われた庶民の町だった   
のである。  
文政9年の相川墨引によると、町民の職種は165種にのぼり、10軒   
以上ある職種は上記のようなものであった（昭57．相川郷土博物館   
『町のにぎわい』）。  
各種職業合わせ165種にのぽる。相川は佐渡奉行所所在地の消費都   
市であると同時に、金銀採掘の生産都市であって、多様な機能をもっ  
た複合都市であった。幕末の慶応3年（1867）の二町目の宗門改帳に  
より、職業のようすを、文政9年の相川町墨引と比較したものが次   
頁に示してある。文政9年には北端から山側に19軒、浜側に21軒あっ   
た。このなかに53世帯（宅数）がいた。また借家住いの者も相当い  
た。しかし、41年後の慶応3年には50世帯（竃数）が入っている。  
この間で同職種が続いているものは8軒にすぎない。きわめて職業   
は流動的で不安定であった。鉱山の盛衰によって職業が変化してい   
たもののようである。そして、空家ができたり、借家住いの店子が   
たくさんできた。  
家数は二町目と二町目浜町で合わせて軒役が47軒半、家数が74軒、   
罵数は123であった。17世紀頃にくらべて、しだいに家数は増え、さ  
らに世帯は細分化されていることがわかる。  
元禄検地の行われた年（元禄7年）の相川の戸数と人口は、3，086  
世帯（竃数）12，449人であった。これにたいして宗門人別帳による  
と、文化11年（1814）に1，650戸（軒役）であった。竃数（生計を同  
じくしている世帯）でみると、2，600～2，800位であまり減少してい  
ない。人口の増減は戸数の増減でなく、竃数の増減となってあらわ   
れた。上相川および上町は江戸後半期になると、いちじるしくさび   
れ、南部の臨海部の町々が活況を呈するようになった。   
1．6 ま と め  
相川は安政5年（1858）7月27日に南沢より出火、上町と羽田町  
より下相川に至る広い範囲が類焼した。町屋の911軒（罵数1，525）  
が焼失した。相川の近世初期に形成された多くの町屋が失われた。  
相川は火災の多い町であった。記録に残る火事だけでも明治年間   
まで55回を数える。職業の異動の多い特徴と合わせ、番匠（家大工）   
はじめ木挽・左官・石切・表具師・畳屋などが多く、町民の災害に  
たいする対応は早かった。しかし、在郷の農村でみられるような建   
築用材を吟味して、見栄えのする建築を指向する気風はみられな   
かった。わずかに明治末期から大正初年にかけて「庄屋のエイヨウ  
（栄耀）普請」の時代があったにすぎない。   
相川は一見、江戸の下町風情にも似た自由な雰囲気をただよわせ   
ている。他方面から寄り集まり、情報の交錯する町であったからだ   
ろう。明治を迎えて、佐渡金山は国家投資によって、巨大な精錬過   
．ヾ  
表1－2 相川二丁目居住者と職業  
文政9年（1826）「相川町嘔引」  摩応3年（1867）「宗門人肌改帳」  
紺   色至  り  か（2）  
湯   hモ  持 戒（3）  
青物商人  岩  助畑  
小細工師  藤  助（2）  
〔佐右衛門貸家〕   
油建木犀  兵右衛門（3）  
袈裟衣尿  小兵衛（7）  
旅 人 桶  川雲居J圭才∫衝門（3）  
相  良モ  弥兵衛  
湯  犀  久兵衛  
召  物  因  岩  助  
睦  ぼi 小  夜  
兵右衛門  
佐左衛門  
出雪屋住右衛門  
′′左衛門  
利兵衛  
‘左膝佐速  
半  七  そばや 惣八  
忠五郎  物ぬい ぬい  
武ホ南門 嘉  吉  
久五郎  左官利左衛門  
11】巾春輪  
伐兵衛  U屏取 吉三郎  
伊藤ニイ∫衛門  
濁  所  屋 合 葉  色三  
旅  人  柄  
名  主  
小  商  い 即  し＼、 師  
楕  椚  撞
子7  T. 
刻 用 草 屋  
家  人  工  
古  希  屍  
御役所．藩医師  
小  商  い 町  年 寄  
辰  蔵（4）  
万之助（4）  
ゆ  う（1）  
幸四郎（5）  
文右衛門（4）  
粛  吉（3）  
久五郎け）  
ホ次郎（4）  
せ  い（7）  
文  吉（5）  
東  助（8）  
そ ば や  
廻船水主  
針仕事師 
焼 結 屋  
刻煙草屋  
紺辱卜型附
古市商人  
刻慄草屋  
針化事師 
鍛   冶
餅   師
日  雇  取  市太郎  本途仕事師 幸 吉  廻 析 持  又五郎（2） 日  雇  取  市次郎  出人奉公 さ か   
韓  物  師  文  吉  日 雇 取  久才潤門（2）  
料  坤  毎号  友才1衛門 明記  針仕事師  き  せ（2〉  
御 用 研 師  中田丁裾子  音盤間歩油番 愛  次（5）  
御 用 準 帥  村田食ん衛門  紺   屋  宗  七（5）   
イf  【二  久右衛門  左官日雇取  幸  七（4）  
珊  人  惣  七   
地  水  汚  磯  助  青盤間歩油番 惣助  卸間吹所板取 庄  八（4）  
表1－3 職種別竃数およびその割合  
（文政9年）  
職  業  罵数  割合  
?????
採  掘  266  
選鉱精錬  332  
資材供給  52  
?????
水   損 ／j、四郎（6）  
督   hミ  得兵衛（4）   
鱒 頭 后ミ  藤右衛門（3）  
湯   屋  吉右衛門ほ）   
萬未聞歩稼人 誤  吉（4）  
髪 結 い  清太郎（3I  
田  眼 医  市  立  堅      h‡ 五右衛門  出入奉公 た ま   
小  商  い  季太郎  本途仕事師 善之助  
広悪食下掛  樟上屋市ホ衛門   
み  烏号  音右衛門   
質  屋  小兵衛  
畳  
畳  
京  大 1二  新  蔵      屋 ．1†十郎  
屋  金五郎  桶屋 孫太郎   
青  物  屋  又右衛門  
町  同  心  広m浜吉  
l† 裾  取  推次郎   
提  灯  屋  八l吉  
鍛  冶  斉兵衛  網床屋仕事師 藤吉   
雪子間歩かなこ  定八郎  
奉行関係  
農業・漁業  
商   業  
職   人  
医師など専門技術者  
日雇労働者  
そ の 他  
????????
????????????????? ??????????
蔵（5）  商   人  
御普請万職人  
木途吹大－Ⅰ二  
l用   人   
．??
????????
指 物 師  
針仕事師  
講職人頭取   
日 雇 取  
素読椚尾   
紺屋仕事師  
列  蔵（6）  
と  わ（1）  
観之助（8）   
金左衛門（3）  
儀兵衛（Z）   
伝四郎ほ）  
針仕事師  て  る（1）  
脚仕入稼仕事師 権左衛門（5）  
御代人樺仕事師 伊太郎（4）  
【l扉 取  由  蔵（3）  
本途臍挽  J之助（2）  
日 雇 取  市二郎（2）  
番   人  司J太郎（5）  
針仕弔師  しl ね（2）  
出入奉公  ち  え（1）  
2，670   100  
資料：TEM研究所『図説佐渡金山』  
注）双方、必ずしも同屍敷の居住者ではない。（）内は家族数。   
程の設備が北沢に建設された。また、戦時中は海岸の廃石からの採  
鉱もあって、一時採鉱量が増大するが、その後は縮小、経営移管、  
休山へと向かっていった。   
かつての相川湾の砂浜海岸は、いま近代的な埋立工事が進行中で  
ある。やがて新しい町がここに誕生するであろう。金銀山として生  
まれた町には、産業の町として、行政の町として、また生活の町と  
しての顔がある。一方、歴史と文化を重ねた町の雰囲気もある。  
???
2．上相川と近世相川  
を構成していた。一方の下町は、買石・床屋・鍛冶などの精練・冶  
金業者や職人の居住区であった。すなわち、ここでは銀山一山小屋   
（採掘業者居住区）一下町（精練業者居住区）という銀の採掘から  
精練にいたる一連の作業に明確に対応したゾーニングが施されてい   
たことになる。  
この中間に位置する相川はどうか。相川金山は院内銀山に先立つ  
慶長5年（1600）に開山されており、金山が発見されると各地から   
山師集団が続々と入山し、初期の鉱山町が上相川に形成される。こ   
れらの町々は金山の下、北沢の川筋に立地し、あらかじめ鉱石の精  
練に適した位置が選ばれていることが注目される。当初の町の形態   
は不明な点が多いが、『梅津政景日記』に「佐州なとにてハ、すは町・   
弥十郎町・ゆふはく町なとゝ申候ハ、其身の金子を童町ノ内二差置   
候」とあるように（3）、山師によって組織された技術者集団が一つの   
町を形成し、かつ鍛冶町・床屋町などの町名から推察されるように、  
買石業者・精練技術者もまた上相川に住んでいた。すなわち、採掘  
と精練を行なう業者・職人が居住区を分けずに集住し、山師を頂点   
とするヒエラルキッシュな組織集団が個別の町空間と対応する状況   
を見ることができる。  
以上の石見→相川→院内という推移は、金銀山に直結する一元的   
な鉱山集落から、鉱山と集落が分離する二元的な都市へ、そして採  
掘業者の住む集落＝山小屋と精練業者の下町が居住区を分ける三元  
的な鉱山都市への変化とみることができる。その後、相川は幕府直  
轄領となり、慶長8年大久保長安が佐渡奉行所を山下の台地の突端   
2．1相川の原点・上相川  
2．1．1鉱山都市の諸段階   
鉱山都市・相川の初期の特質は、石見銀山と院内銀山を比較する   
ことによって明らかになる。   
石見銀山は15世紀前半の天文期に開かれた鉱石であるが、当初の  
鉱山町は現在の大森にはなく、銀山が採掘される山々に展開してい  
た。毛利時代の銀山の具体的様相は必ずしも明らかではないが、銀   
山は6谷（下河原・休・昆布山谷・栃畑谷・大谷・石銀清水谷）に  
分れており、慶長5年（1600）「石見国銀山諸役銀請納言」（『吉岡家  
文書』）によると、谷ごとに地子銭が納められていた（1）。これから  
みて、おそらく各谷の鉱脈近くに山師以下、金名子・大工等の採掘  
労働者、床屋・鍛冶等の精練技術者が一定の集落を形成していたと  
考えられる。その後石見銀山は、大久保長安が代官として入山し、  
江戸幕府直轄領となり、山の下の大森に陣屋を中心とした町が成立   
する。それ以前は銀山・採掘労働者・精練技術者が地理的に分離せ  
ず一定の領域に集中していたのであって、ここに鉱山都市の原初的  
形態を見ることができる。  
秋田藩院内銀山は、相川よりも遅れて慶長12年（1607）に開発さ  
れた。院内は秋田藩の直山で、銀山奉行の支配下におかれており、  
銀山町は山（山小屋）と町（下町）の2つの地区に分れていた（2）。  
山小屋は、山師・金名子など採掘に従事する業者や親方職人と、彼  
らに雇用されている掘大工や掘子等の居住区で、「惣山師」が支配層  
JO  
に構え、奉行所と上相川を結ぶ台地の尾根上には京町以下、金の流   
通に関わる商人資本や消費物資をサービスする商人・職人の居住区  
が成立する。さらに相川湾沿いにも末端の労働者や中小商人・職人  
の町が創出され、全体として近世都市の相貌を獲得するにいたるが、  
上相川には初期の未分化な鉱山集落の痕跡が残されている。  
とあり、ここには上相川以外の町も含まれるが、山師集団の拠点居  
住区であったことはまず疑いない。  
具体的な居住者の実態については同時代史料がなく、後の史料よ   
り推測するほかないが、寛永20年（1643）「六、七両月、相川上下組  
小役銀高」（『佐渡国略記』）の上組分をみると、「ねこ」（ねこ流し、  
砂泥化した鉱石を水洗いする施設）90筋、「磨」（うす）44柄、「ゆり  
板」（鉱石沈殿物をゆり分ける板）104枚、「大庄屋」5軒、吹分床6  
軒、柄実買7人、歩番屋17人、鍛冶屋3軒が書き上げられ、精練業  
者・職人が日々生産を行なう場としての性格を窺うことができる。   
一方、ここには登場しない採掘に携わる技術者・職人・労働者は当   
然上相川に居住していたはずである。かれらは山師とどのような関  
係を結んでいたのか。ふたたび、『梅津政景日記』をみることにしよ   
つ。   
慶長19年7月、院内銀山では七十枚間歩分について山屋敷の競り  
が閲引きで行なわれた。その際、山師達は銀山奉行の政景に対して  
前掲の佐渡相川の例を持ち出し、配下の金名子と一所に居住したい  
と申し入れた。しかし、この申入れに対して、政景は「山を我手柄   
にて見立、手前之才覚にてかなごを集、野山を切明、我身の居度所  
ニ、奉行法度もなきい前、有付候ハゝ、左も可有候、此山之儀ハ、   
窪田御奉行衆為御代官、兵庫殿御出被成、屋敷を被渡割被下候上ハ、   
其身共ほしいまゝこハ、成間敷候」と述べ、山師の手柄によって開   
発された鉱山で、みずからの才覚で組織した金名子であればいざし   
らず、藩主導のもとに開発された銀山に後から参入してきて、なお  
2．1．2 ディベロツパーとしての山師   
上相川には山師の名を冠した町名があり、これらは山師集団に  
よって開発された町と考えられている（4）。たとえば『佐渡相川志』  
には惣徳町について、「此所先年山師田中小左衛門後二惣徳卜云フ人  
ノ開発ナリ。因テ名トス。惣徳男子新十郎、妹ヲおはなト吉フ。慶   
長年中大久保石見守二仕フ。父惣徳二銀山ヲ下サレ是ヲおはな問歩  
卜言フ」とあり、この伝承が事実であることは慶長10～15年の「佐  
州銀山御薗山鍛冶炭渡帳」（川上家文吉）に山主「田中宗徳」が下松  
の「宗徳間歩」で炭15俵を受け取っていることから明らかである。   
同帳には播磨九郎左衛門、江戸外記、信濃小右衛門、などの山師名  
が確認され、上相川の九郎左衛門町、小右衛門町、外記町にそれぞ  
れ対応するものと思われる。また『佐渡年代記』の慶長9年条には  
「相川銀山はじまりてより他国者おびただしく来り住居す、町々の  
名、多くは住居の者の名を取りて唱ふ、庄右衛門町は山仕大坂庄右  
衛門住し、宗徳町は田中宗徳が家あり、諏訪町は信州諏訪の老来り  
て住し、（略）新五郎町は山仕豊部新五郎家あり（略）夕白町は備前  
遊自住居、弥十郎町は丹羽弥十郎、主兵衛坂は若狭主兵衛住し云々」  
JJ   
かつ金名子も充分に組織しえない山師に対してこのような申入れを   
承認することはできないと明言し、願上を却下している。その後銀   
山奉行は別の場所に町制を施し、金名子達の居住区を割り出してい   
る。ここには山師から一定の自立を果たした金名子の姿をみること   
ができる。   
一方、相川では「其身の金子を萱町ノ内二差置」ことが可能であっ  
た。山師が組織する技術者・労働者集団は、親方である山師の配下   
にあり、彼らは単なる労働力としてのみならず、おそらく人格的支  
配をも受けるような存在であったと想定される。すなわち、初期の   
上相川の町は、山師という卓越したボスを頂点とするヒエラルキッ  
シュな社会集団の駐屯・生産地点としての性格が濃厚であり、その   
集団の構造が町の空間にも投影されていたとみるべきである。後の   
史料になるが、「元禄七年佐渡国稚太郡相川町中畑屋敷御検地水帳」   
によると、上相川の各町を構成する屋敷は、きわめて小規模なもの  
から、大規模なものまで存在し、慶長以降寛永期にかけて新たに成   
立したフラットな町とは明らかに構成原理を異にする（次章参照）。  
これは、上で述べた初期の山師町の特異な性格を伝えているからに   
他ならない。   
ところで上相川の山師の町は、初期城下町の町と共通する部分が  
認められる。たとえば、成立期の江戸では、徳川氏の伝馬・染物・   
鉄砲・大工等の御用を国役で請負う代償として数町単位で町地を拝   
領した国役請負者が町割を施し、配下の者に屋敷地を分配して住ま   
わせたと推定されている（5）。この国役請負者が初期の町の支配者で  
あり、寛永期の江戸を描いたとされる「江戸図屏風」「江戸名所図屏  
風」に登場する表通り角地の豪壮な城郭風町家は、彼らの権威を誇  
示するために建てられたと考えられる（6）。こうした国役請負者は初   
期特権商人であると同時に、町割をみずから行なえるような土木技  
術を持ち、数多くの技術者・職人集団を組織してその頂点に立つよ   
うな存在であった。相川における山師は鉱山開発の専門集団であっ   
たという遠いはあれ、近世初頭の城下町建設に携わった国役請負者   
と山師はさまざまな職人・商人を抱え込むヒエラルキッシュな社会   
集団（組）を構成するという点で類似の性格が見出せるのである。  
彼らは戦国の混乱期、各地で戦国大名の物資・武器の調達・生産、  
築城・鉱山開発などに従事しながら、自律的に形成された組織とみ  
てよく、慶長期の相川の山師の出身地が江戸、大坂、京都、加賀、  
近江、伊勢、越前、越中、信濃、石見、但馬など広範な分布を示す  
（7）ことは、金山発見のニュースをいち早くキャッチする情報網と、  
ただちに入山可能な技術者集団が全国各地に成立していたことを物   
語るものである。  
山師の町と鉱山の間歩がいかなる関係にあったかについては今の   
ところ明らかにしえない。しかし、間歩の開発順序は上相川の町の   
形成過程とおそらく連動していたはずであるし、良質な間歩を稼い   
だ山師の町は発展を遂げることになる。従来必ずしも注目されな   
かった、間歩と町との相関関係を探ることは今後の重要な課題とな   
ろう。   
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2．1．3相川の近世都市化と上相川   
慶長8年大久保長安による相川支配は、初期の間歩と上相川から  
なる2元構造を解体させ、鉱石の採掘から精練、出荷までの作業工   
程をシステマテイツクに行なう近世産業都市へと変貌させることに   
なる。それは、北沢の川筋を軸として山上から下町へ展開する、山   
一台地一浜一海という地形構造を巧みに利用した近世都市への改変  
であった。物流の各ポイントには番所が配され、相川という都市空   
間は生産・物流の支配空間として分節・再編されることになる。そ  
して、その喉元にあたる台地の突端に佐渡奉行所が君臨したのであ   
る。このように相川の近世都市化は特定の場所の重層的な再編では   
なく、上相川から始まって間の山、下町へと展開する「移動」ある   
いは「付加」の歴史であったことに注意しておく必要がある。これ  
は日本の近世都市一般の傾向ともいえるが、相川の場合この展開は  
より直裁的に、しかも短期間に進行した。  
相川の原点ともいえる上相川が充分な都市的成熟を遂げる間もな   
く下町へ機能分散され、寛永以降の金山の不振とともに上相川は   
ゴーストタウン化の兆しを見せ始める。都市の重心は下へ下へと移   
動し、近世の都市的蓄積はむしろ直接鉱山に依拠しなくても成立し   
うる浜沿いの町に結実する。角ばった岩石が川上から川下に向かう   
につれて角が取れ、滑らかな石になるように、初期山師によって形   
成された山上の不規則な町々は、山を下りるにしたがって近世的な   
規則的な地割をもつ町へと変貌する。   
上相川はやがて廃棄され、ゴーストタウンと化すが、これを相川  
の都市史の必然であったと断ずるのはやや早計であろう。上相川は  
鉱山都市の経済的・産業的側面からみれば、もはや無用の存在となっ  
たかもしれないが、相川のアイデンティティ、すなわち天領金山＝   
相川の象徴は、一貫して上相川にあったはずである。  
文化6年（1809）米値段の高騰によって上相川では後家騒動が起  
きようとしていた。「大工町ヨリ上相川町迄右町々後家住之者共儀、  
近年打続銀山不盛、別而去夏以来米直段高直二而営ミ万難渋いたし、   
是迄ハ少々所持之家財売払身命相送候所、此末暮万事段尽果候」と  
窮状を訴え、米値段の引下げを歎願している（『佐渡国略記』）。上相  
川には文政9年（1826）の「墨引」によると、銀山大工や銀山荷揚   
などの鉱山関係の労働者が高い比率で居住しており、鉱山の不振は   
彼らにとって極めて深刻な問題となっていた。家財道具を売却する  
などなんとかして当地に留まろうとする努力も、米価の暴騰によっ   
て臨界点を越え、彼らは奉行所に米価引下げを迫ったのである。し   
かし奉行所はなんら有効な手立てを講ずることができなかった。上  
相川に往時の面影はもはやなかったが、金山の衰退にもかかわらず   
19世紀においても鉱山関係者が依然少なからず存在していたことは   
注目してよい。上相川には山の守護神＝山の上神社があり、相川に   
居住する民衆や相川に吸引される人々の脳裏にはつねにゴールド   
ラッシュで活況を呈した盛時の相川のイメージがあったに違いなく、  
それは現在もかたちを変えて生き続けている。  
以上、鉱山都市・相川の原点としての上相川を中心に取り上げた  
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2．2近世相川の成立  
近世相川の都市としての出発点は、いうまでもなく金山の発見と  
それに続く開発であった。最初期の鉱山町は、金山近くの開けた台   
地である上相川に開かれた。その後、慶長8年（1603）に佐渡支配   
として幕府より派遣された大久保長安によって、大規模な都市計画   
が行われた。金山から海に向かって延びる尾根上にメインストリー   
トが展開し、その尾根の終点に奉行所が置かれて、町の中心、特に  
行政、物流の中心となったのである。またこの尾根を挟む2つの沢、  
北沢と南沢を擁する谷沿いにも町は展開したが、尾根上の町が持っ   
ていたような中心的役割は持たなかった。   
一方、寛永6年（1629）には羽田町から下戸にかけての海辺が埋  
立てられ、一丁目から四丁目までの町が誕生する。この埋立てによっ  
て海沿いにも計画的な町が展開し、同じ海沿いでも、自然地形の制  
約を多分に受けた羽田町以北の地域とは、かなり性格の異なる地域  
が誕生したのである。こうした変遷のうち、上相川と、近代に大規   
模な鉱山施設の造られた北沢については、もはやその面影を追うこ  
とはできない。しかしそれ以外、つまり尾根上の町、両側の谷への  
広がり、海沿いの性格の異なる2つの地域、という市街地の骨格は、  
現在でもほとんど変わらず見ることができるのである。   
『佐渡相川志』によって、宝暦3年（1753）当時の相川の番所な   
ど各種施設を現在の地形図の上にのせて、図にあらわしてみた（図  
21）。これを見ると、金山から発して海に向かって延び、さらに   
区12－1   
が、上記のように相川は近世都市化する過程で、台地上から下町に  
かけていくつかタイプの異なる町を成立させた。これらは上相川の   
衰退ととって代わるように、相川の中心市街地として成長を遂げる   
ことになる。そして各町の形態や構成の違いは相川の都市史を直接  
に反映していた。以下、これらの町の物的形態と住民構成に着目し  
ながら、相川の近世都市としての空間構造と歴史を探っていきたい。  
注  
（1）田中圭一「近世初期の鉱山町一大森と相川」（地方史研究協議会  
編『日本の都市と町－その歴史と現状』雄山閣出版、1982年、所  
収）。   
（2）山口啓二『幕藩制成立史の研究』（校倉書房、1974年）、同『鎖国   
と開国』（岩波書店、1993年）。   
（3）慶長19年7月14日条。  
（4）田中圭一『佐渡金銀山の史的研究』（刀水書房、1986年）、相川町  
史編纂委員会編『佐渡相川の歴史資料集5一二見・相川近世文書』  
（相川町、1983年）ほか。  
（5）三浦俊明「江戸城下町の成立過程」（『日本歴史』172号、1962  
年）。   
（6）玉井哲雄「近世都市と町家」（『講座日本技術の社会史7建築』日  
本評論社、1983年、所収）。   
（7）田中前掲注（1）。  
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表2－1職業類型（文政期）  
事業主   自営   安定雇用   臨時雇用   
金児他  川流他  山留他  石撰他  
鉱山関係（冨≡ 
鋼床屋他  勝場佐事師他  
供給    後藤商人他   御用炭作他    銀山飯取他   売子荷揚   
番所問屋   定番匠他  地役人他  
行政（芸芸所  質屋他  
製造販売〈芸票   
廻船持他   青白屋他   薪割他  
紺屋他   家大工他   紺屋形付   
（ 
職   町医師他  
施設 駕籠屋  せんたく師他  出入奉公   日雇取他  
湯屋他  飯取   
農水  漁師他  
海沿いに広がっていく都市の道路網や、そこを行き来する人・物を  
管理するために置かれた番所の様子が、自然地形とも関連してよく  
わかる。金山周りや、町域周縁の陸路、海路双方の窓口といった要   
所が固められているのである。また段丘上の奉行所とは別に、羽田   
町に代官の陣屋が置かれている。これはおそらく、段丘上の奉行所   
が主に金山経常を目的としていたのに対し、都市の管理を行うため   
に後から設けられたものであろうと考えられる。   
ここでの目的は、近世中期から後期にかけての相川の一断面を浮   
かび上がらせることである。史料上の制約により、都市としての相  
川の発展を段階を追って分析することはできず、また榎元の対象と   
した時代も、鉱山都市としての盛期はすでに過ぎた後である。しか   
し、金山という典型的な単一産業基盤に依拠した都市である相川が、   
近代の産業技術の導入以前にどのような都市構造によって成り立っ   
ていたのか、その全体像を明らかにすることは、決して無意味では   
あるまい。  
町割り、地割りの寸法体系、及び職業分布と、都市構造をなす条  
件のうちの一部を分析したものではあるが、少なくとも町割りにお   
いて、その影響が現在まで残っている以上、現代のまちづくりに際  
しても何らかの示唆が得られるものと期待して、以下、分析を進め   
ることとする。   
2．3史料に基づく分析   
ここでは、町割りの寸法体系、職業の分布状況それぞれについて、  
史料によって分析を加える。まず寸法については、入手しうるもの  
の中で、寸法についての記述がある最も古い史料である「元禄七甲  
成年佐渡国難太郡相川町中畑屋敷御検地水帳」（1694、以下「元禄検  
地帳」と略す）を利用した。また職業分布については、「文政九成年  
相川町町墨引」（1826、同じく「文政墨引」と略す）を利用し、後述   
の類型にしたがって職種別、雇用形態別の分布を調べた。  
2．3．1間口・奥行の分析－「元禄検地帳」   
ここでの分析は、基本的に、一本の道があり、それに面して地割  
りが施されている、という形を取っている町を対象としている。複   
数の方向を持つ町については、代表的な組み合わせ、言い換えれば、   
主要であると思われる通りを構成する組み合わせを分析の対象とし   
た。  
まず元禄段階の間口であるが、上相川の各町では、3聞から3間  
半前後の値が多い。また大工町から京町にかけての町では、平均値  
では、4間半から6間程度の数値が見られる。次に海沿いの町では、   
柴町から羽田町に至る町と、一丁目以南、下戸までの町とで傾向が   
異なっている。羽田町以北では、メインストリートを構成する町（小   
六町、石和町など）で4聞から4間半、浜に沿った町で3間前後の   
数値が多い。一方一丁目以南では、表町は、4間半から5間程度で   
傾がそろっているが、浜町については、4間半から8間と、かなり   
ばらつきが見られる。  
奥行については、平均値そのものよりも、値の偏差つまりばらつ  
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図2－2 大類型による職業分布  
きに注目したい。というのは、町が層状に構成されているか、そう  
でないかで、偏差に違いが見られるからである。上町で言えば、味  
噌屋町や四十物町、下町で言えば、二丁目から四丁目の表町などで   
は、奥行の偏差が小さい 、すなわち奥行にばらつきが少ないという   
ことである。このような町に共通するのは、層構造を持ち、明確な  
背割りがあるということである。逆に、大工町や新五郎町といった  
尾根上で背割りのはっきりしない町や、大間町、三丁目浜町など海  
沿いの町の海側、下町の中で五郎左衛門町、小六町といった山を背   
にした町では、偏差が大きいところが多く、はっきりした背割りが   
ないことを示している。  
単純に平均値を考えるのみでは、飛び抜けて大きい（あるいは小   
さい）値が1つでも混じっている場合、実際には多くの数値がそろっ  
ている場合でも、平均値、偏差ともに大きめの数値となってしまう。  
そこでここでは、検地帳の元データに加えて、明治期の町域全図、  
字図、及び現在の市街図を補助的に用い、計画時に意図されたと思   
われる寸法を推定してみた。  
この結果によると、各町の特徴が、単に平均値を用いたときより  
も鮮明に浮かび上がる。間口については、上相川から庄右衛門町に  
かけて、つまり鉱山初期の町では、2間半から3間半と推定される。  
一方慶長期の都市計画では、大工町以下京町までの上町、柴町から  
羽田町までの下町ともに、3間半から4間半という値が見られる。   
また時期が下って寛永期、埋立て時の都市計画によって生まれた町   
では、おおむね5間でそろっている。  
奥行についても、平均値に基づいて述べた内容をより確かに裏付  
けることができよう。上相川では、自然地形によるもの以外、特に  
奥行の制約を見ることはできない。奉行所周辺では、中心となって  
いる京町で12間半から17間、米屋町、四十物町や弥十郎町など周辺  
部で8聞から9間と、中心部と周辺部で明らかな差があり、特に周  
辺部で値がそろっている。次に下町の羽田町以北では、石打町西側   
と材木町東側（つまり背中合わせになっている部分）について、そ   
ろった値が見られる。石和町で8間半、材木町では13間半である。   
一丁目から四丁目では、表町西側で12間半、東側では13間半、浜町  
東側で11間半から12間となっている。さらに南の下戸では、下戸町  
東側川問半に対して西側30間、下戸炭屋町東側12間半に対して西側  
27間と、表町の両側で奥行の著しく異なる町が造られていることが   
わかる。  
2．3．2職業分布について－「文政墨引」   
職業分布の分析を進めるに当たり、職業の類型が必要となる。こ  
こでは『図説佐渡金山』を参考に、職種別に11類型、営業（雇用）   
形態別に4類型を設定し、また職種類型については、さらに鉱山関  
係、行政、製造販売、施設、農水、その他という大須型を設定し、   
分析を進めている（表2－1）。  
以上の類型に基づいて、各町の職種分布（大類型）のグラフを図   
2－2に示す。  
庄右衛門町より上、つまり金山のすぐそばの町では、鉱山関係の   
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図2－3 文政期上相川復元図（1：2．500）  
労働者の割合が全体の半数を超えている。特に相川町、清右衛門町  
などでは、7割に迫ろうかという数字を示し、文政期においても上   
相川が鉱山労働者の町としての役割を果たしていたことがうかがえ   
る。  
一方、もう一つ鉱山関係労働者の比率の高いグループがある。板  
町、一丁目浜町といった海沿いの町である。羽田町以北の古い町と、   
それより南の新しい町とでは若干事情が異なるが、ほぼ同じような   
傾向が見られる。  
行政関係は、下京町や会津町、弥十郎町など奉行所周辺の町に特  
に多く見られるが、元史料によって細かく職種を見てみると、その   
分布は町によって異なっている。すなわち、会津町や坂下町・北沢   
のように地役人がその大部分を占めている町がある→方で、弥十郎   
町のように、定人足や御用職人、詰医師など、奉行所出入りの職業  
の比率が高い町もある。  
販売、各種職人といった製造販売関係が最も多く見られるのは、   
海岸段丘より下の町、中でも特に表通りに面する町である（石和町、   
一丁目表町など）。一丁目以南の町では、表町におけるこの比率が、   
一様に高くなっている。  
また、行政のところでふれた奉行所周りにおいても、この製造販  
売関係の比率の高い町が見られる。味噌犀町、長坂町など、特に周  
辺部に多いが、類型において奉行所関係に分類した出入り職人を含   
めると、さらに高率になるであろう。  
また、大類型での「施設」、つまり専門職、労働力、施設について  
は、あまり地域的な偏在は見られない。しいて言えば、専門職は、  
前記の職人と似た分布をしていること、労働力は、三丁目裏町、下  
戸炭屋裏町など下町の裏町に高い比率が見られること、施設に関し  
ては、水金町における遊郭の存在が目立つ、といったところである。   
「文政墨引」の中には、農業従事者はほとんど見られない。上町  
にわずかに見られるが、「農水」に分類されるのは、大部分が漁業関  
係である。当然のことながら浜沿いの町に見られるが、中でも下戸   
に多い。なお、漁師の他に海士漁師という職業があり、その全てが、  
下戸炭屋浜町に分布している。  
次に、雇用形態別の分布について、分析を行う。  
大まかに言えば、販売と職人はほとんど自営であり、鉱山労働者   
は安定雇用に分類されている。そこで、雇用形態別の分布状況も、   
それらの職種別の分布に準じたものとなっている。  
具体的には、鉱山労働者の多い上町、特に中京町あたりまで、圧   
倒的に安定雇用の割合が高い。下京町、八百屋町や長坂町などでは、   
逆に自営の率が高くなっている。職人、専門職が多いからであろう。  
下町では、柴町、大間町といった層構造のない町も含めて、メイン   
ストリートでは自営の割合が高く、浜沿いの町で安定雇用の割合が   
高い。また臨時雇用については、炭屋町や三丁目裏町、馬町、下戸   
炭屋裏町といった山側の町で高率になっている。   
2．4地域別復元とそれぞれの地域の特徴  
相川の町は、金山を出発点として尾根沿いに発達し、海岸段丘の  
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上に奉行所が設置されて、段丘下の海沿いに町が展開した。そのの  
ちさらに海岸の南半分が埋め立てられ、一丁目から下戸にかけての  
町が形成された。  
相川の都市発展を考察するにあたり、以上の点を考慮して、全域   
をいくつかの地域に分割した。まず海岸段丘を境とし、上町と下町   
に分割する。さらに上町は、諏訪町、大工町を境として、金山に近   
い部分、初期の頃から開かれた町と、奉行所周辺、都市の行政的機   
能を主に担っていた地域とにわけられる。また下町は、埋め立てに  
よる町域拡大に着目し、埋立て以前の町（羽田町以北）と、新しい   
町（一丁目以南）とにわけた。以下、さきに行なった分析をもとに、   
町割り、地割りの計画寸法、及び職業の分布に着目して、「相川町字   
図」、現在の地形図を併用しながら、それぞれの地域別に特徴を明ら   
かにする。またこの4つの地域の中で、それぞれ特徴が最もよく出   
ていると思われる町をいくつか選んで、文政期の復元を行なった。  
先にも述べたように、この地域では町の層構造はほとんど見られ  
ず、奥行に関しては、川筋を背にした嘉左衛門町西側がほぼ8間で  
そろっているのみである。これに対し間口は、嘉左衛門町西側と庄   
右衛門町東側で2間半～3間半、清右衛門町では2間半、嘉左衛門   
町東側で3間、庄右衛門町西側で3間半といったところがそろって   
いる。  
職業は、当然のことながら鉱山関係の労働者が多い。特に嘉左衛   
門町、清右衛門町、庄右衛門町といった町では、その割合が半数を  
超えている。しかし諏訪町においてその割合は、他の職種に比べて   
高いとはいえ4割弱にとどまり、反対に製造販売・施設関係が占め   
る割合が大きくなっている。これは針仕事などの職人や出入奉公な   
ど、直接鉱山に関係のない職につく住人の割合が比較的高くなって   
いることの現れといえる。こ♂）範囲ではないが、諏訪町の西、大久   
保長安の計画によって開かれた大工町になると、この傾向がさらに   
顕著に見られるようになる。これはすなわち、嘉左衛門町より上の   
町は、ほぼ純粋に鉱山労働者のみによって構成されているが、諏訪   
町、そしてさらに下の大工町は、鉱山を間接的に支える人々の多い   
下町へのいわば遷移的状況を示しているのではないだろうか。相川   
町、庄右衛門町、嘉左衛門町、そして諏訪町の職種別分布を、図2   
－4に抜き出しておく。  
雇用形態についても、労働者が多いことを反映して自営の割合は  
低く、安定雇用の割合が高い。   
この地域の計画は、ほぼ100％自然地形の影響を受けたといってよ   
2．4．1上相川一金山に直結する町  
この地域は、金山発見直後に開かれた町である上相川のすぐ西に  
位置し、慶長期に来島した代官大久保長安による都市計画以前に形  
成された町である。町に層構造はほとんど見られず、町割り、地割   
りにあたっては、おそらく自然地形に左右されるところが大きかっ   
たと思われる。なお、この節で復元の対象としたのは、宗徳町、嘉  
左衛門町、清右衛門町、庄右衛門町である。   
この地域を復元したものを、図23に示す。  
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いだろう。上相川の各町は、金山近くの台地上に造られ、嘉左衛門   
町から諏訪町にかけての町は、北沢に沿った谷の南側の斜面に開か   
れている。また文政の時点での職業分布から考えても、純粋に鉱山   
運営のために設けられた町であり、この地域より海側の地域のよう   
な、様々な要素の複合した都市的な様相は持っていなかったと思わ  
れる。また、町の間の格の違いも、少なくとも計画当初には存在し   
ていなかった。   
『佐渡相川誌』によれば、この地域の各町名は、それぞれ開発し  
た山師の名に由来するとのことである。  
となっていることから、これらの町ではほぼこの寸法で計画されて   
いたと推定できる。一方下京町では、北側で15間～16間、南側で16  
間～17間となっていて、いずれも米屋町、四十物町よりも大きく、   
ほぼ倍の数値である。このように、奥行の計画寸法のみから考える   
と、下京町を含めた京町の面する通りがメインストリートであり、   
北に広がった町がいわば裏町であることがわかる。  
間口については、元禄の時点でそれぞれ特に決まった数値が見ら   
れるわけではなく、しいて言えば平均間口が、下京町で5．57（間）   
に対して四十物町で4．28、米屋町で5．23と若干小さくなっている程   
度である。しかしこの数値にしても、それぞれ1．5から2以上の標準   
偏差を考えると、単なる目安程度にしかならないであろう。また下   
京町南側の会津町は、「元禄検地帳」には記載がないが、「安政屋舗   
帳．」から判断すると、厳密な数値はそろわないものの、他の町にく   
らべてかなり大きい間口を持っていた。お屋敷町であったことの現   
れであると考えられる。  
奉行所周辺では、行政関係の職業が多く見られる。特にこの分布  
の偏りが顕著に見られるのは、間口のところでもふれた会津町で、  
6割以上が地役人となっており、鉱山関係、製造販売関係は1人も   
いない。完全に役人のために作られた町であるといえよう。  
京町、特に中京町と下京町においても、地役人の割合は高いが、   
一方で針仕事や医師、薬屋といった製造販売、専門職も見られるよ   
うになる。この傾向は、米屋町から弥十郎町にかけてさらに顕著に   
なり、奉行所関係の中でも役所詰医師や塗師、人足など、奉行所出  
2．4．2奉行所周辺   
大久保長安の都市計画により誕生した町で、京町を中心として南  
側に地役人の多い会津町、北側に職人や専門職の多い米屋町、四十  
物町が展開する。米屋町や四十物町、さらに西側の八百屋町、味噌   
屋町などは、その名前からもうかがえる通り、本来食物関係の製造   
販売の町として想定されていたのであろう。この節では、会津町、   
下京町、米屋町（一部）、四十物町（一部）を復元の対象とする。  
この地域の復元を、図2－5に示す。  
この地域では、町がいくつかの層構造によって成り立っているこ   
とから、奥行にある程度そろった数値が見られる。そこで、推定さ  
れる町割りの計画寸法を想定し、分析すると以下のようになる。  
まずはっきり奥行がそろっているのは、米屋町北側と四十物町両   
側で、8間～9間となっている。北側の弥十郎町南側で9間～10間  
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入りの職が多い。  
また長坂町で職人の割合がかなり高くなっているが、これは奉行  
所出入りのものも含めて、家大工が多く見られるからである。   
この地域の成り立ちが諏訪町までの町と蓮うのは、諏訪町までの  
町が谷に沿って展開していたのに対し、大工町以下、京町にかけて、   
尾根を中心として開かれていることである。またこれに関連して言   
えるのは、寸法、職業分布両面から見て、尾根上の町と周縁の町で   
は、明らかに格付けが見られることである。こうした格付けは、お  
そらく当初より計画に含まれていたものであろう。   
『佐渡相川誌』により町名の由来を調べてみると、まず京町につ  
いては、「昔ハ京町三町へ京ヨリ絹布類等ヲ買下シ両側二店ヲ張り大  
二商ス。依テ京町卜言フ」とある。また米屋町については、「昔ハ町々  
ノ飯米多クハ此町ノ拇売米ヲ買フ。揖売此処二限リテ外ニナシ」と  
あり、当初は、町ごとの職種別住みわけが計画的に行われていたこ   
とがうかがえる。  
この地域では、近代に入ってからの鉱山施設、および金山に至る   
道路によって削りとられた弥十郎町の一部を除いて、京町をメイン  
ストリートとし、周辺に他の町が広がるという町割りは、近世以来  
のものがほぼそのまま残っている。しかしあくまで町割りとして  
残っているだけであって、人間に例えれば、皮や肉を失って骨格の   
みを残しているようなものである。といって、現在の相川に近世の   
職業分布をそのまま再現しよう、などという発想は、試みとしてす   
らとても考えられるものではない。とりも直さず、この町のかつて  
持っていたそうした特徴を、何らかのサインとしてどこかに残して   
おく必要があるのではないだろうか。  
2．4．3海沿いの町Ⅰ一羽田町以北   
この地域は、京町周辺と同様大久保長安の都市計画によって生ま   
れた町であり、1層あるいは2層の構造を持っている。ここでは代  
表例として、石和町、材木町を取り上げて復元した（図2－6）。  
羽田町から、町の北端にあたる柴町、水金町に至るこの地域は、   
紙屋町、大間町以南が2層、柴町が1層の構造を持っている。ここ  
で取り上げる石打町、材木町でも2層になっているが、こうした層   
構造の影響は、寸法計画上どのように出ているのだろうか。  
石打町西側と材木町東側、つまり背中合わせになっている部分で、   
奥行が一定の値でそろったものとなっている（石打町西側が8間半、   
材木町が13間半）。さらに北の小六町、板町でも、それぞれの奥行は   
そろっていないものの、その合計の値、つまり2つの町の通り間の  
距離は、ほぼ22問で濁川まで続いているのである。また、石和町南   
隣の塩屋町西側では14間半から15間半、新材木町東側では10間と   
なっている。  
次に間口については、材木町で2間半から3間半、石和町東側で   
3間、同町と羽田町の西側では3間半、柴町、小六町で4間。また   
新材木町では、両側で1間半と3間半が混在している。  
次に職業分布の特徴を見てみると、まず柴町、大間町から塩屋町、   
羽田町に至る表町では、どちらかと言えば販売や職人、特に職人の   
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割合が高い。家大工や畳指、木挽といった建築関係の職人が多いの   
である。  
板町、材木町といった浜の町では、鉱山関係の労働者、中でも製   
錬関係が多く見られる。金山といってもいわゆる坑道だけで成り  
立っているわけではなく、むしろ工程としては、採掘されてからの   
方が多い。坑道以外でもいくらでも働き手が必要であったろう。砕   
いた鉱石を選りわける勝場仕事師、金銀の純度を製錬によって高め  
る大吹所仕事師などが見られる。  
この付近の職種別分布を、図2－7に掲げておく。   
一丁目以南の町が埋立てによって後年開発されたのに対し、この   
地域は、自然地形の海岸段丘下に開かれた町である。したがって一  
丁目以南に比べて山から海までの範囲が狭く、町の重なりも、多く  
ても大間町付近の3層にとどまっている。こうした層構造や、前項   
の職業分布から言えるのは、柴町から大間町を経て塩屋町、羽田町   
に至る通りが一応表通りになっているものの、表通りと、裏、つま   
り主として浜側に走る通りとの格差が、埋立てによる町に比べると  
小さい、ということである。前述の通り、確かに浜側の町に鉱山労   
働者が多いということはいえるのだが、表町に比較的多い販売・職   
人が、材木町、新材木町などにも見られる。  
先に下戸町、さらに下戸炭屋町と続いている。また、それぞれ表通  
りを中心に、山側に裏町、海側に浜町、新浜町と、これも規則正し   
い町割りが見られる。こうした何層にもわたる層構造は、羽田町以   
北の埋立て以前の町には見られないものである。  
復元は、二丁目とその裏町、浜町で行なった。（図2－8）   
前述の通り、かなりしっかりした層構造が見られるので、奥行に   
ついて各町の間に共通する規則性がある。一丁目は、町自体の形が   
台形であるため奥行が不揃いであるが、二丁目から四丁目では、表  
町東側で13間半、西側では12間半とそろっている。また浜町東側に   
おいても、二丁目、三丁目で12間、四丁目では11聞から12間と、表   
町より若干小さい値となっている。その他馬町東側で10間半、同西  
側で10間、下戸町東側で10問半、下戸炭屋町で12間半となっている。   
一方間口は、四丁目顔町では4聞から5間となっているが、その  
他一丁目から四丁目の表町、浜町と、下戸町、同炭屋町、同裏町で   
は、すべて5間である。  
この地域では、町ごとの職業分布がさらにはっきりしている。一  
丁目から下戸炭屋町まで通して、表町では製造販売関係、中でも販   
売の割合が高い。青物崖、濁酒屋など、生活必需品を扱うものが多   
く見られる。  
一方、浜へ出るにつれて、鉱山労働者の割合が高くなる。採掘関   
係よりも製錬関係の方が多いのは羽田町以北と変わらない。おそら   
くその理由も同様であろう。また四丁目の浜町にあたる市町、及び   
下戸町、下戸炭屋町の浜町では、農水の割合が高くなっている。こ  
2，4．4海沿いの町ⅠⅠ－一丁目以南、埋立てによる新しい町   
寛永6年（1629）の埋立てによって生まれた、比較的新しい町で   
ある。町名は、北から一丁目、二丁目と規則正しく並び、四丁目の  
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れは、海士漁師を含め、そのほとんどが漁師である。  
一丁目、及び下戸炭屋町の職種別分布を、図29に掲げる。  
計画当初から、表町を中心として明らかに格付けされたまちづく   
りが見られる。一丁目から四丁目までの表町では、浜町に比べて奥   
行も深く、職種も、商人や医師などが多い。逆に鉱山関係の占める   
割合は非常に低くなっている。また下戸町では、四丁目までよりも   
奥行が浅くなるが、職業分布の特徴は、ほとんど変わらない。ただ、  
下戸、下戸炭屋の各浜町では、魚仲買や魚売といった販売関係と漁   
師を合わせ、漁業関係者が、他の浜町に比べてかなり多くなってい   
る。  
一丁目から三丁目にかけては一応裏町が見られるが、表町から裏   
通りまで敷地が通っているところも多く、裏町が初めから形成され   
ていたとは考えにくい。おそらく表町東側の敷地分割によって、部   
分的に生まれたのであろう。また各町の裏町の通りは、表町、つま  
り埋立後の新しい町からみれば確かに裏通りであるが、それより山   
側の五郎左衛門町からみれば、これは立派な表通りなのである。一   
本の通りをはさんで対照的な性格の町が向かい合っているわけで、  
「埋立」という特殊な背景を色濃く映し出すよいしるしといえるだ   
ろう。  
羽田町以北では、海岸線と崖の間という制約からであろうか、同  
時期の開発である上町に見られるような町の格付けは、ほとんど現   
れていない。これに対しこの地域では、埋立てによってまちづくり   
がなされているため、町割りの計画にかなりの余裕が感じられる。  
明確な格付けが可能であるのも、計画時のこの余裕に原因があるの   
だろう。   
2．5鉱山都市相川の発展・衰退  
以上、主に町割りの計画寸法と、文政期の職業分布をもとに分析  
を進めてきたが、ここでその双方をまとめ、金山初期の上相川の都  
市形成から、大久保長安の計画による都市の骨格整備を経て、寛永   
期の埋立てによる町域拡大、上相川の衰退、さらには現在の上町の   
衰退に至る、相川の発展・衰退史を概観してみたい。  
2．5．1発展  
ここでは、都市の拡大局面、発展過程にスポットを当て、町の重   
心が、時代と共にどのように移動したのかを探る。  
開かれた当初の上相川にどのような人々が住んでいたかをうかが   
い知る史料は、残念ながらあまり見つかっていない。手掛かりとな   
るのは、少し時代が下るが、「元禄検地帳」による町割り、地割りの  
復元、及び「文政墨引」による文政期における職業分布である。   
まず寸法上の特徴であるが、間口については、町によってそれぞ   
れかなりばらつきがあるものの、平均してだいたい2間半から3間   
半程度となっており、下町、特に埋立てによって開かれた町に比べ  
ると小さい数字になっている。奥行は、完全にそろった数字は見ら   
れないが、平均して8聞から10間程度の町が多い。一方職業は、文   
政期において鉱山関係の割合がかなり高いが、この傾向は、当初は   
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図2－9 一丁目・下戸の職業分布  
さらに顕著であったろう。鉱山開発に直接関った人々が町を構成し、  
町による性格の違いは、あまり見られなかったと思われる。   
大久保長安が代官となった慶長期の都市計画で対象となったのは、   
大工町以下、京町にかけての上町と、大間町、柴町といった海沿い   
の町である。注目されるのは、上相川が台地上に造られ、宗徳町か   
ら諏訪町までの町が北沢の谷沿いに開かれているのに対し、大工町  
以下、つまり海よりでは、尾根を中心として町が展開していること   
である。都市基盤の確立前の初期の鉱山町では、とりあえず水の得   
やすい場所、ということで谷沿いに展開し、慶長期以降、町割りの   
しやすい尾根上に計画されたのであろう。  
この計画に際し、町の中心は、上町の奉行所周辺、京町周辺にお   
かれていたと考えられる。鉱山から尾根沿いに奉行所まで続く道を   
メインストリートとしてそこに京町を配置し、外側、特に北側に層  
状に町を展開させるという計画からも、明らかに町の中心的機能を   
持たせようという意図が感じられる。実際には上町だけでは人口の   
圧力を支えかね、海沿いに大間町などの町が展開しているが、こう   
した町はあくまであふれ出しにすぎず、上町に比べると、明確な計   
画をもって造られたとは考えがたい。  
上町からのあふれだしによって町が展開した20年ほど後、同じ海  
沿いに、今度はしっかり計画された町が出現する。羽田町以北が、  
地形的制約も大きく、いわば不本意に展開したのに対し、この時は   
埋立てに基づいて計画されたため、明快な計画によって層状の町を  
構成した。特に表町と浜町という2層の構造は、特に計画当初から  
明確に意図されていたと考えられ、寸法計画にも職種分布にも、そ   
の影響が現れている。一方一丁目から三丁目にかけて見られる裏町   
は、おそらく当初の計画には含まれていなかったと考えられる。五   
郎左衛門町などの通りは、表町の裏通り、つまり表町東側に面する   
敷地の裏口と位置づけられていたのではないだろうか。時代が下っ   
て敷地が分割され、裏通りに面して住む住人も現れて、「文政墨引」   
に見られるような両側町（五郎左衛門町などとあわせて）を形成す   
るようになったのであろう。  
なお、その裏町形成にも関係することであるが、江戸沢町、五郎   
左衛門町といった最も山に近い側の町は、埋立て以前から存在して   
いたと思われる。その理由は、一つにはどちらも道の東側（山側）   
にしか町がない、つまり片側町になっているということ。埋立て以   
前には、浜沿いの町であったことの現れではないだろうか。もう一   
つは、町割りが、一丁目、二丁目という海側のものと一致しないこ   
とである。特に五郎左衛門町は、二丁目から三丁目にまたがって展   
開している。おそらくこの地域にも、羽田町以北と同様、埋立て以  
前にすでにあふれだしによる町が展開していて、その当時は江戸沢  
町、五郎左衛門町などが海ぎわの町だったのであろう。埋立てによ   
り、新しくできた町のいわば裏町のような役割を果たすこととなっ  
たことは、前に述べた通りである。  
漁業関係者が多い下戸についてであるが、特に炭屋浜町ではその   
割合が高く、また海士町という町名も見られることから、この計画   
時に職業別に集団移住させられた可能性も考えられる。  
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2．5．2衰退   
相川町の近世から近代、そして現在に至る衰退の様子を追う。単  
にどこから衰退したかということだけでなく、地域による衰退のし   
かたの違いにも着目して考察してみた。  
ほとんど純粋に鉱山のためのみに開かれた上相川の町では、その   
存立基盤である鉱山が廃れると、町そのものの衰退も急速であった。   
「文政墨引」で上相川に分類されている7町に限ってみても、元禄   
期（筆数で209）、文政期（寺、町預りなどを除いて36）、安政期   
（同、30）と激減している。これがさらに明治期の「相川町字図」   
では、茶屋町・奈良町より上の大部分が畑地となってしまうのであ   
る。  
また嘉左衛門町、清右衛門町付近は、近代以降に鉱山施設が設置   
されたこともあって、建物はおろか町割りすらも、ほとんど往時の   
姿を偲ぶことはできない。  
諏訪町より下、大工町、新五郎町といった町では、近世における   
目だった衰退は見られない。むしろ鉱山労働者と、その生活を支え   
る商人や職人たちによって、新しい鉱山町としての地位を確立して   
いたようである。しかし近代以降、金山がもはや重要視されなくな   
り、また稼動は続けるものの、機械化による労働者の絶対必要数が   
少なくなると同時に、採掘そのもの以外の作業、つまり砕石・製錬   
といった、鉱山の作業の大部分が、下町に設けられた製錬所、さら   
には相川でなく、他の地域に持ち出されてから行なわれるように   
なったこともあって、この地域の衰退が始まったのではないだろう  
か。  
しかし、奉行所のあった京町周辺まで含めて、上町のこの地域で   
は、上相川で見られたような急激な衰退は、現在に至るまで見られ   
ていない。これは、確かに当初の産業基盤は失ったものの、郡市と   
して自立できる要素を他に何か持っていたからではないだろうか。  
奉行所は廃されたもののそこに裁判所が取って代わり、当初計画さ  
れた町割りは近代に入って今に至るまでそのまま受け継がれた。ま   
た鉱山町とはいっても、上相川とは違い、鉱山労働者のみならず、  
いやむしろ鉱山労働者よりも、商人や職人、医師といった職業がも   
ともと多く見られる地域でもある。このような町だからこそ、産業   
基盤が変化しても、都市として完結して存続していくことができた   
とはいえないだろうか。「金山のため」というはっきりした目的がを  
失い、他の何らかの基盤を模索しながらも、都市として存続してく   
ることができたのである。つまり、都市の骨組みともいうべき当初   
の計画がしっかり作られていたために、衰退はしても、そのスピー  
ドは緩やかだったのであろう。こうした点が、上相川との違いとなっ   
て現れたと考えられる。  
2．5．3町の現状  
金山の閉山を受け、町からの人の流出は、ますます激しくなって   
いる。金山一奉行所周りの行政の町一海沿いの商業・職人・漁業の   
町、というこの町本来の明確な構造も、羽田町から一丁目にかけて   
の商店街にわずかにその残樺が見られるのみである。もともと金山   
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周辺の台地上の町を起点に尾根上に町が延び、この尾根が海に落ち   
込むところから左右にわかれて海沿いの町が展開する、というT字  
型の構造を持っていた相川であるが、現在ではそのT字の「脚」が  
すっかり短くなり、ほとんど「両腕」だけの町になってしまってい   
る。前章で、当初都市計画に起因する「衰退の緩やかさ」について  
ふれたが、緩やかでも着実に進んでいた衰退の波は、ついに止まる   
ことはなかった。第1章の変遷のところでも述べたが、単一の産業   
基盤によって発展した町の場合、その基盤を失い、それに代わる新   
しい明確な存立基盤を見出し得なければ、遅かれ早かれこのように   
重心の不確かな町になるのは致し方のないことなのであろう。  
＜参考文献＞   
『図説佐渡金山』（TEM研究所 昭和60年 ゴールデン佐渡）。   
『佐渡相川の歴史 資料集五』（相川町史編纂委員会編 昭和58年   
相川町）。  
『佐渡相川志』（田中圭一編、昭和43年県立佐渡高等学校同窓会）。  
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3．近世の相川鉱山  
図3－1金鉱床のできるまで  
3．1山金を求めて   
3．1．1砂金と山金  
砂金は金の鉱石を長い時間をかけ自然の力で掘り崩し、流れの力   
でさらに砕き細かい金の粒となったものを選んで集めたもの。佐渡   
では西三川で中世のころから砂金が採られていた。   
中世の終りごろ海外から伝来した金鉱石から金をとる探鉱、採鉱、  
採掘、選鉱、製錬といった様々な技術と知識が入ってきて、日本で   
もようやく人手で金鉱石から金，銀、鋼、を取り分けることができ   
た。こうして金鉱石からとった金のことを総称し山金と呼んだ。   
金を含んだ鉱石は岩山にはさまれ、重ね合わせた薄い布のように   
鉱脈となり佐渡金山の山々の地中深く連なっている。鉱脈は主とし   
て第三紀の火山活動によって海底に噴出したマグマの中にあった。   
マグマは冷えて凝灰岩や頁岩の層になるが、金の鉱脈はこれらの   
岩の割れ目に浸み込むよう固まってできた。高熱の液状のマグマに  
はいくつも成分が混じり合っている。  
この成分は比重の異なりや冷えて固まっていく温度、圧力によっ   
て別々に固まっていき佐渡相川では石英質の白い石、金、銀、鋼と   
順に固まった。  
鉱石は金と銀を主とする合金の場合や嗣分も含む鉱石の姿となる  
場合もある。したがって佐渡相川に産する金銀の鉱石は銀化合物、  
鋼化合物となって不思議な黒い縞模様となって白い石英脈の中には   
さまっている。  
3．1．2金の鉱脈  
鉱脈はあまり深い処から発見されていない。地表からせいぜい千   
数百メートルくらいの間にあり、佐渡相川の場合深くても数百メー   
トルまでのところを掘っているのにすぎず、地表ほど金の含有量が  
多い傾向をもっていた。  
また深い鉱脈を追うと地熱も高くなり、出水にも出会い排水、換  
気、搬出などの採鉱経費がかさみ経済的にも金を求めるには見合わ   
なくなっていく。   
古い時代ほど金銀の含有量の多い良質な鉱石が楽にとれる処にあ  
り新しい時代になっていくほど良質な鉱石が発見できない場合が多   
くなる。  
つまり粗鉱しかなくなった時代ほど経費をかけ深くても金を求め  
古い時代には見捨てていた粗鉱からでも大量処理を行い金を得てい  
く作業になっていく。  
3．1，3金の含有量と濃縮の技術   
金は地殻全体の中で10債分の1しかなく鉱脈に濃縮された状態で  
も10万分の1しかないといわれている。金鉱石を掘り出してから、  
さらに何万倍に濃縮する技術がなければ金を得ることはできない。   
中世末のころ金鉱石から金を得られるようになったのは大変な技  
術革命だったのである。佐渡相川の場合どうだったかを次で検討し   
てみる。   
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図3－2 坑内作業模式図  
第2には奉行所の運営監理体制の変化から徹底した金銀の回収を   
行うため、合理化や改革を行っていく、その結果として施設配置を   
変えていく姿をみる場合である。   
第3には他で詳しく論じられるが、明治以前は人力に頼った施業  
であり金銀の生産を優先した町道りを行っていたのでその集約され   
た都市空間の町の姿から特長を見る場合である。   
第4には金山独得な地形、地質などと利水や施設の関係を検討す   
ることである。相川の町は地形に左右されている。特に鉱山の施設   
群は3つの河川とその間の台地の上に展開する。海岸に沿って開か   
れている部分は鉱山を支える町となっている。鉱山も郡市の暮しも   
水を大量に使い海岸へ排出する。海岸は必要な物資の入る港として   
重要な役割もあった。これらの要素を結んで金山の町が形成されて   
いた。  
このように考えて鉱山施設と相川の都市機能を以上の4つの視点   
で分析していく。但し都市生活での利排水、井戸水やセシナゲ排水   
などに関しては、「図説佐渡金山」に、町屋や都市空間については別   
に章立てがあるのでここでは除いておく。   
3．3工程と施設から見た町造り   
3．3．1採鉱＝・稼方の施設と鉱山の番所   
様方の仕事の範囲は金鉱石の採取を支える鉱山仕事の全体で、探   
査があり、探鉱があり、鉱石の採掘、搬出と続く。  
この為には測量があり坑内の安全維持や整備のための山留という  
3．2相川の鉱山施設と空間構成の特長を求めて   
3．2．1分業と工程の流れ・施設のある場所からみる視点で  
金にするまでには大きく探鉱、採鉱、選鉱、製錬という4つの工   
程を経る。近世にこの工程を稼方、粉成、吹方との3つに呼びわけ   
分業していた。  
稼方は探鉱、採鉱、一次選鉱まで、粉成は第二次選鉱まで、吹方   
は2つに分けられ吹き立て（第一次製錬）と吹分け（第二次製錬）   
の作業工程を経て金になる。佐渡の鉱山の場合さらに小判にするま   
での工程（鋳造、鋳貸）が加わっていた。  
幕府の出張所ともいえる奉行所の運営、監理体制は時代により大   
きく変わり、初期の民間主体の生産体制を支援管理して金を入手す   
る方法から、後期の採掘した鉱石からもらさず金銀を回収するため  
の幕府直営工場体制へ遷っていく。  
基本的な生産技術とその工程は江戸初期に確立してあり以後も   
変っていない。変っていくのは金をより多く得るための合理化策で  
あり、そのための看視監理の方策であった。  
従って、近世の相川町の空間構成の姿と特長を鉱業の工程や管理   
の方策、並びに施設の位置などからみるとおおまかに4つの視点で   
検討することができそうである。  
第1には基本的なことであるが、鉱石から金にするまでの稼方、  
粉成、吹方に大別された生産技術の方策とその施設空間の姿からみ  
た場合である 
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海岸に並ぶ下通りの町々、台地の中央に奉  
行所があった。左の川が北沢、右が南沢、  
北沢は奥の道遊の割の下で左沢と石沢に分  
かれる。  
金銀山と相川の町   
支柱造りなどの作業がある。続いて照明、換気、排水、通気などの   
作業や、坑内で使う器材、資材の調達と加工準備を行う作業がある。  
採掘の担い手は山師以下金児、大工、穿子などの諸職の分業によ   
るが使用する物資、人材の投入や採算、収支などは初期には経営者   
の山師の仕事だった。が、後期になると管理者である役人の掌握す   
るところとなり山師や金児は現場監督に近くなる。  
こうした体制で地中より鉱石が掘りだされる。掘り出した鉱石を   
錘という。錘は山中の建場小屋で水に浸し色あいによって金銀の含   
まない部分を見分けて取り除く。これは女性の仕事で石撲りという。   
鉱石の第一次選鉱である。  
だから建場小屋は沢水が引き易い処になくてはならないし、鉱石   
を掘るたがね造りを行う鍛冶小屋も焼入、焼直し、打ち直しの加工   
のために冷たい流水は不可欠である。  
こうして水を常時必要とした施設群であったため水の得やすい谷   
川沿いに施設は作られることになる。というより、こうした点を考   
慮し開発初期には谷筋から鉱脈のある山の腹に向け坑道が掘られ近   
くにこれらを補助する、資材置場、貯鉱場なども造られていた。  
石撲り作業の前後に錘の計量、検査があり石摂りによって、上、  
中、下、はじきと鉱石は区分され臥に入れ貯鉱しておく。   
以上の工程までが山師と金児の指揮する稼方の職分となっていっ   
た。この工程の各段階で役人はもらさず金銀にすべく検査監理を   
行っている。  
稼方の仕事場である鉱山地帯は御番所を境に山奉行のちに山方役  
の管理する地域となっていて、町方と区別され山法度を生し独特の   
施業体制が敷かれていた。  
鉱山施設には山内に点在する各間歩の他に山番所、荷置場、四ツ   
留番所と作業小屋の各種の施設があった。作業小屋は建場小屋、鍛   
冶小屋、廃石の再選鉱を行うドベ小屋などである。  
これら採掘のための施設は金鉱石が出る処に作られるので、なく   
なれば出る場所に移る性質をもっていた。したがって時代によって   
場所は変わっていく。  
まとまった施設構成をもつものに自分樺山の荷置場があり、幕府   
直営になる直山の四ツ留番所がある。産出昂の多い間歩は柵で囲わ   
れ、これらの棟が管理棟となり出入口は1つだけとなっていて間歩   
名で施設全体を呼んでいた。  
冊囲いの中には建場小屋と鍛冶小屋、荷物置場、坑口の検禿所（横  
引場）などがあった。  
もっとも、この四ツ留番所の管理体制ができたのは近世中期のこ   
とで以前は単にこの施設を間歩名で呼んでいたらしい。  
後期の四ツ留番所の役目は坑内作業の維持、管理のための役人が   
務める施設で、ここで役人は出入りする人間の検査や灯火油、鍛冶  
用の鉄、錘を入れる臥、坑内の落盤を防ぐ支柱用の留木などの必要   
物資の供給を行い、出た鉱石の監理保全を行うことである。  
このため棚の中には貯鉱場があり、ここが山師と金児、幕府への   
上納分の利益配分を決定する荷分けを行う現場で、貯鉱した錘を次   
の工程の業者である買石に対する入札場所にもなっていった。   
ユヾ  
図3－3 採掘から鋳貨までのプロセス   
産出量の少ない間歩は、小さな坑口の番所（横引場）があるだけ   
で錘は近くの荷置場にまとめて納められていた。  
こうした柵に囲まれた荷置場や四ツ留番所の設けられる場所が沢   
通りの谷近くにあったのは見渡がきき管理が容易であり、ここから   
川を下れば鉱石の粉成、吹分けの施設がある町場へ通じていたため   
である。  
細砂に区分する。さらに糸田砂を石磨で泥の状態にまで追い込み、最   
終的にはねこ流しにより水筋と汰物に区分けする。  
この選鉱工程の原理は鉱石を砕き揺り次に金属分の分別である板   
取、立ておけ、ネコ流しと方法や呼称はちがうが水を利用した比重   
選鉱を繰り返し同じ工程を何度も行い金銀分を回収することに特長   
がある。  
勝場で選鉱された水筋と汰物は検査計量のうえ次の床屋作業に廻   
される。  
勝場仕事は大量の水が引ける場所に造られる施設で、多くの人手   
を要することから、町が山中にあった時代には採掘場近くの河原に、   
相川の町が下流の上町台地の上に整備されるようになると、人々が   
働き易い町場近くの河川敷や沢に勝場や床屋の群が移っていった。  
いずれにしても採掘された金鉱石は自然金（水筋）と銀化合物の   
汰物に分けられるまで河川近くから離れることはないのである。  
河川は3つあり、南沢、北沢、水金沢という。  
奉行所があり役人や山師、金児が住み町人商人がいる上町台地の   
南側が南沢、北側が北沢である。水金沢は下山の神台地の北にある   
川であるが近世中期には鉱山に遠く錘の運搬に便が悪いためであろ   
う粉成の場としては使わなくなり遊女町が移ってきた。  
上相川千軒、北沢千軒という言い伝えがある。  
上相川千軒の話は初期の人々の群がる金山の町の姿を、北沢千軒   
の伝聞は河原にある勝場や床屋の工場の群の姿から膨らんでいった   
金銀山の好況をったえる話である。この件、後述するが、いずれに  
3．3．2選鉱の施設…粉成は勝場で   
入札が済んだ鉱石は買石によって粉成、吹立、吹分けという工程   
を経て金銀になる。粉成方の仕事は金が重い金属だから水に沈み他   
の泥分は浮くことを利用し金銀を分けとる比重選鉱を行うことであ   
る。  
鉱石を和き砕いてさらに臼で揖いて、微粉にして選別する。粉に   
なった状態で水を使って何回も選別する。  
選別により鉱石は3つに分けた。金と銀の合金となった自然金を   
主とする水筋、銀化合物（汰物）、と泥粒に分別していく。以上の粉   
成を行う場所を勝場といった。  
鉱石を砕き粉成にするのを石和きといい、次に水を使って比重選   
鉱をするのが板取りという。ここで水筋（自然金）と銀分の汰物と   
沙粒にする。  
これを「元汰」といい次に沙粒は水を使いゴミをふるい分ける。   
これを「立ておけ」の作業という。  
この鉱石の沙粒は石磨され損つぶされ、また板取りをし、水筋と  
ニリ   
しても鉱山町の施設は自然地形や河川をうまく使って整備されてい   
く。  
金と銀に分離することを吹分けといい作業場を前期には分床、吹分   
床、後になり金銀吹分所といった。  
化学反応させる炉は簡単で技術も不完全なものだったが、同じ作   
業を何度も繰り返し反復することで不純物を次第に取り除いて金銀   
にしていくのが江戸時代の技術的特長であった。   
このため吹立、吹き分けを何度も行う工程ごとに作業名称を別に   
付した。工程名が異なるため一見工程が複雑に見えるが基本は同じ   
で要約すると以下の通りとなる。   
①大床で金銀鉛の合金にする。  
まず、水筋や汰物と以前の製錬でできたまだ金銀分を残す鉱樺（柄   
実・カラミ）を鉛とともに炭火で加熱し、鉛の力で硫化銀を銀と硫   
黄に分解し金銀鉛の合金に溶け合わせると不純物は表面に浮き上が   
る。この表面を水で冷やすセカラミとなって合金と分離できる。  
（参筋金と山吹銀にする。  
合金に空気を充分吸わせながら熱すると鉛が酸化し灰に吸着して鉱   
浮として分離する。水筋は大床の作業で銀を少量含む筋金となり、   
汰物は須灰床と灰吹床の作業で金を含む山吹銀になる。ここまでが   
床屋仕事となる。  
この山吹銀に入っている金分の割合が、高いほど買石は利益を得   
やすい。このことから度たび不正所得や金の抜売の問題が発生し摘   
発を受けることになる場面がこの工程である。   
③金銀吹分所で金と酸化銀に繰り返し分け続ける。  
筋金は灰吹床で金（面筋金）と硫化銀にする。硫化銀は再び、①の   
3．3．3買石の仕事場は町の中   
買石は鉱石から金、銀を取り出す仕事を請負い、これを勝場で粉   
成し床屋で吹立て合金にし灰吹床や分床屋で金銀に分離する工場の   
経営者である。  
元和7年（1621）にはこれまで一緒だった床屋と分床屋などの作   
業場を別々にすることを命じられて町内各所で仕事をしていた。   
これら買石の施設は宝暦8年（1758）に廃止して奉行所内に用水   
を引き直営工場を設立し町内に散在した施設が全て移され寄勝場棟、   
寄床屋棟、吹分所などで作業が行われることになった。この時から   
買石は経営者ではなくなり、いわば職工長として工場に通うように   
なる。  
以前は、市中に点在した町人の工場へ役人たちは監視に出廻って   
いたのである。  
3．3．4吹方とは製錬のこと  
この工程は大小の炉を使い分け水筋や汰物を炭火の熱と化学反応   
（酸化と還元）させる製錬工程により金属としての金と銀の合金に   
する段階である。さらには金と銀に分離する作業で火と鉛と硫黄、  
灰の助けを借りる仕事である。  
金銀の合金の状態にするまでを吹立てといい作業場を床屋という。  
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工程の大床へ戻され再度金と分離する作業となる。   
山吹銀は分床の作業に入るが、鉛と硫黄を投入加熱する（∋の作業  
と同じ内容が何回も繰り返され、それぞれに少しずつ金分と硫化銀   
に分けられる。  
金分回収は一番筋金、二番筋金など分床の作業ごとに名付けられ  
この工程ごとに回収される。この金は再び灰吹床の②の作業のあと  
筋床で分筋金と鋼分に初めて分けられる。   
この作業で分けられた硫化銀は次に薬抜床で硫黄を抜き、灰吹床  
の（∋内容の作業を受け灰吹銀と鉛、鋼分にわけられる。   
この各々の工程で産出した面筋金、分筋金には若干の銀分が含ま   
れていて、灰吹銀には若干の金分があるため純金、純銀としてから   
小判にする工程が小判所と後藤役所の仕事である。   
（鋼と銭座）  
金、銀を取り出す工程で鋼分がでる。この鋼分には若干、銀が含   
まれているため天和2年（1682）より南蛮絞で銀の回収を行った。  
佐渡で銅銭を作るようになったのは江戸中期の正徳2年（1713）   
からであるが、製造は断続的で、1年間で中止、18年、7年、10年   
間で中止と短かい。  
経常は町人請負の時と直営による銭座の場合があったが、中止の   
原因は、鋼の不足や、製造コストの悪さなどであった。   
3．4北沢と鉱山都市のはじまり   
3．4．1地形と河川からの視点・・・鉱山の範囲と沢通り開発  
北沢という小河川は大佐渡山地の尾根に達する小さな沢や谷から   
水の流れを集めて日本海に下る。海辺から1500mほど遡上した処で   
1本の川にまとまり北沢となるがこのあたりは古くは間ノ山といい、   
以前は川原と田地のある谷の小さな平地となっていた。  
ここは銀山が発見されるとほどなく上相川と並んで鉱山地帯の要   
となる町ができた処である。   
現在、上流に大きく道遊の割戸が見えるところである。かつてこ  
の割戸はふさがっていてここに豊かな鉱脈があり、鉱脈は尾根に続   
いていた。間ノ山から北沢は2手に分かれ左沢と右沢と呼ぶ谷川と   
なる。さらに上流で左沢は向山で2つに分かれ、北に向う沢を向山   
河通り、南は左沢通りとよんだ。  
右沢は間ノ山からすぐ急流となり80mほど上って台地にでる。こ   
こに初めての金山町、上相川が開かれた。上流に向うと幾筋かの細   
流に枝分れするが、道遊の割戸のある尾根にそった流れを右沢通り   
とよんだ。   
この3本の『通り』と呼ぶ谷川にそった尾根の中に豊鉱帯があっ   
たため尾根に向って主要な間歩が次々と開かれていった。上空から  
みると鉱山地帯は間ノ山と上相川を要とし半径1500m余上流まで扇  
のように広がっていた。  
つまり3本の谷川の通りは、宝の山への通り道であった。  
古図をみると間歩の印は鉱脈への出入口として印されている。印   
は時代によって場所が異なるが大半が沢の山腹や山の頂近くに印さ   
れていてここから坑道を切って鉱石を掘り下げている。  
3J   
この他、露頭した鉱脈を直接掘り下げていく場合がある。山頂近   
くから鉱脈を掘ったあとを割戸といった。  
こうして左沢は間ノ山を、右沢は上相川を基点の町として河通り   
に沿って鉱脈へ至る開発を行うようになる。そして開発がさらに進  
むと銀山施設の粉成、吹方の施設はさらに稼方から分離され下流の   
上町台地の谷地に移っていった。  
り、金銀山の稼ぎをなす。是を山小屋という。此年上相  
川に大山砥の社を建て金銀山の鎮守とす、五十里、（上相  
川の山向）と上相川2ケ処に番所をたてる。   
慶長7年（1602）徳川家康、大久保長安に伊豆、石見、佐渡の鉱山  
の按検を命ず。  
慶長8年（1603）大久保長安目代の大久保山城、宗岡佐渡、小宮山  
式部を佐渡に遺す、相川の字半田、清水ケ窪、という田  
地（上町台地）に陣屋築く。  
慶長9年（1604）大久保長安が渡海して鉱山や地方の行政について  
沙汰す。  
3．4．2間山と山小屋と番所  
相川の郡市の原型ができるまでの約60年間の姿を佐渡年代記、佐   
渡四民風俗、佐渡風土記、佐渡相川誌、金銀山史話や町史資料集な  
どの史料から眺めてみる。それは天文11年（1542）に鶴子銀山が発  
見されてから始まり、慶長9年（1604）の大久保長安の渡海までの   
ことである。  
まず史料の文禄4年（1595）に注目するのは間歩、つまり坑道掘の   
工法で鉱脈を発見し計画的に採掘する新しい鉱山技術が導入され金  
銀山が大いに盛んになった点である。  
簡単に採掘できる露頭掘りや鉱脈に沿って地中に掘り下げる犬下   
り法、などではすでに鉱脈を追い切れなくなっていたのであろう。  
坑道掘りの方法は今でいうトンネルを掘り鉱脈を見つけその埋蔵  
量を確認してから本格的に採掘するといった計画性の高い方法であ   
る。  
その分、資材も人手も大量に消費する組織的な作業で当たれば鉱   
石も大貴に得ることができる。したがって資金も以前の方法に比べ   
充分なければできない技術手段であった。   
慶長6年（1601）この工法が相川の金銀山で使われたことを史料   
天文11年（1542）鶴子銀山の発見（相川金銀山の山向うにある）  
文禄2年（1593）西三川砂金山再興   
文禄4年（1595）鶴子銀山に石見国より山師がきて、本口間歩を稼  
行、（坑道掘による鉱石採掘）大盛を極む。   
慶長6年（1601）鶴子銀山の山師3人、相川金銀山を発見、六拾枚、  
道遊、割間歩を開く、  
同年・今の相川町の旧名である羽田村の刈帳に金山町という処が  
あった。  
同年・羽田村の上相川、間ノ山に小屋を作り、他国のもの多く来  
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は伝えている。   
同年に相川で金山を稼ぐ人がいたとあるが、以前から露天掘など  
での稼行が行われていたか定かではない。がこのころには山金を掘   
り、粉成、吹分け金銀をとり出すこの方法で相川の金銀山が開かれ   
組織的な稼行が始まっていたのである。  
史料は同年，上相川の台地と間ノ山の河原に金銀の稼ぎをする山   
小屋の群があり番所があったことを伝えている。  
「佐渡風土記」によるとこの山小屋のことを銀山稼のものが木を   
伐り掘立の住居をつくり稼場が変わればそこへ作り移る住居と伝え   
ている。  
山小屋は鉱石の集荷所と作業場と住居つまり工場併用の住宅なの   
であろう。別に岡小屋と言うものがある。これは川原などに残る捨   
石から鉱石の再回収する小屋（施設）をさしている。  
この時代山小屋群への主な交通路は山越して真野湾側の鶴子に向   
う道であった。  
相川側と山向う両側に各1ヶ所番所が設けてあり徴税業務や人、  
物資の出入の管理、金銀の流出防止につとめていた。番所があると  
いうことは多量な物資や人々が出入りし、山の中には活発な稼行施   
設があるということになる。  
山小屋といえば粗末なものといったイメージが先にたち町の姿が   
浮かばない。しかし簡素であったかも知れぬが金にするまでの鉱山   
の諸施設はこの山中に完備していて良質の鉱脈を求めて北沢上流域   
の一帯に無数の人々が群がり稼行していた状態であったと想定でき  
る。   
上相川の町の形成された時期を町史資料集7では、上相川の鍛冶  
沢町にある専念寺が慶長元年（1596）に建立されていることなどか   
ら、この時すでに草創の鉱山町が形成されていたとみている。  
間ノ山は慶長9年（1604）伊豆などから山仕36人来島し間ノ山衆   
といい後に金児と呼んだ場所である。これらの人々が間ノ山に居住   
し左沢流域を開発したのであろう。また間ノ山の称名寺は慶長18年   
（1613）に開基されていることから、間ノ山は上相川にやや遅れて   
町並が整備されたかと推定している。  
慶長8年（1603）になると長安の命によって上町台地の突端に海   
がみえる陣屋が設けられ相川は鉱山都市としての整備が始まってい   
く。  
相川金銀山の坑道掘開始から3年後、相川町の新しい都市計画が   
実施され台地の上に山師、金児、大工、商人、役人などの住居や施   
設が造られ相川の都市空間の原型が造られていく。間ノ山、上相川  
の町だけでは過密すぎたのである。  
3．4．3上相川千軒   
間ノ山や上相川は金山の始まりの町といわれている。上相川千軒   
の実情を探ってみる。  
元禄7年（1694）の検地帳より間ノ山、上相川周辺の町名と町が   
あった小字名を拾いあげてみる。この時上相川は21の町、間ノ山は   
8の町があった。  
エフ   
間ノ山 （6町名）  
惣徳町、嘉左衛門町、五郎右衛門町、清右衛門町、庄右衛門  
町、立町（小字名ニケ所）関東、五郎右衛門沢   
上相川 （16町）  
山の神町、鍛冶沢、鍛冶町、田町、弥左衛門町、九郎左衛門  
町、同裏町、上床屋町、外記町、番屋町、本町、小右衛門町、  
相川町、柄杓町、茶屋町、奈良町  
（その他の町名、5町）  
山崎町、松入町、7軒町、尾張町、岩崎町  
間ノ山は人名6、地名2となっていて、上相川は人名8、地名8、   
職名6、その他1の構成となっている。  
人名の町は大半が金銀山を開発した人々の名前に由来する。惣徳  
は山師の名である。関東や外記などの地名や人名は町名だけでなく   
開発者権利の名として間歩にも付けられている。  
鍛冶の付く町は山金を掘るため大量に使うノミ、タガネ、などの  
工具の補修や製造をした町、床屋は金銀の吹立、吹分けを行う職人  
の町として開かれた処であろう。加えて周辺にサービス業になる遊   
女屋、問屋などがあった。  
しかし、稼方、粉成、吹方の3つの工程がどのような組織で配置   
されたかなど史料からは詳しく読み取れていない。が町名を読む限   
り様方の仕事と一次選鉱は間歩のある鉱山地帯で行い、以後の粉成   
からは水の便のある間ノ山、上相川地区の中で処理できる体制の町  
が慶長のころにはできていたと考えている。  
町々の草創の頃これら3つの行程を山師が一括して支配経営して   
いたが山師、買石とに分かれていったと言い伝えられている。この   
件、具体的な資料がなく定かではない。   
さて金山初期の上相川の軒数はどのくらいであろう。元禄7年の   
検地帳で21の町の面積は4町5反余となる。町史によると町々の一   
軒の敷地が20～39坪余になることから、概算し上相川の町は  
400～500軒の構成の町だったと推定している。  
一区画の土地に1棟の場合もあろうし、数棟建っている場合もあ   
るはず。また、上相川の右沢の鉱山地帯にも施設が建っていたはず  
である。棟数や施設の範囲が定かではないが上相川千軒の伝聞は千   
軒ほどとも千軒以上の賑わいの様子とも受けとっておきたい。   
3．5出水と生産の減少（良鉱と水貫間切）  
相川の金銀山は慶長から元和（1596～1623）の20余年間ほどで一   
旦開きつくされている。このころを境に以後は艮鉱を求め地中深く  
追っていくか、地表近くにある鉱分の薄い鉱石でも大量に掘るか、  
あるいは以前には廃石あつかいにして処分した低品位の鉱石からで  
も再収集して人手をかけ粉成して金を得ていくしかなくなっていく。   
良鉱は地中深くにある。奉行所は江戸幕府の許可と出資を得て、   
良鉱を求め続けた。追えば出水に出合う。この対策は大規模な水質   
間切、つまり水抜きのための排水トンネルを掘り排水負担を軽くす  
ることであった。出水で採掘に経費がかかり始めたのは元和年間か  
らで、以後幕府を悩ませ続けるのである。   
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図3－6 金銀山一覧図（近世・末期）  
右下に上相川、左下に間ノ山がある、左沢中央に銀山町が見える。   
より下を深く鉱脈を追い、ほどなく出水し水貫間歩まで、また人手   
で排水することになる。  
長期的な生産の減少の記録は慶安4年（1651）のころには始まる。   
この時期、山師を減らし間歩を休止する。明暦元年（1655）には山  
師や買石が窮状を訴え地子銀や床役などの小役銀を減じた。寛文1  
～6年（1661～66）は衰微の状態が止まらず大工たちが失業し他に   
出国することを許可している。   
元禄3年（1690）になると奉行荻原重秀が幕府の勘定奉行を兼務   
したまま再開発を行ない南沢疏水の工事も開始している。ほどなく   
金銀山は復興を始める。問題はまた深くなった鉱脈の位置と出水で   
あった。  
こうして造られた水雷間歩の大半は平成元年（1989）鉱山が閉山   
するまで約400年使い続げることができた有効な排水方法であった。   
3．6元禄7年の銀山図より   
3．6．1近世中期の鉱山施設の復原考証   
元禄年間は相川金銀山の始まった慶長年間から90年ほどだった時   
代で南沢疏水の開華や安錘の粉成など技術対策を中心とした銀山の   
再開発を行った時代である。  
元禄7年（1694）はこうした成果が表れはじめ金銀の生産が盛り   
返す直前のころ。  
元禄7年の鉱山図がある。「相川右沢左沢向山銀山図」という名が   
付いていて、4枚の内とあるが他の3枚は見当らない。  
それまで坑内の排水は湧水した場所から地上の沢のレベルまで汲   
み上げていたが、坑内の水のたまり場よりトンネルを掘り町のある   
台地の下を通り海岸近くの沢へ排出することにした。  
鉱山地帯の沢は海抜30～40m余の高さにある。水貫間切は勺配を   
みつつ30m余の地下にトンネルを掘り海岸へ導水するものである。  
測量術も高精度であったが、全山岩盤の地帯を人手で掘り抜いて  
いる。こうして海底下の鉱脈を掘れるようになっていったが、また   
再三の出水に会い排水経費がかかるため奉行所や山師の負担は巨大   
なものになり採算性も次第に悪くなる時代を迎えていく。   
資金を出せば出すほどに幕府も奉行所も鉱山開発や稼業体制に口   
を出すようになっていったのである。  
排水対策は水質間切の他、水上輪、寸方樋、竜樋などという排水   
器具を導入したり水苔人足を投入するなど様々な工夫が行われたの   
である。  
水貫間切の規模の大きな事例は五例ある。（町史資料集7）  
割間歩・水貫間切・全長345m元和8年（1622）より   
水金沢水軍間切・全長872m寛政3年（1626）から12年間かかる   
大切山間切   ・全長287m寛永11年（1630）から13年間かかる  
搬出、排煙用坑道である   
南沢疏水   ・全長922m元禄4年（1691）から約11年間かかる   
中尾間歩水貫・全長273m文政7年（1824）から約7年間かかる  
水貫間切が開通すると鉱石の産額は増したが、さらに水抜間切を  
、？5   
山  
図3－7 金銀山の測量図と水貫間切 海に向って走る直線が水貫間切   
さらりと描かれているので写本かも知れぬが図には稼業中の間歩   
が詳しく記入され、柵に囲まれた荷置場や間歩が点々とある。上相   
川や間ノ山の町々だけでなく3本の河通りに沢山の鉱山施設や家並   
が描かれている。  
つまり銀山の姿が具体的に解かるもので、この絵図より古い時代   
のものは現在みつかっていない。この絵図に注目したのは近世中期   
の銀山の大改革以前という点である。  
正徳4年（1714）は奉行所全体に渡る機構改革、宝暦8年（1758）   
は粉成、吹方の直営化などの大改革である。したがってこの改革以   
前は慶長以来の銀山仕法が生きている時代なのである。  
寺となっていた。このほか、用途がわからぬ小屋や建物が描かれて   
いて左沢河通りが鉱山稼業を中心とした人々の住む町となっている。  
3．6．3流域と鉱区  
金山の採掘範囲は北沢流域の3本の川通り筋に集中し他は無いと   
いっていいほどである。  
絵図には直山の間歩には赤い印が付いている。柵囲いしている施   
設が12ケ所あり、内訳は向山河通りに1、左沢通り9、右沢通り2   
となっていた。左沢通りが生産の主力の時代である。  
元禄7年の絵図によると間ノ山は左沢に沿った町並の一部として   
描かれ町並はさらに上流に続き、上相川は右沢流域の町並として描   
かれている。元禄期にはすでに銀山が流域ごとに開発されていたの   
である。  
3．6．2絵図の中の鉱山町   
元禄7年は相川の検地が行われた年である。検地帳によると上相   
川には21町の名があったが、絵図には7町名のみ記述されていて間   
ノ山町も惣名だけで内訳の8町は記入されていない。  
上相川や間ノ山にはかって寺々は15ケ寺を越えていたが、絵図は   
九ケ寺のみとなっている。このころを境に鉱山地帯の寺々は海岸の  
下町や南沢の寺町に移ったり廃寺になった。さらに元禄の末期にな   
ると5ケ寺に減って上相川地区は人々の居住が薄くなっていく。  
絵図をみると間ノ山町から続く左沢の河通りにも建物や施設があ   
り、町並が形成されでいるようにみえる。上相川より家並の規模は   
大きく長い。  
施設の名前を読んでみるとそれが荷置場、間歩、役人宅、番所、  
3．6．4右沢と上相川町  
右沢の開発拠点となる町が上相川で流域の銀山への入口が六十枚  
御番所である。ここから600mほど上流まで間歩が山肌に点々と分布   
し右沢通りの鉱区となっている。  
御番所の内側には川に沿って役人の家6棟と柵囲の施設が2つあ  
る。甚五間歩の荷置場と御直山甚五間歩の施設である。御直山とは   
幕府が直営しているもので、山師が一定の税を納め独力で稼行する   
のを請山という。  
経営方式が異なる間歩が共存しいたために、産額が減少したり、   
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図3－8 元禄7年（1694）佐渡・相川銀山、市中復原図  
（銀山は⑫の銀山図、市中は元禄7年の検地帳によった。）  む 100 200  400  600M  
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図3－10 文政9年（1826） 佐渡相川市中復原図  
O 100 200  400  600hl 
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新規開発の時など公約割合や奉行所の補助、援助の仕様について、   
問題が起こり、様々に改革はこの2方式の間をゆれ動いている。   
右沢通りの中ほどにある四ツ留番所は上流で稼働中の数多い間歩  
をここでまとめて管理するため設けられたものであろう。  
右沢通りは左沢通りに比べて鉱山施設群は小規模である。この流   
域の間歩からの出鉱高が減少し続ける時代を迎え、上相川流域の人  
家や寺が少なくなっていったのである。  
には浄土宗2ケ寺がさらに加わっていたという。寺々があるという   
ことは、周囲に人が住む町があるということ。上相川のように床屋   
や鍛治屋がいたのだろうか。この一帯を後になり銀山町と呼んでい   
る。  
御番所から上流は山奉行の支配地となるので地方や町方を対象と   
した検地帳には銀山町の名はないが流域に銀山稼をする人々の町並   
が形成されていたのである。しかも草創のころに。  
絵図の中6ケ処にある橙色の部分は落山といって落石の散在する   
処であるが、こうした処は坑内から出た廃石を捨てる場所であり、   
かつ一次選鉱からもれた金銀分のある鉱石の散在する処であり、川   
原となっている場所もある。   
この色は再選鉱の場所の意味をもたせているのであろう。川原周  
辺にこうした作業をするドベ小屋と思われるものが並んで描かれて  
いる。  
3．6．5左沢と元禄検地帳にない銀山町  
左沢通りの両側の山々に間歩の印が大量に集中している。  
拠点が間ノ山町であり「左沢通り」の銀山入口が間ノ山口御番所   
である。この周辺に家並があり役人家と付記がある。   
間歩の分布からみると御番所から上流1500mほどの範囲が鉱区で   
ある。町並は間ノ山から御番所をまたいで左沢に沿って処々途切れ   
るが1000m余続く。  
柵囲いの間歩や荷置場は9つあり、この柵囲いされた施設の周辺  
に家並がまとまる。御番所の横には篭屋間歩と御直山の割間歩が並  
び北に登れば割間歩荷置場がある。   
左沢通りのほぼ中央に御直山大切山間歩（現在の大立立坑あたり）  
がありこの周辺は家並が密集し、光照寺と読める寺もある生産力の   
ある流域の中心地帯なのである。   
光照寺は佐度相川志によると浄土宗で、慶長年間（1596～1614）  
に開かれ享保12年（1727）には新町村に移転している。かって左沢  
3．6．6向山河通り  
間ノ山口御番所を入って左沢を上がると途中に向山がある。ここ   
から左沢が北に分枝し向山河通りという沢になる。上流に向い谷間   
の1000m余が鉱区となっている。  
施設は少なく郷国いの間歩は上流に1つあるだけなのでこの施設  
が周辺のある間歩の荷置場などの機能を兼ねていると思われる。こ  
の時代北沢の流域の中で間歩がもっとも少ない処で町並や住家はな   
い。   
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図3－11金銀山の測量図と水貫間切海に向って走る直線が水貫間切   
しかし、中尾間歩など有力な間歩があることから時代によっては   
再開発により鉱脈が見つかり大きな産額を示すことがある流域なの   
である。   
3．7四ツ留番所・改革の前と後   
3．7．1柵固いのある間歩の機能について  
「元禄7年の絵図」にある柵で囲われた12ケ所の施設は、有力な間   
歩なのである。割間歩荷置場、御直山新間歩などと付記がある。囲  
い面積は大小様々あり中に建物や小屋のように見える屋根が描かれ   
ている。  
屋根から見ると囲いの中に1棟のみあるもの、数棟のもの、多数   
の屋根を描いた場所もある。  
柵開いの付記の内容は間歩名のみ、荷置場の名のみ、間歩名と荷   
置場の名がつくものの3種がある。また囲いの中に間歩の印Rがあ   
る場所もある。  
名前の通り間歩、つまり坑道の出入口だけ、物資の荷置場だけ、   
あるいは出てきた鉱石、錘の保管だけの施設としては描かれた建物   
の数がおおすぎる。匪1いの中にある施設の機能を推定してみる。  
いずれにしても鉱石を得るための施設であり、坑内作業支援のも   
のであり、囲いの中は一次選鉱の場でもあろう。これらの棟は鍛冶   
場や山留の小屋、並びに鉱山作業に必要な物資の保管など、鉱石を   
掘り出してから一次選鉱までの作業場なのであろう。つまり山師の   
仕事の範囲の施設群であり、買石へ売り渡すまでの作業を行った場  
所と推定している。  
坑口の印がない荷置場名のみ囲いは1例だけでこの荷置場は右沢   
の甚五間歩のものである。上流に囲いした御直山・甚五間歩があり   
内に建物群があるので、これは荷分後の貯鉱場かと推測している。  
他の囲われた間歩11ケ所の内、御直山と付くものが6ケ所あり、   
この6ケ所がこの時期の幕府直営で他の5つの囲いは請山のもので   
ある。   
間歩に囲いがなく坑口の名前と位置を示したRの印のつく間歩が  
数の上では多数である。これらの間歩から臥に入れられ出荷した鍵  
は12ケ所のいずれかの囲いのある問歩の荷置場に集められたのであ   
ろう。  
3．7．2改革後の四ツ留番所  
少々話はとばすが正徳3年（1713）の改革によって奉行は今まで   
行われていた鉱山仕法を制度化し業務内容を明確にした。御直山の   
場合、生産力のある柵囲いの施設ごとに四ツ留番所が設けられ監視   
監理を行い採算性の高い経営を行うようになる。この役人の名が番  
所役で権限の幅は広い。  
四ツ留番所は出入人員改の場であり，灯油、留木、鉄臥などの物  
資の供給管理、出錘の上、中、下の分別検査、鉱石中に含まれる金   
銀の品位を調べる間吹を行なう処であり、買石への入札立会などの   
場である。  
このため柵囲中には上、中、下に錘を分ける一次選鉱を行う建場  
4J   
図3－12 銭座（天保7年以後）  
小屋、坑内で消費するノミ、タガネの修理製作の鍛冶小屋、曽木（坑   
内支柱）の小屋、坑内への出入改と錘の計量を行う横引場など多数   
の施設が制度化とともに繰り込まれていく。  
また「金銀山敷岡図」（ゴールデン佐渡）の絵巻をみると鍵置場は  
なくなり鍵は建場小屋の貯鉱箱に保管するように改められていた。   
別な場所に番所のある荷分場が設けられ、ここに分別された錘は保   
管された。荷分場では公納分、山師金児分と錘が分けてあり、役人、   
山師以下の立会の上で落札した買石に引渡す場所になっていた。  
中心に行っていたのであろう。鉱山は後期の四ツ留番所による個別   
間歩ごとの監視運営体制に比べはるかにゆるい体制で稼業していた   
のである。   
佐渡年代記の延宝3年（1675）の記述に四ツ留番所の記述がある。   
絵図の描かれた元禄7年（1694）より19年前のことである。  
割間歩が盛んになったとあり、「比節割間歩四ツ留番所内の建場41  
軒石撰女240～250人に及びしと言伝う…・」ただし追記である。   
この追記は130年もあとの文化年間（1805～）以後に記録されたも   
のであるため四ツ留番所という用語の意味が、仕法改革以後のもの  
に近いようだが柵囲の施設の中に一次選鉱場が41軒あり、石撰女200  
人余人が働いていたという記述は注目したい。  
上の追記は言い伝えではあるが古くから大勢の女性が鉱山の施設   
内で働いていたのである。又、鉱山で使う労働着のつくろいもこの   
町では多数の婦人たちに頼っている。また多くの鉱山絵巻には鉱山   
の手伝いに稚児皆の子供たちが登場する。  
鉱山は鉱山町を形成することでそこに居住する婦女子の安価な労   
働力を大景に得ることで高い採算性と利便性を保つこともできたの   
である。   
3．8勝場と床屋と後藤役所  
3．8．1北沢千軒‥誹帽引こ展開した買石の仕事場   
史料「佐渡四民風俗」は佐渡奉行の命によって宝暦6年（1756）  
に刊行され、天保11年（1840）に追補された記録である。   
3．7．3改革以前の四ツ留番所   
元禄7年の絵図では、四ツ留番所はニケ所しかない。右沢通りの   
中ほどと、左沢通りの上流部にある。この2つは山越道でつながっ   
ていて、上流域に点在する間歩の監理監視の役目の位置にあるよう   
だ。従って改革後の四ツ留番所の役目ではない。  
絵図に間歩の間の歴巨離が示めされている。諏訪四ツ留ヨリ清次四   
ツ留マデ振短岡縄間数合823間5尺という具合である。四ツ留は坑口   
のことで坑口から坑口までの距離の意味で使われている。  
初期の鉱山では四ツ留番所は坑口の番所のこと。この役人を四ツ   
留番人といい改革のあと位が上って四ツ留役といった。  
絵図にある柵囲いの施設は以後のものに比べて経営本意の施設と   
考えられる。  
役人宅と記された処が左沢の間山と右沢の六十枚の2つの御番所  
近くに集中しているので鉱山の監視体制は、これら主要な御番所を  
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本書によく往古、という記述で始まり…申伝候と結ぶ文章がある。  
往古とは相川の始まり、近世初頭のころをさすらしい。  
この文献の刊行された時代から150余年も前に戻った時代の動き   
を述べていることになる。場所、数量、期日など定かでない場合も  
あるが内容は注視すべきものがある。買石が北沢、南沢に居住した   
という往古で始まる記述がある。要約してみる。  
にも人が多かった。…略…   
銀山が不景気になったので山手の町並は人が薄くなり下町が賑   
わっている状態なのである。』  
天保期の追加の項がある。『宝暦6年（1756）のころ上相川は38軒   
しかなくなり、間ノ山、次助町、六右衛門町、南沢あたりまで空屋   
敷ができた。下町は潰れた大家の敷地を切売りして小さな人家が増   
え、また船岡場だった羽田町浜地には家並ができた。…中略…北沢   
の家並みは享保（1716～35）の洪水にて家作が押し流され町がきえ   
た。…中略…北沢には追々人家ができていったが銀山の不景気が続   
き、金銀の少ない鉱石を人手をかけ金銀にするため出費ばかりと  
なった。このため北沢の買石たちは小前の者が多くなった。＝・略』   
以上であるが、さらに洪水の記録や絵図から北沢、南沢の姿を求   
めてみる。  
『相川の下通りの海岸の南側が埋め立てられ町割りができたのが寛  
永6～7年（1629～30）。北側の海岸がさらに埋め立てられ町割りが   
できたのが正保2年（1645）である。…略…往古、銀山近辺の居住   
を第1として海辺の下通りには銀山稼ぎのものは居住しなかったの   
で町並ができるのが遅かった。  
しかし、上相川千軒、北沢千軒の言い伝えのように北沢と南沢の   
川筋や谷間には買石たちの住居が数多くあったと伝え聞いている。   
この場所が（金銀の粉成のための）水の便がよかったからである。   
往古、淡路という大買石が北沢に在り鍵を銀山から運び下げる便  
益のため淡路坂を開いた。   
…中略‥・地子帳をみると銀山が不景気だった慶安の頃（1645～51）   
にはなかった町が数多くある。勘四郎町、大阪町、（南沢流域の）東  
次助町、小沢、泉沢、諏訪町沢、（間ノ山近くの）庄右衛門後町、庄  
右衛門沢、清右衛門後町…中略…という処は人家はなかった。  
逆に上相川22町の大半は明屋敷となった。その他、元和のころ南  
沢にある上大沢の富士権現のあたりや（間ノ山の）関東平、向山平  
3．8．2洪水と中期の町絵図  
相川の町を流れる河川はたびたび洪水にあい流域の坑道を埋没さ   
せたり川筋の諸施設を流失させている。地震、津波、高潮、山くず   
れによる被害も多数あったがここでは大雨、洪水による銀山や流域   
の施設、家並消失の記録を追ってみる。  
寛永13年（1636）旧5月には大雨、寛永18年には洪水で銀山の間  
歩が水没している。正保4年（1647）旧8月には大洪水で相川山ノ   
内、濁川（北沢下流）残らず痛む。いずれの洪水でも稼方の仕事を   
中断、鉱山施設を再建している。  
イ．●J   
図3－13 町絵図（1）（元禄期と推定）   
特に慶安2年（1649）旧7月7日、大雨による大洪水は川筋の町々   
の復旧が不可能なほど巨大であったとったえている。  
佐渡年代記に簡略に記述されている。   
「7月7日の大雨で峰通りの土砂が流れでて銀山のなか満水に及び、  
間歩へ水が落ち込んだ。川際の家残らず流れ、屋敷地面も土砂で一   
丈2尺（3m60cm）ほども埋まった。（間ノ山の）宗徳町、嘉右衛門   
町、清右衛門町、庄右衛門町、（下流の）北沢町、坂下町、濁川町の   
家々残りなく流失せしめた。   
右沢にある間歩にも水落込み、家々流され（上相川の）六十枚番  
所、番屋町、本町、鍛冶沢、桐ノ木沢の家々過半損じた。買石共家々   
の鍵も流れ、相川中川通りの橋は残らず流され…略…」  
北沢流域に被害が集中していて山間から海岸域までの川筋にある   
町が流失し河原となっている。上流では銀山諸施設が右沢では上相   
川が、左沢では間ノ山から下流の町々の全て失っている。  
この件、佐渡風土記は銀山施設の被害状況を別に記している。こ   
の大雨は大佐渡一帯国仲まで洪水となったが南部の村では雨が降ら   
ないという極地的なものだったことにもふれている。   
洪水の記録は沢山ある。   
承応元年（1652）洪水、割間歩水没。   
明暦2年（1656）洪水にて南沢、左沢、間ノ山の川通り家数106軒  
流失。甚五間歩水没、左沢川通り流れ埋り人を掘り出  
す。  
寛文9年（1669）洪水、間歩水没家々押流し銀山稼滞る。  
延宝8年（1680）旧7月全島で洪水発生、相川銀山大破。国中に  
人足1300人を賦課する。  
同年旧8月大雨洪水で銀山内人家、役人宅残らず流失。  
北沢流域の人家ことごとく押流す。  
享保5年（1720）洪水、銀山内川通り破損。割間歩から水抜け南  
沢川通り出水大破し延宝8年に次ぐ被害となった。   
このように多くの場合、大雨そして洪水となり、銀山から北沢下流   
まで破損、時として死者まで出すようになる。洪水の記録は以下の   
通り続くのである。被害内容は省略する。  
享保8年（1723）・同9年  
延享2年（1745）・同3年  
寛延元年（1748）  
宝暦7年（1757）  
明和3年（1766）・同7年  
天明5年（1785）・同7年  
寛政7年（1795）・同12年  
享和2年（1802）  
文政2年（1819）・同9年・同11年  
弘化2年（1845）   
銀山の山々は坊主になっていたのであろう。大雨となるとすぐ洪水   
で施設が破損している。川筋の河原にある家や崖にある懸造りの家   
などがたびたび流されている。  
北沢、南沢の川筋は銀山への道筋となっていて間ノ山、上相川か   
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内蔵文庫、佐渡金山金堀之図より部分  
屋はないので正徳3年（1713）の改革以前のものであろう。  
また元禄7年（1694）検地の時には消えていた大買石が拓いたと   
いう淡路坂がある。   
等々の理由で絵図は1鮒0年代末（元禄期）のものと推定している。  
奉行所の配置や町並などから次の時代の1700年代前半頃と推定し   
た別な町絵図（2）がある。この絵図の北沢町は前の町絵図の倍ほどの  
家並が描かれていて川の両岸に町並がある。淡路坂を下る道の両側   
と対岸の道の両側に家並があるが下山ノ神台地には人家が少ない。   
北沢にかつては大きな町が拓かれていたのである。  
北沢にいた買石について、宝暦3年（1753）に編まれた「佐渡相   
川志」は次のように伝えている。  
要約すると『（北沢町の）町長78間（約140m）＝ヰ略…比処いま川  
原であるが両側先年まモ買石屋敷で6人の大買石がいた。一軒当た  
りの人数・百余人…後略。．¶ また下山ノ神台地にも大買石がいたと伝   
えている。  
買石の仕事は鉱石を買い取り粉成し吹方を行い、金銀にすること。   
買石の組織は工程順に石選り、石和、磨挽、板取、ねこ流し、吹大   
工、稀差しなどの職人の分業によって支えられていた。  
奉行所のある上町台地の突端近くは役人が、中ほどは山師や町人   
が拓き南沢、北沢の流域は買石が拓いたのであろう。また北沢の北  
岸にある下山ノ神台地には大きな買石崖敷が7～8軒あり、流域に   
は大小あわせて30余軒の屋敷が並んでいたとも伝えられている。  
古くは北沢の川原に粉成や床屋の作業場が多数並んでいたのである。  
図3－14 町絵図（2）（1700年代前半と推定）  
らの錘を運ぶのに都合よく、河原や傾斜地であっても水の便も良   
かったため買石たちの集まり住む処となっていたのである。  
一枚の町絵図（1）がある。北沢、南沢の町並をみると、なにやら「佐  
渡四民風俗」にある北沢千軒の内容に似ているのである。   
絵図の北沢は北岸にあり町の長さ約300m余、両側に家が並んでい   
る。南沢より規模が大きく描かれている。南沢は沢で河原がなく家   
が建てにくいためであろう切れ切れに町が点在する。  
上町台地から南沢へ下る道筋が6筋ある。流域の沢の規模が小さ   
いため南沢は勝場中心施設とし、床屋施設などは台地に上った処に   
ある。  
北沢の川原は広く川も水量は多いが沢は深く鉱山から遠い。鉱石   
運搬の道は上町台地の町々を通って下る淡路坂1本である。  
この町絵図は色分けしてあり、黄色は町屋、淡い朱色は道、水色   
は水とある。用水池や水路であろう。付記には奉行所の諸施設であ   
る陣屋、役宅、番所、雑蔵などや寺々が記述されている。残念なが   
ら年代の記録がない。町々の様子から年代は正保2年（1645）以後   
で元禄7年（1694）以前絞り込んで元禄期とみていいようだ。これ   
は以下の理由で推定している。  
海辺の下町通りの町並の南半分には通りが4筋あり家並が密集し   
ている。北半分は町ができてまもないようで2筋ある通りの海側1   
本に家並は片側しかない。正保2年（1645）以後の様子であろう。  
奉行所の配置からは後述する寛延2年（1749）再建の施設配置に   
似ている。堀も直で矢巨に曲がっていない。ただし御陣屋1つで向陣  
尋5   
大床屋   
吹分床   
小床屋   
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たび重なる洪水によるためかこの町は早くに姿を消し資料にも表  
れること少なく往古の勝場や床屋の形を具体的に示すことが今はで   
きない。  
?????
3．8．3施設の規模   
だから初期の買石の施設の規模、数量、名称などについては山師  
の動きほどはつかめてない。ただ、ぽんやりと慶長9年（1604）に   
数百人とも、慶長から寛永にかけ（1596～1624）相川市中に600余軒   
で一軒当たり50～6し）人が働くとも言い伝わっている。  
この外、水車を使って粉成す買石が新穂村など島内6ヶ所にいた。   
金銀山が衰える寛文の頃（1661～73）買石は2（）0人に減り、延宝8年   
（168り）には80人、享保8年（1723）の銀山自分稼ぎ吹き禁止の時   
は54人となっていた。  
役人による再三の産額向上の諸策によっても産金高は長期的な減   
少傾向が止まらぬようになると往古の大買石は消失し、小前の買石   
が増え、近世中期末になると山師とともに買石は幕府二直営工場のシ   
ステムに組み込まれ自立性を失っていたのである。  
年代記に買石の施設、数量が調べられている。寛永20年（1643）   
の門帳である。  
（上通り町々）（下通り町々）   （合計）  
ねこ  90筋  185筋  275筋  
磨  44柄  86柄  130柄  
ゆり板  川4枚  148枚  252枚  
18軒  
門帳は町々にある買石の家を月改めし施設の数に応じて役銀を取   
り立てるための調査帳である。  
ねこは猫のことではなく矢羽状に編んだネコダ（ゴザの一種）の   
ことで上に絹布を敷き、粉にされた鉱石を水と一緒にスベリ台に流   
す、つまりネコ流しの施設である。これを操作する女をネコパパと   
いう。絵巻にはよく子を抱いて作業している姿が描かれている。  
くすねるという意味のJネコパパする」という言い廻しは鉱LU用   
語から発生したものなのである。  
磨は鉱業専用の大きな石臼、ゆり板は盆状になった板のことでこ   
の上に石如きや石臼で挽かれた金鉱石の粉末をのせゆすり泥分と金   
銀を分離する板のこと。「ゆする」というおどしなだめて取り上げる   
という意味のスラングはここから発しているのであろう。  
床屋は金銀の塊りにする施設で、蹄1つずつの大小によって課税   
したため大床屋、小床屋の区別をした。  
吹分床は金銀を金と銀とに鞘で吹き分ける床屋のこと。柄実買い   
は精錬してでたカラミ（鉱澤）にはまだ金銀分があり再回収できる   
のでカラミを買う商売が成り立っていたのであろう。歩替屋は解ら   
尋6  
図3－15 絵巻の寄勝場（奉行所内）  
抜売りを疑われることが多く金鉱石の生産高が低くなると合理化や   
制度改革の対象となった。初期の頃からこの間題は資料に登場して   
いる。  
こうした件が出ている資料の類は役人の手で編まれたものである  
から役人の立場に立った視点で記述されている。山師も買石たちも   
経営を行っていたのであるから利益を得る方向に走るのは当然のこ   
とである。  
鉱山を活動させることで金銀を得て小判を増したいという幕府の   
側に立つ奉行所役人の解決策と対立する立場でもあった山師、買石   
たちは金銀の生産額が低下しつづける中で再開発資金を出しつくし、   
奉行所に助力を求めるまでになる。ついでは経営力も失っていくの   
である。   
問題の底流には江戸幕府の財政問題と鋳貸政策からきた銀山経常  
の方針がひかえていたのである。つまり、幕府の造る小判は時代と   
ともに小判1枚あたりの金の割合を下げ流通量を上げる政策をとる。   
このため、多くの金銀を求め鋳貸を行った。時として古い小判を改   
鋳し、新小判を増やすことも行われたのである。  
抜売りについての初出は元和4年（1618）である。これまで町人   
の筋座で金を吹立てていたが抜売りをしている趣があるので取り止   
め、役人の取扱いの公儀座が筋金の吹き出しを行い極印付とし流通  
管理を容易にした。  
そして吹立てと吹分けの場所を別にするため吹分床尾を新築して   
いる。  
ない。  
この記録は上通りと下通りの町々を役人が手分けして集計したも   
のである。  
水を大量に使うネコ流しと磨が上通りでは134基であるが、下通り   
町々が271基と2倍以上ある。南沢は上通りの町々に入り、北沢は下   
通り町々に入っている。   
文末にこの寛永20年の施設規模は昔より衰えたので数が減ったと  
聞いていると結んでいる。しかし、近世後期の天保年間（1830～43）   
に比べ4～5倍の施設規模となっている。   
同じく年代記に正保2年（1645）市中の床屋を調べた記録がある。   
大床屋6軒（＋1）吹分床屋8軒（－1）、小床屋54軒（＋30）とあ   
る。（）の内は2年前の寛永20年の門帳からの数字の増減である。   
小床屋が増えているのは金銀分の少ない粗鉱から合金にするため  
の労力の増加を示していて産金高は減少しているのである。  
この寛政の時、仕法改革があった。理由はこの床屋の方法で吹立   
てをしていると筋金や山吹銀が脇へ散り産額が下がる心配があるた   
め町床屋を止め、確実なる者5～6人に床屋を申し付け、横目付の   
役人の監督と立合で作業を行わせ、吹立高を明記し勘定所へ提出さ   
せる改革であった。  
役人による改革と合理化が繰り返される時代を迎えていた。  
3．8．4金の抜売と改革の繰り返し   
買石は金鉱石から金銀を取り出す特殊業務を担っているため金の  
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そしてこの時代になると買石に対する役人の評価が「往古は身代  
よき大買石がいたが、このごろの員石は山師とは格別に異なり身元   
も軽き者にて当面の利得によって動く者と其の名も人にしられ侯・t・  
中略…」と山師とは雲巣泥の差となったと嘆かれている（四民風  
俗）。   
ただし、この件かつて多くの山師の出身が士農工商の士分であり、  
買石は工（職人）であるという身分の反映とも受けとれる視点である。  
元和7年（1621）のころは、金銀山が盛んで良鉱が多くでている  
が筋金の納入高が増えていない。取締りからもれ筋金などが他に抜  
け出ているようなのでこれを調べ止める方法を奉行が打ち合わせを   
行ったと記録にはある。  
享保8年（1723）今まで買石は自宅の工場で灰吹銀を吹立ててい   
たが今年から床屋6軒に決め役人立合で吹立とする。（年代記）この   
件「四民風俗」では別に述べている。  
「奉行は買石の輔取り上げを行い買石の良不良を選択し、上、中、   
下の3組に分け、1組に小床屋10軒とし、吹分け床屋2軒、銅床屋   
1軒と定めた。」   
鞘をとり上げる不正の発覚処理とその防止のための対策は以後何   
度も行われている。  
享保9年（1724）また改革があった。  
鉱山でも改革があり直山、請山の稼ぎ方を変えたが相川市中では   
買石による金銀の吹き隠しがたたびたびあり取締りを行った。買石   
は66人いたが優良なる11軒を吹子所とし公儀床屋と定めた。  
こうした諸改革のあと宝暦8年（1758）試し吹きや、買石による   
鍵の安価買入の防止など対策が行われるが結局は買石の仕事を町内   
で行わせてはだめで奉行所内に工場を作り直営化し、監視、監督と   
経営の合理化を一体として行うのが最長という大改革案を作り宝暦   
9年に実施した。  
こうして錘の出荷、検査から金銀の製造小判造りまでを一貫した   
生産ラインを敷くことになった。  
3．8．5後藤役所と佐渡小判の製造…奉行鎮目が造った基本形   
少々初期の話に戻すが、元和4年（1618）奉行となった鎮目市左  
衛門は元和7年、今まで島で筋金にし江戸に送って小判とし島で必  
要な分を返送していたが、産出の金を島で小判にして必要経費分以   
外の余剰を江戸へ上納することにした。   
このため佐渡奉行所の敷地を分けて金座である後藤庄三郎役所が   
たてられた。   
翌8年に後藤庄三郎手代庄兵衛他2名と小判師数名が来島して佐   
渡小判を小判所と連携で製造を始め、文政2年（1819）まで行う。  
この間、3回製造を中止し焼金で江戸へ上納している。   
中断期間は元禄6年（1693）から7年間、正徳元年（1711）から  
3年間、享保10年（1725）から22年間のことである。いずれも金の   
産額カミ極端に少ない時であった。  
後藤役所は後藤座ともいい幕府の金貨鋳造の独占工場である。小   
判所と対になって小判を造る今でいえば大蔵省造幣局にあたる工場   
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図3－16 絵巻の寄床屋。（奉行所内）  
2つには金鉱石の品質検査と売却管理の部門。   
3つには選鉱・製錬といった粉成、吹方の部門。  
4つには金、鍍の品質保証と鋳貨システムの部門。  
ただしこの元和8年の後藤役所設置による小判の製造の時点では   
あくまで佐渡の金山の基本的分業形態が定まっただけである。   
この後、1～3の部門では様々な方法で改良、改革、合理化が行わ  
れていくが、この4つの部門の分業や協業体制が工場制手工業の施   
設に達するのは金鉱石の品質や生産力が低下した近世後期に近い正   
徳4年（1714）と宝暦8年（1758）の改革を待たねばならなかった。   
3．9奉行所の機構と改革の流れ   
3．9．1機構改革の特長   
金銀山の生産システムの改革は稼方（鉱山）か、粉成吹方の部門   
かいずれかがきっかけとなり行うことになる場合が多い。  
最大の問題で基本的でもある原因は、資源である良質な鉱石（錘）   
の長期的な減少とそれに伴う金銀の生産高の低下である。  
様方の部門で起こる原因は艮鉱を求めて起こる再開発や出水、排  
水問題による出資増などであるが洪水など自然災害による被害も大   
きかった。   
対策は排水器具の導入や水貫間切、後になり水替人足の投入など   
による人員配置などが検討されている。新しい再開発の方法の実行  
では資金や利益配分の問題と多様な労務管理対策が上がってくる。   
粉成吹方の部門では課題はいつでも金銀分の効率のよい回収のた  
なのである。  
小判は金を一定の貨幣とするために規格化したもので後藤座の権   
限は定まった品位の一定の重量の金であることを保証して後藤座の   
検査済印を小判に打ち込むことにある。小判にするまでのおおまか   
な行程は以下の通りである。  
小判所で延金にされた小判の地金を後藤役所で鑑定し、合格品に   
極印を打ち小判所に戻す。小判所で小判一枚の重さに四角に荒切す   
る。これを後藤役所で形を整え小判形にし、完了の証しとして極印   
を打ち色付けして仕上がりにする。  
鉱石採掘から床屋で吹き分けるまでの作業は、金と銀に分離し続   
ける作業であったが、後藤役所の仕事は金に銀を一定の割合で混ぜ  
て小判とする作業である。小判が純金では軟らかすぎ傷や変形して   
しまうからであろう。  
小判は一枚の小判にどのくらい金が含まれているか（金の品位）   
ということと、どの小判も均質で一定の重量であることがポイント   
となる。ここに後藤役所の重要性があった。   
元和7年の後藤役所の佐渡設置をもって金、銀を効率よく鉱石か   
ら得て貨幣として江戸に送る体制ができた。こうして幕府は佐渡の   
金銀山と島の経営の基本的な施策とその運営の方針を定めたのであ   
る。  
以後金山の基本的な運営方針は大きく4つの部門ごとに行い、改   
革もこの部門ごとに行われていった。   
1つには鉱山での探鉱から採掘まで行う稼方の吾肝ヨ。  
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めの方策造りであった。後になるほど薄鍵を大量に粉成し金銀にす   
ることの負担増が問題となる。  
問題の発生は買石の自前施設である勝場や床屋で起こる無駄や金  
の抜売などによる不正発覚などが発端となる場合が多い。   
対策は免許停止、取り上げとそれに伴う改革となる。役人立合で  
の作業体制、鉱石の品位の検査方法の改良、共同仕事場の新設（寄   
勝場、寄床屋）などである。  
改革を行うと不思議なほど金銀の回収率は確実に向上したがほど   
なく低下している。  
金銀の産出高の低下による再開発、改革の事例は時代を降りるに   
従って多数となるが奉行鎮目市左衛門による元和8年（1622）後藤   
役所の佐渡設置以後代表的な改革は以下の7例がある。  
寛永12年（1635）奉行伊丹播磨守による改革。  
元禄4年（1691）奉行荻原重秀による銀山方の改革。  
正徳3年（1713）同4年の機構改革。   
享保9年（1724）奉行小沢志摩守による銀山改革。  
宝暦3年（1753）奉行所の組織改革。  
宝暦8年（1758）奉行石谷清昌の機構改革。   
明和5年（1768）代官制の廃止など奉行所の改革。  
区分されていた。  
寛永12年の改革は奉行所の大幅な人事移動で江戸にいる奉行が留   
居役6人余を決め島の行政を運営させたもの。金銀山の仕法は元和   
期の状態が生きている。  
3．9．3元禄の仕法改革  
元禄3年から始まる仕法改革は銀山方の再開発といってよく内容   
は在島した留居役の江戸にいる奉行への報告である上申書（宝永4   
年・1707）に詳しい。  
南沢水貫間切の開始、諸間歩の再投資、低品位鉱からでも粉成す  
体制の実施、鉱石や製錬した筋金の買上げ方法の変更、物資など買   
入れや入札方法の調節による物価の安定策など鉱山全般に渡った再  
開発であり、金銀回収率向上のための間吹などの金銀純度の検査シ  
ステムの徹底であった。  
この元禄期の鉱山の再開発は従来から行われていた元和期の奉行  
鎮目による仕法はいじらず内容を大規模に改革した点であろう。  
こうしてほどなく一時的には好況となる。  
3．9．4正徳3～4年の機構改革   
正徳3年の改革では奉行2人制を再度採用。留居役を廃止し、月  
番役が奉行を補佐した。  
山方役、町方役など4役を新設し、33の役職と定員を定め、職務  
内容を徹底させ銀山方、町方、地方、他国との交易など天領である   
3．9．2寛永の改革  
佐渡は天領である。奉行を頂点に相川の町を治める町方、島の行   
政を行う地方、鉱山を治める銀山方の3つのセレクションに機構は  
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図3－17 絵巻の金銀吹分床屋（奉行所内）  
佐渡の支配の運営方法を初めて詳しく定めた改革。  
この内容は正徳4年（1714）の諸役人勤苦に詳しい。（町史資料集   
7）銀山関係の役職は15あり山方役以下、西三川金山役、問ノ山御   
番所役、六十枚口御番所役、金銀改役、諸御直山四ツ留番所役、錘   
売役、定床屋役、筋座役、小判座役、小判座昼番役、極印座役、極   
印座昼番役、鉛座役、符付役となっている。  
記述のある33の職種の内15の役職が銀山関係なのである。但し後   
藤役所は独立した機関なのでここには入っていない。  
山方役の場合、役人4人で職務は銀山の見立、取り立て、煙抜と   
気絶の防止、四ツ留番所の設置、物資の調達、荷分けと買石への入   
札売渡し、鍵の間吹など多伎に渡った職務の内容説明がされている。   
金銀改役の場合、役人3人で粉成錘1カ月分の量の検査から始ま  
り、勝場仕事と金銀の吹立てが仕事である買石の小床屋などでの検   
査立合、分床屋や鋼床屋が吹分けた金銀の指出明細の提出と検査内   
容が細かく定めてある。  
内容的には金銀山始まって以来の機構改革であったが、鉱山の生  
産高はそれに答えてはいない。  
な買石11軒を公儀の吹子所として1軒当たり役人2人を付け、金銀   
の吹き方の検査立合をさせている。  
役職の改革内容をみると錘粉成役、銀山舗廻り役など新設され銀   
山の業務が整備された。  
3．9．6宝暦3年・宝暦8年の大改革   
宝暦3年（1753）における奉行所の組織改革は島最大の寛延の一  
揆を契機に行われた。改革は奉行が直接支配する寺方、公事、町方   
の部門と代官が支配する地方、蔵方、銀山方の部門に分けた。広間   
役は月番役2人、町方役2人、地方役2人、吟味役4人の4役10人   
を定め、この広間役に地役人を登用し重職の道を開いた。  
宝暦8年（1758）、奉行石谷清昌は宝暦3年の奉行所の改革で行っ   
た代官制と奉行2人交代制の欠点を補うため江戸より組頭2名来島   
させ、広間役以下を指揮した。あわせて広間役の職務分担を改め、   
6人で寺社、町方、地方、銀山方の職務を行った。  
この時、銀山仕法は大胆に改変し合理化され鉱山から金銀にする   
まで直営化した工場制手工業の体制をもつに至った。  
まず荷分け法など改正し、鉱山の大半が御直山となり、山師の大   
部分が奉行所からの扶持人になった。  
これまで粉成を行う場所は市中にある買石の居宅の勝場であった。   
吹万作業を行う場所は買石の不正防止のため各自の居宅でなく町中   
にある共同作業場（寄床屋）で行っていた。  
寄床屋は北沢町、南沢流域の次助町、大床屋町の3ヶ所に分散し  
3．9．5享保の銀山改革  
享保9年（1724）の銀山改革は稼方と粉成吹方への対策となって   
いるが稼方より粉成吹方の対策に重心を移している。  
買石は汰物土に交ぜ隠すなど金銀の吹き隠しがたびたびあるので  
取締を行っている。買石66人の吹子取り上げを行い組合を作り優良  
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原因が灰や火の不始末で夜半から明け方に出火して風が強く大火   
になる事例が多いようである。記録のうち大火や奉行所の火災をと  
り上げ出火場所、範囲、焼失戸数などを示してみる。   
寛永2年（1625）下寺町円徳寺から出火。近辺の寺々残らず焼失、  
南沢から大工町、庄右ヱ門町まで類焼。桐の木沢・源  
昌寺で止まる。   
寛永3年（1626）板町より出火。大間町、材木町の家数250軒程類焼   
寛永12年（1635）羽田町出火。類焼した家数48軒。   
寛永14年（1637）旧5月・五郎左ヱ門町より出火。下通り町々多  
数類焼。  
同年旧11月・円徳寺が付火により出火。大工町、次助  
町、2丁目、諏訪町、庄右ヱ門町、南沢類焼。  
寛永15年（1638）相川火事あり。  
正保元年（1644）相川大火。奉行所類焼、検地帳焼失。  
正保2年（1645）紙屋町より出火。大間町へ広がる家数114軒類焼  
正保3年（1646）大間町より出火。大間番所類焼の際、運上銀162  
〆焼失。火元や責任者に弁償さす。  
正保4年（1647）旧6月奉行所火災。  
同年旧7月・新五郎町より出火、東の強風と水枯のた  
め大火となる。上町台地の大半の町々と銀山のある大  
工町、間ノ山迄焼失。奉行所を始め役人宅共632軒焼  
失、焼死のもの78人。   
承応元年（1652）下戸町より出火。家14軒類焼   
ていてここで灰吹銀を吹き立て次に上京町にあった分床屋で金と銀   
に吹き分けていた。  
勝場、寄床屋、分床屋とも町内に点在していて無駄も多かったの   
である。また、ごまかしのないよう事前に鍵から試しに金銀を吹き   
立て鉱石の品位を見定め買石に入札させていたが、それでも役人か   
ら見れば数々の不正があった。   
買石が利益を上げる方法は色々あるが錘の品位以下の安価買入も   
その1つである。また分床屋で金と分けられた山吹銀にはまだ金分   
が残留しているので、ここから再び金を絞り取ることもあった。   
仕法改革は今まで市中に分散していた勝場や寄床屋、分床屋を集   
約して工場を造って無駄を除くことであり、経費削減や不正防止す  
ることであった。加えて錘の公約割合を決め、吹分所を統合し間吹   
所や小判所、後藤役所もある効率のよい工場群を作ることであった。   
場所は奉行所御園地内に建設し、工場への出入口は専用のものとした。  
こうして採掘から選鉱、製錬、小判鋳造といった行程通り検査処   
理できる工場が作られ役人の監理体制も徹底したのである。   
3．10大火と奉行所・その施設内容   
3．10．1相川の大火  
記録を読むと毎年といっていいほど相川は火災が発生し、大火も   
度々あり数多くの町屋や奉行所、工場施設を焼失させている。出火  
場所で多いのは灰小屋、納屋、薪や炭の納屋である。薪や炭を使っ  
たあと消炭や灰がでる。灰は肥料として売るものであった。  
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図3－18 絵巻の小判所（奉行所内）  
元禄10年（1697）羽田町より出火。羽田番所を始め、町屋82軒、  
寺1、土蔵6、囲船1隻焼失。  
元禄12年（1699）大間町より出火。隣家8軒焼失。   
正徳元年（1711）中京町より出火。上京町、庄右ヱ門町、左ヱ門  
町まで延焼、寺1、医師5軒、分床屋2軒、土蔵3棟  
など焼失。   
正徳2年（1712）大間町より出火。  
享保元年（1716）大工町より出火。20軒焼失。  
安政5年（1858）旧7月・この火災は相川町最大の大火で奉行所  
はじめ町屋など家数1331軒の焼失。この内容は奉行所  
再建の項で述べる。   
元治元年（1864）旧5月羽田3丁目より出火。4丁目全焼、金比  
羅神社、弾誓寺類焼。  
同年旧11月羽田浜町より出火。1丁目、3丁目200  
軒、神社1、寺4ケ寺焼亡。  
慶応元年（1865）大火38戸焼失。   
これが明治以前相川240年間の大火の記録である。大火と再建を繰   
り返し、また密集した町が再現されている。土蔵や消火桶の設置、   
消防のための火消人足の制度などの整備をおこなっていたが、火除   
地などを作る防災の計画性は生まれていなかった。  
以上が近世初期の約100年間の大火記録であるが、この後もすさまじ   
い大火が起こっている。  
元文元年（1736）相川上町より出火。45軒焼失。  
寛保2年（1742）正月に役人宅の聞から出火。上町台地の町や南  
沢の寺町など全焼に近く役人宅、寺や町屋527軒余を焼  
く奉行所焼失の記録はない。  
寛延元年（1748）四十物町出火。上町台地の奉行所ほか役人宅、  
町屋など全部灰となる。  
寛延2年（1749）下通り塩屋町より出火。羽田町まで30軒焼く。  
寛政11年（1799）奉行所火災。  
天保5年（1834）奉行所より出火。町々類焼。  
弘化元年（1844）三丁目より出火。下通り表町、浜町25軒類焼。  
安政4年（1857）非人小屋より出火。下通り町々、市町4丁目浜  
町、表町とも70軒延焼。  
3．10．2奉行所の焼失と再建の記録   
奉行所もこうした大火や火災で焼失し6回建設されている。この   
建設期によって奉行所の施設内容をみることにする。火災と建設期   
の関係は以下の通りである。また正保元年の類焼は、検地帳焼失し   
再筆記しているか、詳細不明のため除いた。  
（∋慶長8年（1603）長安による陣屋建設（以後44年間使用）  
…正保4年（1647）旧6月焼失。   
②正保5年（1648）奉行所再建（以後100年間使用）  
・‥寛延元年（1748）旧7月焼失。  
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図3－19 絵巻の後藤役所  
③寛延2年（1749）奉行所再建（以後50年間使用）  
・‥寛政11年（1799）旧5月焼失。  
④寛政11年（1799）奉行所再建（以後35年間使用）  
…天保5年（1834）旧9月焼失。  
（診天保6年（1835）奉行所再建（以後23年間使用）  
・‥安政5年（1858）旧5月焼失。  
（参安政6年（1859）奉行所再建（以後83年間存続）  
…昭和17年（1942）焼失。  
加工途中の筋金や山吹銀の焼失があるため、奉行所の中に金銀吹所   
や小判所がこの時期に建っていたのであろうが場所が解らない。元   
和期のころから陣屋を奉行所と呼ぶようになった。   
奉行所は寛政12年（1635）の改革を受け、改良・増築されたと思   
われる。  
長安の陣屋建設以後44年間使った奉行所は正保4年（1647）の大   
火で焼失。旧6月新五郎町より出火、東の烈風と水枯のため、上町   
台地の大半、鉱山近くの大工町、間ノ山まで残らず焼失。陣屋を初   
め運上屋、土蔵、極印座土蔵、役人宅37軒、後藤役所土蔵など残ら   
ず類焼し置いてあった仕上った小判や印銀、加工途中の金銀も火災   
にあっている。焼死78名。632軒の町屋が焼けていた。   
加工途中の金銀とは、後藤銀の914貫余（約3427kg）、筋金147貫余  
（約551kg）、同58買余（㌘8kg）、山吹銀327買余（1226kg）である。  
これから小判にするための原料である。  
3．10．3長安の陣屋と正保の大火  
慶長8年（1603）大久保長安の命によって上町台地の突端に陣屋   
が築かれ、相川の町道りの先陣となった。敷地はおおよそ12000坪ほ  
どで奉行所の面積は最大の時代。   
陣屋の他、花畑、築山などがあり、数奇屋造りの茶室は8年後の  
慶長16年にまだ建設されていて資材も島内各所から集められている。  
贅をつくした施設といわれているが内容は明らかでない。  
元和4年（1618）鎮目市左衛門が奉行となると茶室、花火田、築山   
など取払い跡地をのちに後藤役所に下さる。陣屋の書院は制度を越   
え過ぎたるものであるため取壊している。後藤役所はほぼ現在の相   
川病院の位置にあった。ずいぶん広々とした陣屋の配置であったこ   
とが推察できる。  
この時代陣屋の囲い地内に極印座と土蔵を作っている。元和7年   
には後藤役所を建てて奉行所と区分けしている。火災記録をみると  
3．10．4正保の再建と寛延の大火  
再建された奉行所の建坪は724坪となった。再建は翌年の正保5年   
（1648）と思われる。この時奉行所廻りの石垣や堀を越中からきた   
石工に築かせている。堀には上相川・幸ケ沢より用水で水を引き、   
大門前の井戸に入れてから堀に通している。  
堀端はのちの享保元年（1716）に土手を築いたが、翌年取払い延   
享元年（1744）になって柵をめぐらした。柵は以後幕末まで奉行所   
の囲いのシンボルとなった。この時の奉行所建物等の配置などは現   
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在わかっていない。  
しかし、再建の後100年も使われている。当然この間に増改築も  
あったであろう。また元禄、正徳、享保と奉行所は3度に渡る改革  
の波を受けている。金銀山の様方の検査、吹方の看視の対策はより   
細分化され役職も増加している。  
正徳3年（1713）の改革では奉行2人制となったので陣屋と向陣  
屋が建てられ、月番役、山方役、町方役など定められたのでこれら   
重職の業務は御役所の間取に反映していたはずである。3度の改革   
は銀山方の仕事を重いものにしたのでこれも役所の間取に生かされ   
ているはずと推察している。  
この奉行所は寛延元年（1748）旧7月の大火で奉行所を失ってい   
る。四十物町貸家から出火し、御役所をはじめ印銀所、御蔵、その   
外の土蔵を類焼し、役人家15軒、同心の家13軒、後藤座の者の屋敷   
焼失。東風が烈しく火が盛んに燃え、防火できず立退く。   
臨時に月番役の役宅をノ仮の奉行所とし会津町の役宅を仮の役人詰   
所に使ったとある。  
3．10．6寛延2年の奉行所の配置とその間取   
絵図をみると造営された奉行所は、堀と柵に囲まれ3つの部分と  
馬場に分かれていた。後代のものに比べ簡素な構成であるがこの3   
つの区切は以後の奉行所の配置にも生かされている。  
大御門を入ると現場と直結した各役所が並ぶ。中央に塀重門と御  
役所、奥に入って海が見える処に奉行の住居（陣屋）と向陣屋があ   
る。これらが柵と門で区切られていた。  
この3重の構成のおのおのに井戸が設けられていて、非常時独立  
して守れるようにしている。外の水堀や御金蔵役所前の井戸は防火   
専用であろう。  
大御門をくぐると門番棟3棟と北側に御普請所、使役長屋が7棟  
並び、南側に地方役所こ筋金所、金銀吹所、錘役所、山方役所など   
並ぶ。  
すでに元和のころからの慣行であろうか金銀吹所が奉行所内にあ   
り、やや離れた西側に御金蔵役所と土蔵、印銀所役所と土蔵が設け   
てあり、筋金（自然金）の吹き分け作業は奉行所の管理する処となっ   
ている。  
塀重門を入ると御役所となる。御役所は敷地のほぼ中央に位置し、   
間取をみるとここに白州があるところから裁判所であり、勘定方が   
あるので島や鉱山、町方などの経営が行われた処でもある。町同心   
部屋があることから御役所に町方役所が入っているのであろう。思   
いの外、小さな建物である。  
3．10．5寛延の奉行所再建と寛政の大火   
再建した奉行所500坪余である。奉行の住居間（陣屋）、向陣屋、   
大門、中門、使役の役宅など建設入用経費のうち米と代銀は、印銀  
にして51貫目余、御林木4500本余であった。上棟は翌年の寛延2年  
（1749）の旧6月であった。1年間かかっている。また焼失した役  
宅は全て普譜して渡したとある。  
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奥にある奉行の居宅（陣屋）の面積は広く、付属屋には馬屋・土   
蔵などや物見から給人、小姓、中間の棟まで控えている。   
北側にある向陣屋は新しい奉行が来島し新旧交替する時、旧奉行   
が使うもの。居宅と同面積である。奉行居宅（陣屋）と向陣屋が敷   
地の中でもっとも大きな建物となっている。奉行の権限の大きさを   
知ることができる間取である。  
陣屋と向陣屋や金銀山の各役所がある処から元禄、正徳の改革を   
受けた構成となっているのであるが地方役所は端にあり、町方役所   
は間取には出てこない。火災直後のこととてあるいは簡素な再建と   
なっているのかも知れない。目立つのは銀山関係の山方役所、印銀   
所役所、御金蔵役所と奉行の居宅などである。  
そして、この奉行所の時代に、宝暦3年（1753）の奉行所の組織   
改革があり宝暦8年（1758）には銀山仕法の大改革が行われる。  
奉行所の間取は直営化を受け以後大改造されたのである。建設場  
所は3重の構成の外に面する部分、大御門と各役所、馬場の部分で  
あった。造成し直された空地1550坪へ寄床屋、役所、小判所、錘置   
場、湯屋、定間吹所、分粉成勝場、金銀吹分所、炭納屋が設置・建   
設され、奥の旧馬場あたりの650坪余は御武具蔵、鎮守稲荷社、馬場   
に建て直されたのである。  
この直営化を受けた奉行所は寛政11年（1799）旧5月の大火で全   
焼している。寛延の再建より50年目のことであった。   
史料には奉行所御囲い内にあった類焼した施設が記録されている。  
組頭役宅から夜半出火し、広間役長屋、陣屋御国内の諸役所、御武  
貝蔵、諸君物を入れてあった2棟の土蔵、地方役所、金銀前賃銭が   
入った土蔵、陣屋、向陣屋、御金蔵役所、御作事方役所、辰己口番   
所、金銀吹分所、寄勝場、穿整勝場など類焼し、明け方奉行所内で   
鎮火することができた。  
また、御金蔵3棟、小判所、定問吹所、本途床屋の棟は火を防ぐ   
ことができた。奉行は相川・大願寺を一仮陣屋とし、組頭、広間役は   
願泉寺を仮役所として使った。  
3．10．7寛政の奉行所再建と天保の大火   
奉行所再建は寛政11年（1799）旧6月から始まり、御普請入用積   
りは御材木8590本、末木38本、米138石余、銭9089貫文余と計上して  
取り掛った。御役所そのほか普請ができたのは旧9月29日で上棟規  
式を行っている。3ヶ月とずいぶん早く上棟している。   
旧10月2日仮役所引払い、奉行は陣屋へ役人は役所へ移った。吹  
所などの工場は追々棟上げが始まり、江戸からきた広間役長屋は7  
月中旬にできていたので27日仮移りした。  
今まで広間役長屋は奉行所の外にあったが、この時をもって囲い   
内の腰部へ移ったのである。また、陣屋廻りの海上に臨む処は板塀   
であったが海防上石垣の塀とした。  
この奉行所は35年後の天保5年（1834）旧9月夜の大火で焼失し   
ている。出火場所は奉行所御国内作業小屋であった。西風強く、大  
御門、広間役長屋、向陣屋、鍵納屋、組頭役宅、孔子廟学問所、そ  
の他を焼き、火は味噌屋町、八百屋町、長坂町、下、中、上京町へ   
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広がり、会津町、左門町、米屋町が類焼した。  
素早い対応で類焼をまぬかれた奉行所の施設は御役所、向陣屋、   
辰己口番所、御金蔵、御雑蔵、勝場、床屋、定間吹所、吹分所であった。  
銀山方、地方、町方の部屋となり周辺に白州や土蔵、取立所、町年   
寄詰所などがある。北側は苦役、勘定方、筋金所、大玄関となって   
いた。これは宝暦3年（1753）、宝暦8年の大改革を基にした明和5   
年（1768）の改革を生かした構成と思われる間取で、御役所と工場   
の部分はずいぶん機能的な内容と配置になっている。  
火災のたびに奉行所は少しずつ小さな面積となっているように史   
料からは思えるが、実際は度重なる機構改革によって役所部門も人   
員も増加し、それによる大きな建増があったのである。  
最も大きく変わった部分は大御門と周辺にあった各役所の部分で  
ある。天保期には南から順に堀端に御金蔵と役所、広間役長屋2戸、   
大御門、御門番所、御作事方役所とその付属物置などである。一段   
下って、奉行所の敷地の半分ほどを占める製錬工場施設が造られて   
いる。  
工場群は辰己口番所を工場専用の出入口にして工程順に施設が並   
ぶ。鍵置場、大きな勝場棟2棟、灰吹床屋、寄床屋、小判所と役所、   
床屋と定問吹所と役所、分粉成勝場、金銀吹分所と出張してくる後   
藤座役人の作業所、炭納屋などである。  
奉行所の堀の外の東側には組頭役宅が2戸と後藤役所があり、防   
火用水と工場用水を兼ねた水路が2筋北沢上流から引かれている。   
奉行所の囲の中で用水は引き分けられ陣屋では池へ、御金蔵前と用   
材の多い作事方役所では大きな水溜が作られ、ここに用水は引かれ   
ている。さらに用水は1段下って工場の勝場以下、各施設に引き込   
まれている。  
3．10．8天保の再建・奉行所の間取と安政5年の大火   
奉行所の再建は同年の天保5年（1834）より計画され費用内訳は   
御材木2637本、末木157本、米95石余、銭5999貫文余とある。孔子廟   
などは地役人有志のものの寄付にて再建、学問所は御役所経費で対   
処する。  
以上の伺害を12月中に江戸にいる奉行に出し、翌年4月下知が   
あった。ゆっくりした動きであるのは奉行所の中核機能が防災によ   
り保全されていたためであろう。このため以前の寛政期の奉行所と  
似た配置で復されたと考えている。  
奉行所絵図面が2面ある。文政2年（1829）以前と思われるもの   
と天保年間（1830～43）のものである。文政期と天保期の奉行所の   
配置や間取りは酷似している。異なった部分は工場の寄勝場の大横   
か、後の天保期のものか1棟多く、それだけ大量に薄鉱を粉成する   
ようになったのである。約100年前の寛延2年造営の奉行所と比べて   
みると、基本的な配置構成は同じであるが規模間取が大きく変わっ   
ている。  
奉行の居宅と向陣屋の規模は同程度であるが、中央にある御役所  
は寛延期の倍ほどに拡張されている。天保期の奉行所は組頭や広間  
役の詰所が奉行の居宅（陣屋）近くにあり、廊下の南側は公事方、  
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天保期、奉行所の空間構成はもっとも充実し、建物の延床面積は   
最大となっていたのである。   
天保期の奉行所は慶長元和期から引き続き改革された結果の表れ  
で、構成上3つの特長がある。奉行の陣屋と向陣屋、御役所の間取、  
鉱山とその直営工場である。この構成はそのまま幕府の天領政策の   
特長をあらわしたもので、後藤役所を含め全国例がない存在だった   
のである。  
安政5年（1858）この奉行所は焼失している。  
旧5月、南沢町非人小屋より出火、相川町始まって以来の大火と   
なった。久しく晴天続きの処この日は朝から南風と風向一定せぬ悪   
風が繰り返したため四方に燃え拡がった。その上、当日は山向こう   
の河原田町の祭礼でこれに赴いた者が多く、消防の人手不足もあり、   
大火となる。焼失したものは、地役人宅135軒、町数35町郡、家数133   
1軒、寺院10ヶ寺、社3ヶ所、山伏家8軒、土蔵52棟、下相川家数   
43軒、焼死者4人。  
奉行所関連で焼失したものは奉行陣屋、向陣屋、諸役所、組頭役   
宅2、江戸広間役長屋2、寄勝場、床屋など11軒あり奉行所全部と   
いえる。加えて金銀改役所、御金蔵役所、間吹所、金銀吹分所、小   
判所、地方土蔵、御武具蔵、書物蔵など全焼である。ただし、御金   
蔵だけは焼け残った。  
文化14年（1817）から佐渡では製造せず焼金のまま江戸へ送ってい   
たので、小判所と後藤役所の役目は終わっていた。明治に入り奉行   
所の堀端の柵を廃し、佐渡県の政庁、のちに新潟県支庁として使う。   
この間、町方、地方、山方、公事方の諸役所、裁許所は撤去改造さ   
れ奉行の役宅（陣屋）は取り払われた。  
工場部分は分離し、かつて買石たちが群がっていた北沢に移され   
動力を使った近代的生産体制の鉱業に姿を変えた。そして旧奉行所   
の建物は支庁移転後昭和17年焼失をもって跡地は中学校となり相川   
は近世の残香を失った。  
制作スタッフ   
〈調査、執筆〉 真島俊一  
〈整理、分折〉 吉田哲身、村山麗子、宮坂卓也、細野重考  
〈ワープロ〉  柳下ヨネ、布施春美、他   
く協力〉  ㈱ゴールデン佐渡、相川町立博物館、  
相川教育委員会、本間寅雄、他  
◎図版共、TEM研究所   
3，10．9安政の再建と昭和での消失   
安政6年（1859）旧6月再建したが、鉱山は衰退していて小判も  
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4．相川の住宅  
図4－1明らかに戦後と見なすことのできる建物の分布  
型である。したがって、この特徴を明確にしておくことはなにより  
大切に決まっている。一方、町家をとり上げた理由は、鉱山者住宅  
と一見似た形態をしている＿からである。鉱山者住宅と町家がどのよ  
うな共通点・相違点をもつのかを比較することにより、両者の理解   
が深まると考えた。  
4．1相川の建築  
相川の建築には、奉行所・鉱山者住宅・町家・漁家・農家・旅籠・   
寺社・会館・遊廓など様々なタイプがある。このどれもが都市を成   
り立たせるために必要な施設である。それが東西1．5km南北2kmほど   
の範囲にコンパクトに分布している。これにより相川には都市性が   
つくられている。相川の建築の特徴としてこの点を第一に指摘する   
ことができる。  
また、もう一つの特徴として、こうした諸建築が自然や地形をた  
くみに利用するかたちで配置苧れていることがあげられる。地形の  
利用は、特に鉱山者住宅で顕著にみられ、尾根道に沿った配置やそ   
の内部空間にもおよんでいる。これについては、具体的に各項のな   
かで述べる。  
ここでは、相川の建築のうち特に住宅（民家）について、その特   
徴を調べることとした。とくに鉱山者住宅と町家に注目した。   
鉱山者住宅は、他の町にはまったく見られない相川独自の建築類  
4．2建築の類型化  
まず、相川の伝統的建造物を調べるにあたり、建物の分類を行なっ  
た。そしてその分布を相川町全域で調査した。   
始めに、明らかに戦後と見なすことのできる建物の分布を調査し   
た（図41）。そして、この新しい建物を調査の対象から除外する   
こととした。  
次に、残ったもの（戦前からの構法をとどめる建物）を以下のよ   
うに分類した。  
（∋町家（接道しトオリニワをもつ住宅）   
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図4－2 「道に接する住宅」の分布  
（彰一1 町家   
①一2 間口の大きい町家  
②鉱山者住宅（鉱山労働者の住宅）   
②－1鉱山者住宅   
②一2 間口の大きい鉱山者住宅  
③屋敷（道との間に塀＋前庭をもち、縁がまわる住宅）  
④長屋  
⑤農家（在の間取りをもつもの）  
（参漁家  
⑦遊廓  
（紗旅籠  
（致その他（寺社、会館など）  
①町家と（卦鉱山者住宅に共通する特徴は、道に接することである。  
そこで「道に接する住宅」の分布をみた（図4－2）。  
海岸線に沿って通る道路に而してつくられている。また、旧奉行   
所よりも山側の尾根筋に沿ろた道路に面してつくられたものもある。   
海岸線沿いに広がる町の大部分の住宅がこのタイプであることがわ   
かる。   
次に、①町家のうち「道から引きのある住宅」の分布をみた。こ  
れは、町家であるので当然隣家とは接している。   
この分布は、海岸線沿いに広がる町のなかに所々みられる。道に   
接した町家を建て替えたものも含まれている。   
第3に、③屋敷の分布をみた。おもに台地上の旧奉行所の付近に  
多いことがわかる。また、海岸線沿いの町の中にも点在している。   
4番目に、④長屋の分布をみた。海岸沿いに広がる町でも、台地  
上に広がる町でも、そのはずれに位置している。   
また、⑤農家、⑥漁家、⑦遊廓、⑧⑨をあわせて「その他」とし、   
その分布を示した。  
4．3分布上の特徴  
次にそれぞれの分布上の特徴を述べる。  
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図4－3 調査した住宅の位置  
＜村川家＞を、②鉱山者住宅の例として大工町く瀬川家＞、大工町  
＜佐々木家＞、大工町＜新保家＞を、（劃屋敷の例として坂下町＜岩  
佐家＞、下京町＜梶井家＞の合計12軒を調査した（図47）。  
調査内容として、各階平面図、断面図、配置図、立面図、痕跡図、   
写真を採取し、居住者がいる場合には建設年代と部屋名の聞き取り   
をあわせておこなった。  
尚、調査は、1991年9月・1991年11月・1992年6月の3回に分け   
ておこなっている。  
以上をまとめると次のような建築類型と分布域の対応関係がある。  
（∋町家  ：海岸沿い・低地  
（参鉱山者住宅：台地上尾根筋  
③屋敷  
④長屋  
⑤農家  
⑥漁家  
（D遊廓  
：台地上（旧奉行所の付近）   
：台地のはずれ、相川町のはずれ  
：沢筋、浜寄り（直線的な通りからはずれた所）   
：海士町川沿い   
：水金川流域（大黒屋、しまや、えびすや等）  
なお、大黒屋はTEM研究所による実測調査が行な  
われている。旧材はゴールデン佐渡に保管。   
4．4相川の住宅  
ここでは、相川の住宅の特徴を、それぞれの分類ごとに、調査例   
に即して説明する。  さて、この上で上記の①②③のうち代表的なものを選び、個別に  
調査をおこなった。   
具体的には、（D町家の例として石和町く渡辺家＞、下戸町く椎野   
家＞・く西山家＞・＜松栄家＞、京町＜池田家＞、長坂町＜伊藤家＞・  
4．4．1（間口の小さい）町家（①1）   
海岸線に沿ってつづく紙屋町、小六町、材木町、羽田町、下戸町   
（り  
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図4－4a 椎野家敷地図  
T戸q hn暮住モ 立■丘  
▼】l】8 石書  
図4－4b 同 立面図  
図4－4c 同 配置図  
図4－4d 同 1階平面図  
＊外観の特徴   
道との間に塀・垣根などはなく、平入り、2階建ての主屋が直接   
面している。2階部分は、1尺ほどのもち送りになっている。2階  
の窓がガラス窓と障子窓とのど重になっているのに対して、1階の  
窓は、1重のサッシになっている。また、入口は幅1間で半間踏み   
込んだ所に引き違い戸がついている。  
＊配置の特徴   
主屋の背後にクラが配置されている。主屋とクラの問は坪庭と   
なっている。坪庭に面した主屋内にザシキがとられ、トオリニワ内  
に井戸と水廻りが確保されている。タラの入口も坪庭に向いている。  
主産、井戸、クラの屋根は続いているので、内部で行き来できる。  
また、クラの背後には、浜側の道から出入りする貸し室が付随して   
いる。トオリニワを確保してクラが建てられているために、山側の   
道から浜側の道まで住宅内部で通り抜けることができる。  
＊間取りの特徴   
1階は、土間部分（トオリニワ）と床上部分とに分かれている。  
に分布する住宅の多くは町家であり、2．5～4間ほどの間口をいっぱ  
いに使った2階建てとなっている。これを仮に「間口の小さい町家」  
と呼ぶことにする。この特徴を、石打町渡辺家と下戸町椎野家とい   
う2つの事例に即して説明する。  
□ 椎野家住宅 下戸町（図4－4）   
＊敷地の特徴  
椎野家の建つ下戸町や羽田町付近の道は、海岸と平行して直線的   
に通っている。椎野家は、その最も浜側の道と1つ内陸側（山側）   
の道との2本の道の間にある。敷地はこの2つの道に面している。  
間口は4間ほどなのに対して、奥行きは約80間もある。椎野家周囲の   
下戸浜町の町家は、みなこのような短冊型の敷地となっている。海   
岸に堤防が建設される以前には、自分の敷地を通って直接浜まで出   
ることができたといわれている。主な入口は、山側の道に面してお   
り、そちらにミセを構えている。また、敷地の浜側を魚乾燥場とし   
て使い、山側のミセ先で干物を売る例も見られる。  
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図4－5a 渡辺家敷地図  
－         － ＝      ＝ －一  
国4－5b 同 配置図  
図4－5d 同 断面図  
図4－5c 同 平面図  
＊外観の特徴  
下戸町椎野家と同じく平入り、2階建ての主屋が直接道に面して   
いる。2階部分のもち送り・2重窓も共通するが、2階開口部が大  
きく掃き出しとなっている。また、入口は幅1間の引き違い戸でつ   
らいちとなっている。  
＊配置の特徴  
主屋の背後にクラはない。ただし、便所棟を離して建てることに  
より坪庭を確保している。水廻りは坪庭に面した主屋内部に取り込   
まれている。トオリニワの先から背後に出られるようになっている。  
＊間取りの特徴  
1階の坪庭に面した部分にダイドコロや井戸があるため、ザシキ   
は2階の道路側にとられている。  
2階座敷、開口のとり方により、明治末から大正頃と推定される。  
現在空き家のため部屋の呼称はわからない。床上部分は、道側から   
順にミセ＼神棚のあるオエ、床の間のあるザシキへと続いている。   
ザシキと土間部分との境は壁となっている。2階は、ミセの上部に  
設けられる。土間やダイドコロの上部は部屋にならず、吹き抜けと   
なっている。天窓からの光が漆塗りの板壁に光り、トオリニワの雰   
囲気をよく残している。   
安政大火で被災しなかったといわれており、チョウナ仕上げの柱  
も見られることから、近世末期とも考えられる。  
□ 渡辺家住宅 石和町（図4－5）   
＊敷地の特徴   
紙屋町、小六町、坂町、材木町の道も、下戸町と同様に海岸線と  
平行し、整然と直線的に通ってし；る。ただし、その敷地は、奥行き  
が道から道までの半分しかない。したがって敷地へのアクセスは前   
面のみしかなく、住宅は背中合わせとなる。こうした背割り型の敷   
地は、この付近のほか馬町、羽田村にも多い。渡辺家の場合には、   
間口約2間、奥行き約9間の短冊状の敷地となっている。  
4．4．2間口の大きい町家（①－2）   
海岸線に沿いの紙屋町、小六町、材木町、羽田町、下戸町にかけ   
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図4－6b 同 配置図  
海側の道を正面としている。間口いっぱいに建てず、両わきが庭  
として空いている。また、山側（裏側）の道沿いも1／3ほどが庭となっ   
ている。裏側の道沿いには2つのクラが並列している。ただし、ク   
ラには下見板張りの覆い屋が架けてあるため、外観からは主屋の一   
部のように見える。   
海側の道に面した主屋はセットバックし、道との間に塀と庭がと   
られている。塀の高さは2．5mほどもあるが、庭の植栽がそれ以上に   
高く、道から見越すようになっている。  
主屋のうちミセ上部は2階建となっており、格子がはまっている。   
一方、ザシキ部分は平屋建で緑が回っている。  
＊配置の特徴   
主屋の背後に離してクラを建てその間を坪庭としている点、トオ  
リニワで正面から背後の道まで通り抜けられる点、主屋からクラま  
でが一続きの屋根で覆われている点など、下戸町椎野家と共通する。  
椎野家と異なり、正面は海側を向いている。  
＊平面の特徴  
ての住宅には、間口が4間以上ある大型の町家がみられる。これを  
仮に「間口の大きい町家」と呼ぶことにする。その特徴を羽田町松   
栄家と羽田町西山家に即して説明する。  
□ 松栄家 三町目浜町（図4－6）   
＊敷地の特徴   
三町目浜町の道は、海岸線と平行して整然と通っている。松栄家は、  
下戸町椎野家と同じく、最も浜側の道から1本山側の道までの間に  
はさまれた敷地となっている。したがって間口約25間、奥行き約25   
間の敷地は、浜側と山側の両方の道に面している。ただし、浜側の  
道のさらに海岸寄り（現在公園や駐車場になっているところ）も松  
栄家の所有地となっているので、堤防ができる以前には海岸線まで  
延長された敷地として一体的に利用していたと想定される。松栄家  
は、明治初めまで回船問屋を生業としていた。   
羽田町から下戸町付近には、間口10間近くの大きな町家がいく（   
かみられる。そのなかでも松栄家は最大級のものといえる。  
＊外観の特徴  
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シキであるが、1階とは異なり数寄屋風となっている。3月の節句   
には2階全体を使って雛人形が飾られる。  
なお、現在の家は、大正時代に新築されたものである。しかし、  
現在から70年以上も前の建物と1ま思われないほど改造も少なく手入  
もいきとどいている。ここに大正時代に頂点に達した相川の町家の   
建築技術とその完成した姿を見ることができる。  
□ 西山家 二町目町（図4－7）   
＊敷地の特徴  
二町目町の道は、海岸線と平行して通る2本の道にはさまれた敷  
地で、両方の遥からアクセスできる。ただし、松栄家よりもーつ山  
側に寄った区画に建つ。敷地は、間口約10間、奥行き約14間の矩形   
となっている。   
＊外観の特徴   
間口いっぱいに建てるのではなく、正面の道沿いの両わきを庭と  
して空けてある点、裏側の道沿いの北西側を庭としている点、とも  
に松栄家と同じ構成となっている。また、裏道沿いに並ぶクラに下   
2列型にザシキが付加された平面型となっている。2列型部分と   
ザシキ部分は、共に7間ほどの間口である。2列型部分では、トオ  
リニワに沿ってミセ・オエ・ダイドコロ（水廻り）と続き、ダイド   
コロの先に中庭をはさんでクラが位置する。このようなトオリニワ   
沿いの部屋配列は、「間口の小さい町家」と共通している。また、オ   
エとブツマのトオリニワに面した部分には、建具が入っておらず、   
開放的な境界となっている。そして、天井もなく、上部では小屋組  
がオエとトオリニワを跨ぐように架け渡されている。オエの小壁に   
は、トオリニワに向かって大きな神棚がつくられている。トオリニ  
ワの庭側上郡から光りが入るので、オエと合わせて明るく大きな空  
間となっている。   
ザシキは鈎型であり、2列型との間に坪庭がとられている。道側   
はとくに柱が少なく開放的な構えとなっている。これは、はね木を   
入れているために可能になったものと考えられる。ホンザシキでは   
現在も儀礼（お船玉さま、新年の飾り、節句、御輿の接待、恵比寿  
講など）が日をきめて丁寧に行なわれている。なお、2階も全てザ  
丘9  
図4－6d 松栄家立面図  
図4－6e 同 立面図（道路側）  
l l  
図4－6f 同 断面図  
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している。そして2列型のゾーンが接道するのに対して、屋敷のゾー   
ンは前後の両方の道に対して塀と庭をもって接する。   
＊間取りの特徴   
2列型にザシキが付加された平面型となっている。この点で松栄  
家と共通した構成といえる。ザシキ部分の大きさの違いがそのまま   
両者の面積の差となっている。   
オエがトオリニワと一体となっている点、そこに高い位置から光   
を入れている点も松栄家と共通する。トオリニワに沿ってミセ（ロ  
クジョウ）・オエ・ダイドコロ（水廻り）・クラと続く点は、間口の   
小さい町家と共通している。   
大正1年に新築された。普請関係の図面のほか、以前の住宅の正面  
写真が残っている。  
見板張りの覆い屋を架けて、表側と同じ外観としている点も松栄家   
と共通している。  
主屋は、海側の道を正面とし、1間ほどセットバックして建つ。   
道と主屋との間に塀はなく、わずかな植栽がほどこされている。主   
屋の正面は杉板で覆われており、窓には格子が入っている。また、   
主屋の西側には塀が続いている。  
＊配置の特徴   
主産の背後に坪庭をはさんで2つのタラが並列している。「オモク   
ラ」、「シテクラ」と呼ばれ、それぞれ嘉永、文政の棟札がある。ク  
ラと主屋の間はトオリニワで連絡され、一続きの屋根でおおわれ内  
部で行き来ができる。入口から奥行き方向に、主屋、坪庭、クラと  
並ぶ配置は、間口の小さい町家と共通する。また、両隣の家と軒を   
接している点も間口の小さい町家と共通する。  
主屋が接道するのに対して、ザシキ部分は道との間に2mほどの  
塀がある。またザ㌢キには緑が回り、外は庭となっている。   
敷地全体でみると間口3間分の座敷のゾーンが2列型部分に付加  
4，4．3間口の小さい町家（中京町）（①－3）   
相川には、海岸線と平行に道の通る町（紙屋町、小六町、材木町、  
羽田町、下戸町など）とは別に、旧奉行所から鉱山へと至る、海岸  
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図4－7b 同 外観  国4－7a 西山家敷地図  
図4－7d 同 配置図   
図4－7C 同 1階平面図  
7り  
図4－8a 池田家敷地図  
「▼」  
図4－8C 同 配置図  
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図4－8d 同 断面図  
線と直行した道沿いに広がる町がある。この尾根筋の町にも、鉱山   
者住宅、屋敷などのほかに町家が分布している。それは、主として  
京町（上京町、中京町、下京町）にみられるが、（彰一1間口の小さ  
い町家とは立地が異なるので、別に分類することとする。  
ロ 池田家住宅 中京町（図4－8）   
＊敷地の特徴  
京町の町家は、鉱山と奉行所とを結ぶ道の両側に広がっている。  
この道は尾根道であるために、敷地は奥行方向に傾斜している。中   
京町池田家住宅の敷地は、間口約3．5間、奥行き約20間の短冊型と   
なっている。敷地へのアプローチは、正面からの道に限られる。   
＊外観の特徴  
2階建ての主屋が接道している点は、浜側の町家と共通する。た   
だし、2階部分はもち送りではなく、小さな1重窓になっている。   
逆に1階の窓は、ガラス・障子の2重で出格子がついている。  
＊配置の特徴  
敷地の奥行きのうち、後ろ半分は庭となっている。ザシキに面し  
た一部分が鑑賞庭になっているだけで、あとは読莱がつくられてい  
る。この仰の先は急な斜面となりタブなどの林となっている。また、   
この庭・炬には、主屋の内部を通らないとアクセスできない。  
＊間取りの特徴  
1階の間取りは、浜側の町家と同じになっている。ただ、トオリ   
ニワを床上化して食事室としている。オエは天井が高く、神棚があ   
る。ミセとオエの上部が2階となっており、両者は、階段でつながっ   
ている。1階の天井高さに合わせて床レベルが変化させ、天井裏を   
有効に利用している。また、ザシキの上部には、登り梁が使われて   
いる（図4－8d 池田家断面図）。  
4．4．4間口の小さい鉱山者住宅（②）   
旧奉行所から鉱山へと至る、海岸線と直交した尾根道の上の方に   
大工町がある。大工町には、鉱山者住宅、屋敷などが分布している。  
ここでは、大工町に最も多い小規模な鉱山者住宅を「間口の小さ   
い鉱山者住宅」とし、その特徴を佐々木家の事例に即して説明する。  
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図4－9b 同 平面図  
図4－9a 佐々木家敷地図  （．「）?
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図4－9c 同 断面図  
屋の内部を通ってアクセスする。ここには、果樹が植えられたり、  
読菜がつくられたり、井戸が掘られていたりする。  
＊平面の特徴   
現在空き家となっているため部屋の呼称はわからない。   
トオリニワがあり、1階の床上部分が道側から順にミセ、オエ、  
ザシキと続く構成は、町家と共通する。オエ上部には、1．5間の神棚  
があり、町家と同様にここを居間として使用していたと考えられる。  
一方、ミセが奥行きの浅い5塁間となっており、町家とはかなり異  
なっている。後述するように長坂町の相川家は、これと似た間取り  
をもち、ミセを接客用の部屋として使っていた。したがって佐々木   
家でもこのような使い方がなされたとも考えられる。   
また、土間部分の幅は1．5間あり、オエが張り出すかたちとなっ‾（  
いる。そして、オエよりも奥の土間部分に流しや便所が組み込まれ  
ている。これは、町家の流しや便所がトオリニワの延長上に別棟と  
してつくられるのとは異なっている。この理由として、主屋の裏側  
に傾斜がひろがり、畑を確保するためにも主屋をできるだけコンパ   
□ 佐々木家住宅 大工町（図4－9）   
＊敷地の特徴   
大工町の「間口の小さい鉱山者住宅」の敷地は、奥行きも小さい。  
佐々木家の場合、間口4．5間、奥行き約8間である。これは、尾根道  
沿いのために、敷地が奥行方向に傾斜しているためと思われる。敷  
地の背後は、すぐに急な斜面となりタブ林がひろがっている。  
＊外観の特徴  
浜側の町家と同じく、主屋が軒を連ねて道に面している。しかし、  
主屋が平屋建てであること、トオリニワの幅が1．5間あること、入口   
の引違い戸が外壁と揃った位置にあることなどの点で町家とは異  
なっている。また、入り口の引き違い戸の上部に小さな窓があり、  
内部の土間の奥の床上を明るくする工夫がなされている。1階の窓  
に出格子がつき、ガラス・障子の2重窓になっている点は、中京町  
の町家と共通する。  
＊配置の特徴   
主屋の裏には、若干の庭がひろがっている。この庭には、一旦主  
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図4－10a 新保家敷地図  
図4－10b 同1階平面図  
図4－10C 同 配置図  
クトにする必要があったものと考えられる。  こと、1階の窓がガラス・障子の2重窓になっていること、間口の   
小さい鉱山者住宅と共通する。  
＊配置の特徴  
浜側の町家と同じく主屋の奥にクラを配置している。しかし、そ  
の距離が離れており、間は坪庭ではなく、池・築山を備えた鑑賞庭   
となっている。クラの奥にはさらに畑がひろがり、果樹や読菜がつ   
くられている。また、トオリニワの脇、間口の1／3ほどを庭にしてい  
るが、鑑賞庭とせず、奥の畑に通じる作業庭としている。   
＊間取りの特徴  
1階の間取りは、浜側の町家や間口の小さい鉱山者住宅と共通す   
る。新保家の場合には、奥行き方向に緩く登る地形に合わせて、ミ   
セ、チャノマ、プツマと一段ずつ床レベルが上がっている。また、   
ザシキは、2階に続き間として確保されている。  
文政年間に建てられたと言われている。  
4．4．5間口の大きい鉱山着任宅（②2）   
大工町には、少数ながら間口の大きい鉱山者住宅も存在する。  
ここでは、その特徴を新保家の事例に即して説明する。  
□ 新保家住宅 大工町（図4－10）   
＊敷地の特徴  
間口の大きい鉱山者住宅の敷地は、間口の小さい鉱山者住宅と比   
較して奥行きにより大きな違いがある。大工町 新保家の場合、敷  
地間口は約9間、奥行きは約30間となっている。同じ尾根道沿いとは   
思えないくらいの違いがある。また、敷地の背後斜面は北沢の照葉   
樹林帯となっている。  
＊外観の特徴  
2階建ての主屋が接通しているが、2階部分がセットバックして   
いること、2階の窓は小さいこと、これらの点で浜側の町家とは異  
なっている。また、入り口の引き違い戸が外壁と揃った位置にある  
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図4－11a 梶井家敷地図  
図4－11b 同 平面図   
図4－11d 同 断面図  
4．4．6屋敷（（卦）   
旧奉行所から鉱山へと至る尾根道の奉行所に近いところ、味噌屋   
町、会津町、四十物町付近には、屋敷が分布している。  
ここでは、その特徴を中京町 梶井家の事例に即して説明する。  
□ 梶井家住宅 中京町（図4－11）   
＊敷地の特徴  
奉行所に近い味噌屋町、会津町、四十物町周囲の道は、整然とし   
た格子状となっている。そして道と道との間を前後に分割した背割   
り型の敷地が多い。中京町 梶井家の敷地は、間口約9問、奥行き約   
15間である。敷地内は平坦であり、背後の隣地との境界は、高さ3m   
ほどの石垣になっている。  
＊外観の特徴  
平屋建て住宅が間口いっぱいに建つ。ただし、主屋はセットバッ   
クし、道との間は塀＋庭となっている。塀は人の背丈くらいの高さ  
のため、庭の落葉樹が遥から見える。また、主屋の前面は緑が回り、  
掃きだしの建具が入った開放的なつくりとなっている。  
＊配置の特徴  
主産の背後は、ザシキの近くに鑑賞用の木が植えられるものの、   
大半は読菜がつくられる火田となっている。主屋の背後の畑には、屋   
内のダイドコロを通って行く。むしろ特徴的なことは、主屋の前面、   
塀と主屋との間に鑑賞庭が確保されることである。これにより玄関   
までのアプローチ路や座敷からの景色が演出されている。  
また、クラも前面の道路側に配置されている。   
＊間取りの特徴  
玄関があり、中廊下でザシキとダイドコロに振り分ける中廊下型  
平面となっている。ダイドコロは改装され、便所の庭側にペンキョ   
ウベヤが増築されている。  
のし瓦の文様に三菱のマークが入っている。かつて鉱山病院の副   
院長が住んでいたといわれている〈  
4．4．7長坂町の住宅（④）   
長坂は、浜側に広がる町と、奉行所から鉱山にかけて広がる台地   
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図4－12b 同 立面図  
L」．＿＿＿＿■「「Tlrrrr口完摘軍   
国4－12a 伊藤家敷地図  
一一仰…皿山一人－  
図4－12c 同 断面図  
」  図4－12d同平面図  
上の町とを結ぶ相川町の重要な坂である。  
この坂に建つ住宅は、景観上も重要な位置にあり、特徴的なつく  
りかたをされているので、特に独立して扱うこととする。  
ここでは、伊藤家、村川家を事例として説明する。  
D 伊藤家住宅 長坂町（図4－12）   
＊敷地の特徴  
長坂は、海に向かう斜面の尾根につくられた階段である。したがっ  
てその両側の住宅は、等高線に沿って立地することになる。この点   
で傾斜の大きさに違いこそあれ、大工町の鉱山者住宅と似た敷地条   
件となっている。   
長坂町の伊藤家の敷地は、間口約6間、奥行き約8間である。敷  
地のうち、隣地との境界は石垣になっている。  
＊立面の特徴  
2階建ての主屋が接通している。また、1階・2階の窓ともに小   
さい。海側に画して2階に窓がとられることもある。  
敷地間口のうち海寄りに寄せて主屋が建てられる。山側に庭がと  
られており、前面は塀となっている。  
＊配置の特徴   
主屋の山側には、幅1閤ほどの平坦な庭が確保されている。トオ   
リニワのように主屋の裏側の畑まで通じている。また、主屋の裏の   
畑には、果樹が植えられたり、読菜がつくられたりしている。  
＊間取りの特徴   
1階の間取りは、ほかの町家や鉱山者住宅と共通する。ここでは   
特に、海側に下り坂になった地形に合わせて、床下収納を確保して   
いる点が注目される。また、2階はミセの上部ではなくオエの上部   
につくられている。  
安政5年の棟札あり。明治終わり頃購入。昭和10年に2階増築。  
□ 村川家住宅 長坂町（図4－13）   
伊藤家に隣接した海岸側に位置する。伊藤家と同じくミセ・オエ・   
ザシキの下側を収納としている。  
∴う   
図4－13b 同 平面図  
図4－13a 村川家敷地図  
その前後のミセとザシキに登り梁が使われている点である。このよ  
うに主屋は、一つの構造体としてつくられている（図4－17）。  
4．5相川の住宅の特徴－まとめ  
さて、以上のまとめとして、相川の住宅の特徴を3つ指摘してお   
きたい。  4．5，3敷地形式と住宅形式との対応   
また、敷地条件ごとに住宅の型（特に配置形式）が異なることも   
相川の特徴である。   
既に相川の都市形成史の章で触れられたことであるが、相川の建  
物立地は、A．「台地上」、B．「海岸沿い」、の二つにわけられる。   
そして、それぞれが敷地条件・道路条件によってさらに二つにわけ   
られるのである。すなわち、A．「台地上の住宅」は、A－a「尾根   
道に面した敷地」、A－b「背割り型の敷地」の二つに分かれ、B．「海   
岸沿いの住宅」は、B－a「背割り型敷地」、Bb「道と道にはさま   
れた敷地」の二つに分けられる。  
ここでは、これまで説明してきた建築分類ごとの事例を以上のよ  
うな敷地条件から見直すことにする。特に、その断面図に表れる配   
置形式に注目する。   
A．台地上の住宅   
4．5．1間取りの特徴   
まず、相川の町家の間取りは、北陸地方一帯にひろがる町家の間  
取りと同じ構成といえる（図4－14）。そして、鉱山者住宅の間取り   
もミセ・オエ・ザシキと続く部屋の配列の点で町家と同じである。  
ただし、流しや便所が主体構造のなかに組み込まれること、ミセの  
奥行きが浅いなどの相違点がみられる（図4－15）。なかでも、敷地  
の勾配を利用するかたちで、床のレベルを変化させたり、床下に収  
納を確保したりする点は、尾根筋の住宅の特徴といえる（図4－16）。  
4．5．2構法上の特徴   
相川の町家には構法上の特徴もある。それは、椎野家（図4－4）  
や池田家（図48）にもみられたように、オエを和小屋で組み、  
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図4－15 鉱山者住宅の空間構成  
図4－14 町家の空間構成  
回4－16b 中京町（屋根裏の中3階）  図4－16a 鉱山者住宅（ザシキ床下の収納）  
図4－17 町屋の空間序列   
図4－16c 長坂町の住宅 床下収納  
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主屋   
図4－18 尾根道沿いの敷地 佐々木家 大工町  
図4－19 尾根道沿いの敷地 池田家 中京町  
畑 石垣空き  主昆  
藤  図4－20 尾根道沿いの敷地 伊  
A－a尾根道に画した敷地（図4－18）   
この敷地に該当するものとして、間口の小さい鉱山者住宅（瀬川   
家、佐々木家）、間口の大きい鉱山者住宅（新保家）、中京町の町家、  
長坂の町家が挙げられる。ただし、敷地利用についてはそれぞれ違  
いがある。ここではそれを明確にしておきたい。  
間口の小さい鉱山者住宅（瀬川家、佐々木家）  
道にも両隣の家とも接して建つため、立面が町並みをつくる。敷  
地の背後には若干の庭があり、すぐに照葉樹林の生い茂る傾斜地と   
なっている。   
間口の大きい鉱山者住宅（新保家）   
間口の小さい鉱山者住宅と同じ。敷地の奥行きが大きい分だけ背   
後の炬も大きい。その背後は照葉樹林の茂る傾斜地となる。   
中京町の町家（池田家）（図4－19）   
道に接した総2階建ての立面が町並みをつくる。敷地の背後は鑑   
賞用の庭と炬とがある。畑の先は照葉樹林の茂る傾斜地となってい   
る。また、2階の床レベルを変えて天井裏を有効に使っている。   
長坂の町家（伊藤家、村川家）（図4－20）  
道に接して建ち、立面が町並みをつくる。敷地の背後はすぐに傾  
斜地となっているため、畑は左右の平坦な土地に確保されている。   
斜面に石積みをすることで平坦な面を作り出しているが、その幅は  
3～4mほどしかない。建物を平坦面から海側へずらして配置すること  
により、張り出した床下には収納を確保し、山側の空いたスペース   
には通り抜けの動線を確保している。   
A－b背割り型の敷地（図4－21）   
屋敷（梶井家、岩佐家）  
道との間にあきがあり、そこに塀と鑑賞庭が確保されている。敷   
地の背後は平坦な畑になっており、背割りの境界線を石垣としてレ   
ベル差を処理している。したがって石垣の高さは3mほどにもなる。   
また、建物の前面も緑の付いた開放的なつくりとなっている。   
B．海岸沿いの住宅  
Ba背割り型敷地（図4－22）  
間口の小さい町家（渡辺家）  
道に接した総2階建ての立面が町並みをつくる。敷地の背後には  
軒高の低い便所・風呂を配置し、間を坪庭としている。座敷を2階   
7苫  
石垣  
「可ーて 『 r〔「『  
図4－21 背割り敷地 梶井家 中京町  
図4－22 背割り敷地 渡辺家 石和町  
図4－23 両側道路の敷地 松栄家 羽田町  
に確保し、1階の坪庭に面した部分はダイドコロとするなどコンパ   
クトな間取りとなっている。  
Bb道と道にはさまれた敷地（図423）  
この敷地に言亥当するものとして、間口の小さい町家（椎野家）、間   
口の大きい町家（松栄家、西山家）の両方の例がある。ただし、断  
面図にみられるように敷地利用にはそれほどの相違点はない。   
間口の小さい町家（椎野家）  
道に接した総2階建ての立面が町並みをつくる。敷地の背後には  
クラを配置し、主屋との問を坪庭とする。トオリニワが主屋からク   
ラまでをつないでおり、前後の道のどちらからもアクセスできるよ   
うになっている。   
間口の大きい町家（松栄家、西山家）（図4－23）   
松栄家の場合には、例外的に道との間に塀＋前庭がある。しかし   
そのほかの構成は間口の小さい町家と同じといってよい。また、隣   
家とは接して建つ。さらに、後ろの道に画したタラは、下見板張り  
の覆い屋を架けてあるため、そのほかの家と連続性のある町並みを   
形づくっている。   
以上のように相川には、町全体の計画（都市計画）から決まって   
くる道路パターンや敷地条件があり、その構成に対応した住宅のつ   
くりかたが存在するのである。  
そして、その住宅の配置形式は、地形条件に対応したものであっ   
た。それは特に長坂の住宅に月寺徴的に表れていた。   
また一方、道路のパターンにも対応したものでもあった。屋敷の   
前後両側で接道する敷地の場合には、クラの配置をトオリニワと組   
み合わせることで有効に対処していた。さらに、そこで使われたク   
ラの覆い屋は、町並み形成の点でも意味のあるものとなっている。   
このような敷地条件・地形条件と住宅形式との対応は、近世前期  
の計画設定から長い時間をかけて、そこに住んでいる人たちが自ら  
作り上げてきたものである。そして、松栄家、西山家にみられるよ   
うに、その一つの完成された姿が大正時代に訪れたと考えられる。  
こうした住宅の特徴は、近世・近代を通じてつくられてきたもの   
であるだけに、相川の歴史の成果といえる。そしてまた、かけがえ   
のない相川の財産なのではないだろうか。  
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5．相川の近代化遺産群  
図5－1新潟県管轄佐渡国雑太郡相川金銀山精練所建物一覧全図   
図5－2 佐渡国鉱山製銀所之図   
設された鉱山施設について、どのような施設が残っているかについ   
て調査を行う。更に、近代の鉱山遺構が集中している地域について、   
主要な建造物について個別的な調査を行う。これらの結果を基に、   
鉱山遺構の分布状況、及びそれらが構成している景観についての分  
析を行う。そして、結論として、相川町に残る鉱山遺構について、  
今日的な意味と活用の可能性についての提案を行う。以上が本章の   
主要な構成である。   
5．2近代の佐渡鉱山について   
5．2．1幕末・明治初期の佐渡鉱山   
佐渡鉱山の近代化は、既に幕末に始まったと言えよう。慶応3年  
12月、徳川幕府は外国人鉱山技師、ガワー（GOWER，ErasmusH．  
M．）（1）を用い、洋式技術の導入によって佐渡鉱山の近代化を図ろう   
とした。しかし、ガワーの滞在期間は、凡そ3ヵ月と短く、慶応4  
年3月、徳川幕府の瓦解により、ガワーは江戸に引き揚げたのであっ   
た。  
幕末にガワ一によって移植された技術については、爆薬による坑  
道の開削、竜吐水（地下水の汲み上げ用ポンプ）の設計といった、限   
られた範囲の洋式鉱山技術であったとされる。（2）しかし、このように   
限られた範囲とはいえ、佐渡鉱山には長崎や横浜のように、既に幕   
末において西洋技術の移植が行なわれた場所の一つだった、と指摘   
を行う必要があろう。   
維新直後の一時期、新政府はまだ鉱山行政を確立し得なかったと   
5．1はじめに  
本章は、相川町に残る幕末・明治初期から第二次大戦までの間に   
建設された産業・交通・土木に関する建造物、所謂近代化遺産（建   
造物等）について行った調査の報告である。各章で触れられている   
ように、相川町は佐渡鉱山の鉱山都市として発達したという歴史的   
な経緯を有する。従って、本章で扱う相川町の近代化遺産とは主と   
して旧佐渡鉱山の遺構を言う。  
一般に、佐渡鉱山は、江戸期の鉱山の姿が強く認識されているに   
違いない。しかし、佐渡鉱山は江戸期にのみ重要な鉱山だったとい   
うわけではない。幕末・明治以降もわが国屈指の鉱山として、近代   
化がはかられ、様々な近代的な鉱山技術が移植された場所であった  
のである。また、この鉱山の歴史は平成元年まで継続しており、こ   
の年まで鉱石の採掘が行われ、鉱山としての活動は続けられてきた。  
明治以降の佐渡鉱山は近代鉱山としての開発が行われ、発展を遂   
げてきた。そして、そこには坑道等の地下構築物のみならず、様々   
な地上施設が建設されたのだった。  
現在、相川町を中心とする地域には、近代佐渡鉱山の遺構が数多  
く残っている。そして、他の歴史的蓄積を有する地域とは異なった   
相川町独特の景観を構成している。   
本章では先ず、近代佐渡鉱山の発展過程について述べる。そして、   
その過程の中でどのような近代的建造物が佐渡鉱山に建設されたの   
かを明らかにする。次に、幕末・明治初期から第二次大戦以前に建  
β0  
明治24年頃製煉所実景  
鉱山帝室財産に編入 式典の国   
展過程より見て、製錬の拠点としての北沢地区の基礎が据えられた   
のはこの時代と見て良いだろう。  
図5－3 佐渡鉱山之図   
言えよう。この時期、佐渡鉱山を所管する官庁自体がめまぐるしく   
変わった。   
『工郡省沿革報告』（3）によれば、工部省鉱山課は、明治元年2月に  
設立された鋼会所を発端とすを、とされる√鋼会所は2年閏む月会  
計官に属し、その後鉱山局、鉱山司等と様々に名称を変えた。同2   
年7月、会計官の廃止により大蔵省が鉱山司を所管し、8月、民部   
省が所管することになった。以上のような様々な変遷を経た後、明  
治3年間10月の工部省の設置により、ようやく工部省の下での継続   
的な鉱山行政が始まったのである。  
佐渡鉱山の官営化は早く、新政府が成立してまもなくの明治2年   
4月に行なわれた。5月20日、旧金座役所跡に佐渡鉱山司を設置し   
た。そして鉱山司知事足立忠次郎を佐渡に派遣し、経営の準備に当   
たらせたのだった。  
同年同月、鉱山司は前述のガワーを雇い入れ、再び佐渡鉱山の開   
発にあたらせた。ガワーは佐渡鉱山について検討を行い、製錬方式   
を洋式に改めることにしたとされる。明治3年8月、ガワー及びス   
コットによって洋式の鉱山機械の据え付けが行なわれた。  
このように、佐渡鉱山では明治のごく初期から、近代鉱山として   
の整備が行なわれた。しかし、この時期にいかなる地上施設が建設   
されていたかについては、今回の調査では明瞭にしえなかった。  
また、その最初期の製錬施設の建設場所に関しても、『佐渡金銀山   
史話』には、「新工場の位置は濁川に沿うて弥十郎町の一角」（4）と、   
記されているが、その根拠は明らかではない。しかし、その後の発  
jT2「2エ部省時代の佐渡鉱山   
明治3年間10月、前述の如く工郡省が設置され、鉱山行政はこの   
省を中心として本格的に行われるようになった。これに伴い、佐渡   
鉱山は工部省佐渡出張所と称された。  
工郡省時代の佐渡鉱山の開発は、そのほとんどの時期を通じて、   
主として外国人技術者によって行われたと言えよう。初期には、ガ   
ワ一によって構想された開発方針を踏襲したが、  
「（3年8月に）米国ヨリ購求スル製鉱器械」は「此試験好結果ヲ得  
ス六年二月四日旧製煉二復シ『ガハール』ヲ帰京セシム」   
とされ、彼の製錬方法は失敗であったとし、この為にガワーは更迭   
されたとする。（5）  
その後、6年5月、ゴッドフレーの建議によって、溶鉱炉を建造  
することにし、7年5月、第一製鉱所中に溶鉱炉の建設を行なった。  
この後、（ジェニンが建議したとされる）溶鉱炉の採用など、着々と   
近代鉱山としての施設が整えられてVゝった。   
この、工部省時代の佐渡鉱山の諸施設について、明治17年5月、   
会計局少書記官紅林武治は、次のように報告している。  
「坑場ハ大里坑大切坑鳥越坑ノ三坑ハ官行場こシテ百枚坑ハ受負   
稼トスソノ産出品ハ金合銀坑ナリ所属工場ハ採鉱所、選鉱所、鍛冶   
場、大工場こシテ製鉱所々属工場ハ温渾場、汰淘場、錆鉱所、（鍔鉱  
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（1902平沢象二郎『佐渡鉱山報告』）  
でを御料局時代という。  
この時期、佐渡鉱山の開発は外国人技術者に代わり、大島高任、   
渡辺渡など日本人技術者が中心となって開発が行われた。この佐渡   
鉱山の開発方針を決めたのが、大島高任とされる。（8）  
この時期になされた主要な事業は『佐渡金銀山史話』（9）によれば、   
・架空索道を架設す：明治20年  
・新里坑（高任坑）の閲覧：明治21年頃   
・淘汰工場：明治20年末   
・鋼選鉱場と熔鉱場：明治22年  
・道遊露頭の採掘：明治19年夏頃より開始  
・高任坑の竣工と命名：明治22年5月   
・高任選鉱場：明治23年運転開始  
・間ノ山鴇鉱製錬所：第一工場・明治24年完成、第二工場・明治26  
年完成   
・沈殿製煉場：明治24年   
・大間港の完成：明治25年   
とする。  
以上のような、地上施設がこの時期に佐渡鉱山では、続々と建設   
され、本格的な近代鉱山としての姿を整えていったのだった。  
御料局時代の佐渡鉱山の鉱山施設の様子を示した図及び写真は、  
かなりの数が残されている。その内、年代等において明瞭な資料は、   
『佐渡国鉱山製銀所之図』（明治23年5月）（図52）（10）、『佐渡鉱   
山之図』（同年同月）（図53）（11）である。また、年代の確定でき   
所、付属調合場、分銀炉丹響製造所、南蛮絞場、汽開場）焼鈍場、   
反射炉、煤炭竃、分析所ナリ 云々」（6）   
即ち、工部省末期の明治17年においては、大立坑・大切坑・鳥   
越坑及び百枚坑に於いて採鉱が行なわれ、そこに採鉱所等が建設さ   
れ、製鉱所には混預場を始めとする、様々な施設が建設されていた  
と記される。この様々な製錬施設は北沢の谷間の地を造成した場所   
に建設された。  
この工部省時代の建造物の具体的な状況を示す資料として、『新潟  
県管轄佐渡国雄太郡相川金銀山精錬所建物一覧全図』（図5－1）が   
ある。（7）これによれば、  
「明治一二年酉三月二日弥十郎町裏手こ［コ見取其後一四年⊂］七月一  
七日並建物ヲ入ル」   
とされ、弥十郎町の裏手、即ち、現在の北沢の一角に建設された洋  
風建造物による製錬施設を示している。明治14年頃の北沢には、濁   
川を挟んで、すでに洋風の建造物が立ち並んでいたのだった。  
5．2．3．御料局時代の鉱山施設  
明治18年12月、工部省は廃止された。この年11月、幕末から活躍   
した洋学者であり、既に釜石製鉄所の建設などに実績のある大島高  
任が佐渡鉱山局長に就任していた。工部省廃止後、佐渡鉱山は、一  
時、農商務省、大蔵省が所管したが、明治22年より皇室財産に編入  
され、宮内省御料局の所管となった。本稿では、工部省廃省後の明  
治18年より、佐渡鉱山が三菱合資会社に払い下げられた明治29年ま  
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図5－6 佐渡鉱山全図（1911）（堀部英『佐渡鉱山冶金報告』）  
ぬ写真ながら、写された内容より見て、ほぼこの時期と考えられる   
「明治24年頃（御料局時代）の製煉所実景」（郷土博物館蔵）（写   
真）、「明治22年4月1日 鉱山帝室財産に編入 式典の図」（同前）  
（写真）がある。さらに、かなり概念的な図ながら、「事業補益 世   
界有名佐渡大鉱山現時御疎業之模型」（明治26年）（図5－4）があ   
り、採鉱及び運搬のシステムを表している。  
以上のような資料及び、図版等から見て、御料局時代の佐渡鉱山  
は、「大立」、「大切」、「高任」等の各坑口から鉱石を取り出し、選鉱   
を行ったのち、トロッコに載せて北沢まで運び出していた事が分か   
る。北沢の沢添いの地域は大規模な整備が行われ、製錬施設が建設   
されていた。そして、この開発によって余った土砂は、架空索道（ロー   
プウエイ）によって海岸まで運び、大間港の築港に使用したのであ   
る。（12）   
御料局時代に佐渡鉱山の近代鉱山としての基本的なシステムが形  
成され、また、北沢の南側斜面を階段状に造成し製錬施設を建設す   
るといった方向性が確立されたと考えられる。  
も可能であろう。閉山後、同社系の「株式会社ゴールデン佐渡」に  
よって旧鉱山跡を利用した観光事業が現在は行われている。  
三菱時代の佐渡鉱山では、．採鉱と製錬の両事業が行われていた。  
製錬が実質的に行われなくなったのは第二次大戦後であり、前述の   
如く採鉱は戦後も継続され、平成元年まで行われたのである。この   
採鉱の中止という時点をもって、佐渡鉱山は純然たる鉱山活動に一   
応の終止符を打った。現存遺構の内、最も多いのはこの三菱の経営   
時代に建設された鉱山施設である。  
明治末までの佐渡鉱山について、『佐渡鉱山説明書』（13）は主要な鉱   
山施設の状況を次のように述べている。  
「二十九年十一月 三菱合資会社払下ヲ受ク 徳弘為章支配人タリ  
鉄索ヲ延長シテ高任二及ブ   
水力電気ヲ起シ各工場ノ点灯用トス   
鴇鉱所ヲ増設シ又大立選鉱所ヲ改築ス   
沈殿場ヲ拡張シ又各工場及社宅二電話ヲ架設ス  
大立及抵鉱聞こ［コ鉄索ヲ架ス  
付属病院ヲ新築ス 五月更二燐鉱ヲ拡張シ  
三十二年二月   
三十三年十一月   
三十四年九月   
三十五年五月  
三十六年二月   
三十七年二月  
5．2．4三菱時代の鉱山施設   
荷室財産として御料局が経営していた佐渡鉱山は、明治29年11月  
1日、払い下げにより三菱合資会社の経常となった。これによって、   
佐渡鉱山は官営鉱山としての歴史を閉じ、民間会社の経営する鉱山   
となった。  
三菱による佐渡鉱山経営は以降、現在まで続いている、と見る事  
八月キッス沈殿法ヲ廃シ青化法ヲ採用ス  
九月混渾製錬法ヲ廃ス   
三十九年十二月 泥鉱青化法成就シ清澄濾過二法ヲ併用ス  
四十年九月  砂鉱青化法ノ拡張成ル   
四十一年九月  高任大立両選鉱場ノ拡張成ル   
同年十一月  抵鉱所ヲ拡張（以下略）  
＆ヲ   
大正10年頃の北沢（明治42年頃と大体変わりなく  
不用の建築物がとりこわされている程度）  
同年同月  新発電所ヲ設ケ（中略）従来各工場二散在セル  施設の設計図が上記の「実習報告書」に掲載されている場合もあり、  
詳細な内容まで分かる施設もある。（図5－7）（ユ6）   
大正期以降の佐渡鉱山の発展について『三菱鉱業社史』（17〉に基づ  
き概鼻を述べれば、Jl佐渡鉱山は）明治末剋ごろまで旦内埠金山旦  
第一級に位し」たが、「大規模鋼製煉所や新興金山の出現によってそ   
の地位は低下した」とし、設備の更新や拡張によって生産を維持し   
たとする。  
佐渡鉱山の鉱山施設の大幅な更新が行われたのは、昭和初期とさ   
れる。この時期、金の増産は国策とされ、佐渡金山も浮遊選鉱法の  
採用など、新施設の建設が行われた。この時期の状況を『三菱鉱業   
社史』は、  
昭和7年 泥鉱青化製錬場の廃止 浮遊選鉱場のパイロットプラン  
トの建設  
12年 浜石の採集  
13年 浮遊選鉱場の拡張11月より操業開始   
14・15年 大間湾頭に火力発電所の建設  
18年 （第二次大戦中）金山を整備 軍需物資の生産に代える  
∈れ壁とをなり埠鍵堕苛化場の廃止  
と述べる。このように従来の製錬施設を取り壊し、浮遊選鉱場建設   
を中心とした施設の更新が昭和初期に行なわれた。この選鉱場は当   
時最新の設備を持つものであった。また、この選鉱場の鉱石処理能   
力は佐渡鉱山の採鉱量を上回っており、相川町市街地沿岸部の浜石   
を採集して原料とした。（1B）   
蒸気原動機ヲ廃シ（坑内ハ末シ）誘導電動機こ  
改メテ云々（中略）坑外ノ設備漸ク整ヒタレバ爾  
「後榔簡巻揚ノ動力チ改ナテ坑内専業ノ進歩チ誰  
り更二戸地川ノ水流ヲ利用シ水力電気ヲ起シ  
云々・・・」   
このように明治末頃の佐渡鉱山は、官営時代に設定された採鉱・製  
錬のシステムを引継ぎ、拡張して設備の近代化を行った。この内、   
特に、製錬において青化製錬法に変えられたこと、及び動力を電気  
に変更した2点をもって、この時代の顕著な設備の更新とみること  
ができる。  
この時期の佐渡鉱山については、年代の特定できる写真及び図面   
がかなりの量が残されている。中でも、数多くの東京帝国大学採鉱  
及冶金学科の学生が佐渡鉱山で実習を行なっており、その実習報告  
は竣工年代の確定及び鉱山施設の特定において良好な資料となる。   
明治35年に採鉱及冶金学科に提出された、平沢象二郎「佐渡鉱山  
報告」（14）に掲載された付図、「GeographicalMapofSado（orAik－  
mナMhe上（図5、5〕及び、堀書臣英による明治44年の浦佐渡鉱  
山冶金報告』（15）の付図「佐渡鉱山全図」（図5－6）には当時の鉱山  
施設及びその配置が描かれている。  
また、相川郷土博物館に所蔵されている写真（明治42年頃とされ   
る）（写真）ほか、この時代の鉱山施設を示す写真のかなりの数が残っ   
ている。また、この時代の施設については、鴇鉱所等、個々の鉱山  
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表5－1現存鉱山遺構一覧（主要なものを掲げる）  
地区  名称   備考   
大  
立   戦後の建設か？  
ゴールデン佐渡   鉱山博物館として旧抗道等を利用   
高  
任   史跡的な山の形状  
鉱山神社  
道遊抗  
高任抗  明治22年竣立  
高任竪立巻き上げ機   当時の物にあらず  
軌道（レール）   近年まで使用  
トロッコ   同上  
佐渡鉱山機械工場   同上  
工作機械   佐渡鉱山機械工場内にあり  
煉瓦基礎   煉瓦の基礎のみ残る   
間  一連の選鉱施設   複数の建桝こより構成近年まで操業   
ノ  鉱車   近年まで使用   
山  アーチ橋（NGl）   明治37年建造の銘版が付く  
アーチ橋（NG2）   上記と同一時期か  
間ノ山鳩鉱所跡（1）   基礎部のみ残る 実測できず   
問  アーチ橋（No．3）   大幅に改修   
ノ  基礎部のみ残る   
山  
同上（恥．2）  
北  
沢  
間   
北  旧北沢選鉱所跡   石垣基礎のみ残る 明治末建設？   
沢  北沢浮遊選鉱所（2）   昭和13年建設、基礎のみ残る  
シックナー   昭和初期に建設  
旧発電所  明治41年竣現在ゴルフ練習場事務所  
に使用  
濁川護岸  石積み護岸  
石積み基段  
インクライン跡  コンクリート構造物  
旧御料局佐渡支庁跡   旧御料局佐渡庁舎の場所という  
旧鉱山事務所   昭和期に建て替えか？  
旧御料局佐渡支庁   明治期末以前  
旧第四銀行相川支店   近年この場所に移築された  
煙突基部   基部のみ残る   
大  倉庫（恥．1）   煉瓦造   
間  倉庫（恥．2）   煉瓦造  
倉庫（恥．3）   木造  
倉庫（No．4）   木造  
発電所   昭和15年基礎のみ残る  
大間港（3）   明治25年  
大間港護岸   同上かなり改修される  
トラス橋   鉄製  
ローダー橋脚   昭和初期建設   
そ  
の  本体は江戸期に開墾  
他   
鉱山長住宅  
旧相川区裁判所  明治21年竣工  
煉瓦塀  フランス横風  
鐘桜  
奉行所跡  
相川中学校校舎  
御帯刀坂  
ゼームス・スコット夫人の墓  
大山示氏神社  
鳥居  鉄筋コンクリート製明治44年  
千畳敷   昭和初期  
旧相川税務署   昭和6年竣工  
戸地川第2発電所   大正7年竣工  
水力発電装置   エッシャーワイス社製大正2年の  
銘板あり   
（1）問ノ山 旧梅鉱所跡  
（2）北沢 選鉱所遺構  
（3）大間 旧大間港  
（4）その他 戸地川第2発電所  
β5   
この大正期から第二次大戦以前の佐渡鉱山については、図面及び  
写真があり、主要施設の状況を知ることができる。（写真）（19）  
地に旧鉱山社宅等の関連施設が散在しており、戸地川流域には旧水   
力発電所の遺構（戸地川第2発電所）が残っている。（図5－8）  
前章で述べたごとく、佐渡鉱山の採鉱及び製錬といった基本的な   
近代鉱山としてのシステムは明治初期に確立されていた。佐渡鉱山   
ではこのような初期に設定されたシステムを踏襲しつつ、前記の「大   
立坑」、「高任坑」と言ったヨ采鉱及び製煉の拠点となった地域におい  
て、頻繁に設備の更新が行なわれてきたのである。   
従って、本稿ではこれら拠点となる地域の遺構を中心に、現存鉱  
山施設の状況を述べることとする。  
5．2．5 まとめ  
以上のように佐渡鉱山は明治初頭から近代鉱山として開発が行わ   
れ、様々な地上施設が建設されてきた。また、採鉱・製錬にはそれ   
ぞれの時代の最新の技術が用いられた。そして佐渡鉱山の基本シス  
テムは大立・高任と言った内陸部の坑口から北沢に鉱石を運び、こ  
こで製錬を行なうという初期に設定されたシステムが長く踏襲され  
たのである。しかし、鉱山技術の技術的進歩に応じ、そこに建てら  
れた地上施設は幾度となく更新された。従って、現存する近代の佐  
渡鉱山の遺構は、それぞれの地域に様々な時代の遺構が混在し、還  
存していると考えるべきである。  
5．3．2北沢地区   
前述のごとく、北沢地区は製錬の拠点であり、明治初期から第二  
次大戦中まで頻繁に設備の更新が行われてきた。現在、この地域で  
確認できる遺構を揚げれば、「浮遊選鉱場・シックナー・発電所・煙  
突基部・インクライン」等の直接的な製錬施設の遺構、「事務所3棟  
（現 相川郷土博物館）」等の建築物、及び「河川護岸・造成地盤」  
等の基盤構築物の遺構等である。   
北沢の現状及び、諸建造物の配置状況を（図5－9）に示す。こ  
の図のように、北沢の中央を濁川が貫流する。沢の周囲の山腹は樹  
木に覆われ、南側斜面に大規模な浮遊選鉱所の遺構が遺存する。ま  
た、川の両側に開かれた平地には旧事務所（現郷土博物館）、旧発電  
所の建物等、近代に建設された鉱山施設の遺構が数多く残っている。   
個々の建造物等について、その建設年代確定の根拠を中心に述べ   
5．3鉱山遺構について   
5．3．1遺構の現存状況   
近代の佐渡鉱山で建設された地上建造物の遺構は、相川町に数多  
く現存している。明治初頭から第二次大戦以前に建設された鉱山施  
設と思われるものを挙げれば（表5－1）のようになる。その分布  
状況について述べれば、「大立」、「高任」、「間ノ山」、「間ノ山一北沢」  
間、「北沢」、「大間」、となり近代に設定された佐渡鉱山の採鉱及び  
製錬の拠点、及びその運搬路に集中している。この他に相川町市街  
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図5－9 北沢の鉱山遺構配置図  
往時の浮遊選鉱所  
（『佐渡金銀山史話』より）  
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図5－11a 旧発電所実測立面図  
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図5－10 浮遊選鉱所跡実測立面図   
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図5－11b 同立面図  
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図5－12a 相川郷土博物館（A）建物実測立面図  
図5－12b（A）建物実測平面図  
図5－131）（B）建物2階平面図  
＿?．????
■‡」J＝三ナr；丁㌣1  
図5－13a 相川郷土博物館（B）建物実測立面図  
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図5－13c（B）建物1階平面図  
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図5－14 北沢の地形と遺構  
明治期の北沢（現存する発電所遺構、明治41年の建物が  
写っていないことから、これ以前の写真と思われる）  
往時の高任抗と道遊割戸（㌻佐渡金銀山史話1より）  
のぼるものと思われる。現在知り得る資料中、建造物（B）の年代の推  
測がつくものは左上の写真である。この写真に旧発電所が写ってい   
ないことから見て、発電所の建設以前、明治40年以前に（B）の建設年  
代はさかのぽるものと考えられる。今回の調査では本写真以前の明  
瞭な資料は見いだせなかったが、建造物自体の形式は古く、それ以  
前に建設された可能性もありえる。  
（4）シックナ一等の鉱山施設：北沢には上記の他、・シックナー、・イ   
ンクライン等の建造物、・旧製錬施設の基段、・濁川護岸、等の旧製  
錬遺構が残っている。今回の調査では、これら遺構の建設年代の全  
ての確認ができたわけではない。おおよその年代を述べれば、シッ  
クナーは浮遊選鉱場の付属施設として、昭和初期に建設されたと考  
えられる。旧製錬施設の石積みの基段は、左下の写真等より判断し  
て、明治末には完成していたと考えられる。  
北沢地区ではこれらの一連の遺構が残っており、周囲の地形とあ   
いまって、鉱山施設が形成する特異とも呼び得る景観を構成してい   
る。（図5－14）  
明治末の北沢とされる  
れば以下のようになろう。  
（1）浮遊選鉱所跡：本施設は昭和13年に完成。（20）鉄筋コンクリート構   
造。竣工時には鉄製の大屋根が掛かっていた。現在は、この屋根及   
び機械装置は撤去され、鉄筋コンクリートの構造体のみが残ってい   
る。（写真）（図5－10）   
（2）旧発電所：明治41年頃の建設と考えられる。（21）コンクリート造煉   
瓦張り構造か（確認できず）。現在ゴルフ練習場事務所として使用。   
内部は大幅に改造されている。（図5－11a、b）   
（3）現相川町郷土博物館建物：郷土博物館の構内には3棟の木造建築   
q勿がある。（A）：（図512a、b）（B）：（図5－13a、b、C）   
及び（C）  
これらは現在、相川郷土博物館及び資料館として使用され、同一の  
敷地の中に建てられている建造物である。   
（C）：（資料室）に関しては、戦後旧第四銀行の建物を移築した建物   
であり、元からこの場所に建てられていた鉱山施設ではない。   
仏）：（相川郷土博物館）の建物は現在展示場及び事務所として使用  
されており、もとの鉱山事務所とされる。この建物の位置は御料局  
庁舎の他、この場所に建設されていた事務所位置と対応する。しか  
し、大正期の写真に見る鉱山事務所は現在の形とかなり異なってい   
る。この建物は、昭和初期に新築されたか、従来の建造物の部材転   
用を行うなど、この時期に大幅な改築がなされたものと思われる。   
（団：（同上博物館建物）は、旧御料局庁舎と伝えられる。細部の納   
まりや構造方式等から見て、建物（朗よりも、かなり建設年代はさか  
5．3．3高任地区   
明治22年5月、新しく完成した新里坑は「高任坑」と命名された。  
この竪坑と周辺の地域は、この後、佐渡鉱山の採鉱及び選鉱の拠点   
の一つとして、様々な施設が建設されてきた場所である。  
現在、この地域に残る遺構は、「高任坑」（ただし縦穴のみ）、「道   
遊坑（坑口）」、「機械工場」、などがあり、また、「鉱山神社」、「道遊  
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図5－15 大間港実測平面図  
山割戸」、「旧火薬庫」といった周辺の遺跡・遺構がある。   
しかし、本地区に建設されていた鉱山施設、例えばP92の写  
真に見られるような、巻揚げ機、櫓、動力室などといった、主要  
な地上施設はほぼ撤去さ才［て↓ゝるF視存する［機枝工場」軋本格的  
な建造物と言いがたいものである。つまり、高任坑周辺は地上建造  
物に関しては、北沢のような特徴は見いだし得ない。   
しかし、大島高任を記念して、竪坑を高任坑と名付けた様に、こ  
の地域一帯の開発は大島高任に率いられた日本人技術者によって行   
われ、御料局時代の佐渡鉱山開発の象徴となった地域であった。し   
たがって、この地区に関してはこの高任坑や同じく近代の佐渡鉱山   
開発の跡を物語る道遊の割戸など、採鉱の状況を示す史跡に意義を   
見いだすべきであろう。   
また、高任地区と間ノ山の間には、選鉱場、損鉱所跡、アーチ橋   
などの遺構が残る。このうち選鉱場は平成元年の採鉱中止暗まで使   
用されていた施設と考えられる。更に、旧聞ノ山損鉱所は既に、明   
治24年に場所に建設されたとされるが（22）、現在の遺構がこれに該当  
するものかは今回の調査では確認できなかった。アーチ橋について  
は3橋あり、その一つに明治37年架設の銘板が付され、年代を確認   
できる。  
れば、  
「相川大間の築港工事は、北沢製錬所敷地の造成と関連して、切取  
り土砂を索道で運び一九年に着手されたのであったが、二十五年一  
月匡至フヱ漸く竣工を見た。その間数回波浪のために挫折したが、  
二十四年東京より服部長七を招いて工事を進めた。大間港埋立地に  
は倉庫数棟を建設し需要資財の受け入れ場所とした。石炭の如きも  
若松或いは油戸より二見港に回漕し、二見より辟積として曳船に   
よって大間に揚げた。」（23）   
とする。   
この大間港については、飯塚一雄が既に取り上げており、服部長   
七による本格的なコンクリート使用以前の工法、「たたき工法」に  
よって建設された港である、との指摘が行われている。（24）また、飯   
塚は「主要構造物には明らかに人造石工法の特徴を認めることがで   
きる。」と述べる。  
大間港の現状は、実測図（図5－15）に示すように、特徴のある  
瓢箪形に作られている。この中央のくびれの部分に辟を着け、貨物  
の昇降をしたものと考えられる。また、荷揚げ機の遺構と考えられ  
る、トラス構造の橋梁（図5－16）が遺存している。（この竣工年に   
ついては確認できず。）  
実測に対応する港形状は、明治35年に提出された「実習報告   
書」（25）（図517）に明瞭に描かれており、本港の形状を確認し得  
る資料となる。本図及び飯塚の考察より見て、服部長七によって建  
設された創設時（明治24年）の大間港のかなりの部分が遣存してい   
5．3．4大間地区   
大間港は、北沢の製錬所建設に伴い、地盤造成のために余った土  
砂を利用して建設された港と言われている。『佐渡金銀山史話』によ  
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図5－16 トラス構造の橋梁  
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5－17 明治35年の大間港（平沢象一郎『佐渡鉱山報告』）  
ると考えられる。  
ただし、昭和初期に建設された鉱石運搬用の鉄筋コンクリート製   
ローダー基礎建設の際に、港の改修が行われた可能性がある。また、   
このたたき工法と呼ばれる表面石づみの部分についても後に補修さ   
れた形跡がある。したがって、現在の大間港は明治24年の築港時の  
基本形状が保たれている、という表現が適切であろう。しかし、こ   
の港の形状の近代港湾は他にほとんど見られぬものであり、またた   
たきによる構築物の数少ない遺構である。大間港の旧護岸堤は、近  
年、海蝕によって旧護岸の一部が破壊された。この改修はコンクリー   
トによって行われているが、この構築物の歴史的意味を考慮した補   
修が行われるべきであろう。  
大間港の周辺には、旧発電所跡（昭和15年）があり、また煉瓦追   
及び木造の倉庫数棟が残る。しかし、今回の調査ではその竣工年代   
を確定できなかった。  
的に述べれば、江戸期の鉱山掘削技術を示す重要な遺構と言うこと   
ができよう。この疏水は近代の佐渡鉱山においても使用され、疏水   
出口部分が石積みのアーチ状に改修されている。  
千畳敷は、浜の岩場を利用して作られた海浜施設である。昭和初  
期に建設された鉄筋コンクリート造の橋が、海岸と千畳敷と呼ばれ  
る岩礁を繋いでいる。このような構造物が建設されたのは、佐渡鉱  
山の従業員の慰安のためとされる。（26）現代的な表現をとれば、企業  
のリクリエーション施設と言うことになろう。これも、産業遺構の  
一部であると考えられる。  
戸地川第2発電所は、『佐渡鉱山説明書』中に示される「第八草 将  
来ノ計画」に対応する施設と考えられる。同書によれば、明治末に  
佐渡鉱山では動力の電化を計り、戸地川を利用して水力発電を行う   
計画を立てたとされる。現在、この発電所の内、旧戸地川第2発電   
所、の建物、及び発電機、水車等の設備が、確認される。建造物は   
木造の平屋建て、であり、内部にエッシャー ワイス社製の発電装  
置を有している。この、銘盤には、1913年の年号が記されており、   
本発電装置はおそらくこの年に製作されたと考えられる。また、発  
電所は「実習報告」（27）より、大正7年に完成した事が分かる。  
5．3．5その他の鉱山遺構  
一地域に集中する主要な遺構は、以上のようなものである。しか  
し、上記以外にも数多くの近代佐渡鉱山の遺構が相川町市街地及び  
周辺の地域に散在している。現在、把握しえる主要なものをあげれ  
ば、旧鉱山住宅、社宅、南沢疏水坑、千畳敷、戸地川第2発電所等   
である。  
南沢疏水は江戸期に掘削され、坑道湧水排水用の水抜き穴とされ   
る。この江戸期の疏水工事については、本項では詳細は略す。結論  
5．3．6 まとめ  
以上のごとく、相川町を中心とした地域には、かなりの数の近代   
の鉱山遺構が残っている。これらは、完全な形を保つものは少なく、   
また必ずしも建設年代が確定できるものばかりではない。  
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図5－18 佐渡鉱山のシステムの変化   
5．4．2遺構の分布状況   
前出の図（図5－8）より、現存建造物の分布状況を知ることが  
できる。この図の各点は、戦前に建設されたと考えられる遺構を示  
している。個別の建造物の竣工年に関しては、第二次大戦以前に建   
設されたことはほぼ確実であるが、その全部に関して厳密な考証を  
加えているわけではない。この図は、相川町に残る近代鉱山遺構の  
分布状況の概要を表現したものである。   
この鉱山遺構の集中度を表した図によれば、集中度の高いのは「高  
任坑周辺」、「北沢」、「大間港」の各地区である。前節では近代の佐  
渡鉱山は採鉱・製錬の拠点を設け、それを繋ぐシステムが継承され   
たという指摘を行った。この図より読みとれる遺構の分析状況は、  
このシステムと明瞭に対応している。ただし、かつての採鉱・選鉱   
の拠点であった「大立坑」周辺に現存数が少ないのは、この地域が   
近年鉱山博物館としての開発が行われ、それに伴って地上施設が撤   
去されたためと考えられる。  
幕末・明治初頭に設定された各採鉱・製錬の拠点は、施設及び設  
備の更新が頻繁に行われ、鉱石の運搬システムも、索道、鉱車と時  
代によって変化した。各時代のシステムを「実習報告」等に基づき、  
概念的に表したのが（図5－18）である。この図からも、佐渡鉱山   
の基本的な基盤構造は踏襲されていったと言う事ができよう。  
しかし、これまで行われた近代の産業・交通・土木に関する近代   
化遺産調査の結果から見ても、この佐渡の鉱山遺構のように一定の   
地域のなかに、数多くの鉱山遺構一近代化遺産が残る地域は、数少   
ない。  
今回の調査では、できる限り正確な竣工年代を調査したが、鉱山  
施設の頻繁な建て替えのために重要と思われる遺構について年代の  
特定をし得なかったものもある。   
例えば、問ノ山の旧税鉱所跡は大幅な取り壊しが行われ、また傾   
斜地のため実測調査等ができず、正確な年代の確定はできなかった。   
このような近代の鉱山遺構は相川町の近代の通産として、無視で  
きぬ位置をしめていると言えよう。そして、その分布状況は、鉱山  
施設としてのシステムに密接に対応しているのである。   
5．4近代化遺産群としての構成と特徴   
5．4．1分析の方法  
これまで、「（1）．近代の佐渡鉱山の発達を軸に、どのような施設が  
建設されてきたかの検討。（2）．現存建造物について、その竣工年な  
どの歴史的な位置付け。」という、2点について、実証的な観点から  
論述を進めてきた。つまり前章までは、主として近代の鉱山遺構の  
個々の意味性について論じたといえよう。   
この章では、以上の近代佐渡鉱山の発達及び、遺構についての調   
査に基づき、佐渡鉱山の遺構が群として存在するときにどのような   
構成と特徴を有しているかについて述べる。  
5．4．3各拠点における遺構の分布状況   
次に、個々の拠点における遺構の分布、及び景観的特徴を述べる。   
9尋  
大立竪坑  
高任地区現状  
匹ヨ網  臣∃建錮退橋 田鉱山通構  
図5－20 北沢の現状概要  
以上のような建築物と産業遺構によって構成される北沢地区の景   
観イメージを図化したのが（図5－21）（図5－22）である。このよ   
うに、郷土博物館を中心とする建造物によって形作られた景観と、   
沢の奥まった部分にある、浮遊選鉱場及びシックナ一等の直接的な  
生産施設の遺構とが作り上げる景観、この二種類の景観的特徴をこ  
の地区は有している。  
（3）大間地区：相川町市街地の海岸線は、近年の土地造成及びコンク   
リート造の護岸建設によって、かっての石造護岸の景観は殆ど失わ   
れてしまった。これは大間港周辺においても同様で、木造及び煉瓦  
造倉庫や大間港が遺存しているが、その建造物としての歴史的意味  
は認識されず、周辺開発が行われている。   
現在の、大間港の状況を示したのが、（図5－23）である。本港は  
小規模な港であるが、一般的な歴史的建造物に比較すれば相当に大  
きな構築物といえよう。本図からも明らかな如く、大間港の遺構は、   
海岸との関係性を強く有する遺構、即ちウオーターフロントの景観  
を構成している。  
（1）高任地区：この地区の遺構の種類と分布状況を概念的に表したも  
のが（図5－19）である。この遺構は主要道路からかなり奥まった  
場所にあり、企業数地内にある。遺構の内、一般通路から見る事が  
できるのは、道道の割戸、間ノ山の旧鴇鉱所跡及び選鉱所である。  
高任坑周辺の現状は上の写真のようなものである。前章でも述べ   
たごとく、かっての地上施設の殆どが撤去されている。一方、本図  
には表現されていないが、道遊等の旧坑口は鉱山博物館の観光用坑   
口と地下でつながっている。  
第2次大戦前に高任坑及び周辺の景観は、多くの鉱山写真に写さ   
れており（写真）、この高任坑と道遊の割戸によって構成された景観  
が、近代佐渡鉱山の代表的景観の一つと考えられていたようである。   
即ち高任坑周辺の地域の景観は、建造物によって特徴づけられると  
いうよりも、むしろ高任坑を始めとする坑口や割戸などの史跡に   
よって特徴づけられているという事ができる。  
（2）北沢地区：（図5－20）は、この地区の、鉱山遺構の状況を概念   
的に表したものである。本図に示されている如く、この地区は特徴   
的な地形形状を有している。中央に濁川が貫流し、この川を挟んで  
谷興り掌中ミ奥に向かって開発され、ここに様々な製錬施設が建設さ  
れてきた歴史的背景を持っている。  
現在、周囲の山腹は木が生い茂り、南側の斜面には旧選鉱所跡の   
巨大な遺構が階段状の構築物として印象的な姿を現出している。現   
在の主要道路はこの袋状の地形の口で迂回しており、この部分には  
相川郷土博物館などのいくつかの歴史的建築物が残っている。  
5．4．4 まとめ   
近代佐渡鉱山の遠慮及び主要遍路モ面関係首（図5二1猪）に示す云  
この図のように、海岸添いに走る幹線道路より分岐し、大立に至た  
る道路が通る。この道路を軸に、「大立」、「高任」、「問ノ山」、「北   
沢」、「大間」といった、かつての鉱山の拠点が存在し、その場所に   
数多くの近代化遺産が遣存する。この分布は、近代佐渡鉱山の基本  
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図5－21北沢地区遺構のイメージ 建築物によるもの  
図5－22 北沢地区遺構のイメージ 産業遺構によるもの  
システムにも対応している。  
これらの主要遺構は、東西に3キロメートル、南北に1キロメー   
トルの範囲にほぼ納まり、徒歩で移動することも可能である。そし   
て、大間港地区、北沢地区、高任地区等の拠点では、鉱山施設が形  
成する特異な景観が形作られている。この拠点間の道路添いには、  
トンネル跡、石造アーチ橋梁等の遺構が点在し、この道に並行する   
ように、4章で詳細に分析されている伝統的建築群が存在する。  
以上のように、相川町には近代佐渡鉱山の遺構、即ち近代化遺産  
によって形成された特有の雰囲気を持つ建造物群が存在する。しか  
しこの建造物の群は従来のような歴史的建造物が連なって町並みを   
形成しているわけでは無い。相川の近代鉱山遺構（近代化遺産）は  
従来とは形式の異なる建造物群といわねばならない。   
5．5相川町の近代化遺産群の保存について   
5．5．1はじめに  
本節では、相川町の近代化遺産（建造物等）、即ちこれまで論じて  
きた近代佐渡鉱山の遺構について、その保存を如何に行うべきかに   
ついて論じる。本節をもって本章全体の結論とする。  
「伝統的建造物群」の概念は「周囲の環境と一体をなして歴史的   
風致を形成している伝統的な建造物群で価値の高いもの」（28）とされ  
る。従来、このような伝統的建造物群を形成する要素として考えら   
れていた建造物は主として、和風及び洋風の歴史的な建造物であり、   
種類の相違はあっても純然たる建築物が対象となっていた。また、  
その群としての捉え方も一般的に、これらが連続して構成する町並   
みと考えられてきた傾向がある。   
一方、近年「近代化遺産」と言う文化財の概念が定着しつつあ  
る。（29）現在、近代化遺産は、産業・交通・土木に関する建造物を中   
心に調査研究が進められている。   
近代化遺産については、個体としての価値については、与れまで  
も分析が行われたが、近代化遺産が群として存在するとき、如何な  
る観点で捉えるか、ということに関してはわが国でまだ本格的に検   
討されたことがない。  
このような、近代化遺産群を分析する場合、従来の伝統的建造物  
群の分析方式、即ち発展過程の系統化と形態の類型化を軸にとらえ   
ることは難しい。なぜなら、産業施設は頻繁な設備の更新が行われ   
るし、しばしば広域に散在するからである。そして、建築物のよう   
に居住・商業といった比較的限られた機能のみならず、産業施設は   
あらゆる用途のために建設されている。一般的な建築物との最も明  
瞭な相違は、近代化遺産は建造物の為に建造物を建てるのではない  
ことである。それは、産業・交通・土木施設として建設されたので  
あり、建造物設計の際にその芸術的価値が考慮されている、とは言   
いがたい物が多い。   
このような理由から近代化通産群の分析及びその保存方法の策定   
に当たっては、従来の伝統的建造物群の方式とは異なった観点の設   
定が必要となろう。   
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図5－23 大間港現状（断面）図  
5．5．2相川町の近代化遺産群  
近代化遺産は生産のためのシステムを有している場合が多い。近   
代の佐渡鉱山には、顕著にこの傾向がみられ、初期に設定された採   
鉱・選鉱・製錬・運搬の基本システムを明瞭に遺構からとらえる事   
ができる。先ず、相川町の近代化遺産保存に関しては、この点を保   
存に当たって考慮する必要がある。   
次に、近代の佐渡鉱山の拠点として位置付けられていた地域、「高  
任」、「北沢」、「大間」地区は個別の建造物群としてとらえるのでは   
なく、それぞれの相互間を結ぶ関係を重視する必要がある。   
個々の拠点については、現存遺構の状況を考慮しながら、建造物  
群としての整備を行う。この場合、佐渡鉱山の近代化遺産は純然  
たる建造物に限らず、港湾・敷地造成等の土木的構築物、竪坑跡、   
採掘跡等の地上建造物以外の要素も含まれている。  
また、これら遺構群が連続して構成する景観だけに意味を見いだ  
すのではなく、周囲の環境と一体をなして「歴史的な風致」を形成   
していることに意義を見いだすべきである。   
北沢地区を例に取れば、この場所が近代佐渡鉱山の製錬の中心と   
して発展してきたことを考慮し、それに関わる遺構は出来うるかぎ   
り保存するようにする。そして、新しく建造物を建てるときは、こ   
の歴史的な風致を出来るだけ壊さぬようその形態を配慮することが   
望ましい。  
5．5．3遺構の保存方法  
近代化遺産（建造物等）の保存は、多様な段階で行う必要がある。   
近代化遺産には様々な種類、規模、及び保存状況の建造物が含まれ  
るからである。保存方法として、完全な復元から、そのままで保存   
しておくという史蹟的な保存まで、幅広い段階で保存の検討が必要   
となろう。  
また、単に建造物の保存を行うのではなく、機械の類、装置の類   
などが有れば、あわせて保存する必要がある。なぜなら、もともと  
その建造物は機械や装置の覆い、として建造されたと考えることが  
出来るからである。   
保存に当たっては、一部の聴設を代表して残すなど歴史的建造物  
の一部を特化するのではなく、現存する遺構は出来るだけ現地に残  
すということが、現在の欧米で行われている近代化遺産建造物の一   
般的方式である。   
また、近代化遺産に関しては出来るだけその利用と活用を考慮す   
る必要がある。   
現在、佐渡鉱山については、町営の郷土博物館、及び民営の鉱山   
博物館「ゴールデン佐渡」において、鉱山遺産の保存と活用が行わ  
れている。しかし、これらはいずれもー部の近代化遺産の活用にすぎ  
ず、本稿で指摘した多くの鉱山遺構については殆ど利用されていな  
い。相川町の近代化遺産についは、歴史的な風致の保存を考慮した   
包括的な全体的な保存と活用の計画を立てる必要があり、また相川   
の近代化遺産群は充分にこの方法を用いることが可能な蓄積がある。  
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図5－24 遺構の分布範囲及び主要道路  
5．5．4諸外国の例   
欧米では産業遺産（IndustrialHeritage）の保存は積極的に行わ  
れている。しかし、わが国ではその保存は、緒についたばかりとい   
わねばならない。佐渡鉱山は、慶長期から採鉱が始められたとされ   
る、わが国屈指の金鉱山である。その発展は、近代鉱山として再整   
備され明治以降も継続してきた。佐渡鉱山は、17世紀からの継続的  
な歴史を有するのである。このような地域は、欧米ではしばしば、  
野外博物館という構想の基に保存と活用が行われている。  
例えば、イングランド中西部のアイアンブリッジでは、世界で初  
めての鉄の橋と言われる、アブラハム・ダービーⅠⅠⅠ世が建設した橋  
（1779年）を中心に、15平方キロメートルに及ぶ範囲に残る産業記  
念物を以て、アイアンブリッジ峡谷博物館として、歴史的な産業遺  
産の整備と風致の保存が行われているのである。   
この地域を訪れることで、イギリスの産業革命がどのような場所  
から生まれたかについて理解することができるように、地域に残る  
産業遺産群を有機的に結びあわせたネットワークが形成されている。  
また、活用できる建造物は「鉄と溶鉱炉の博物館」、「観光センター」  
等に再利用し、巻揚げ機などの機械類は実際に動かして観覧者に見   
せるという方法が取られている（次ペ⊥ジの写真）。そして、このよ  
うな地域は、「その時代の雰囲気が今に残っている」ことが重要視さ  
れるのである。  
この地域の歴史的雰囲気を残すこと、即ち「周囲の環境と一体を  
なして歴史的風致を形成している」と言い換えてもよいが、全体と  
しての雰囲気を残す事こそがこのアイアンブリッジ峡谷博物館では  
重要と考えられているのである。（30）  
5，5．5 まとめ  
これまで述べたごとく、相川町には近代化遺産は現在も群として   
残っており、わが国の代表的な金鉱山の雰囲気を伝えている。また、  
そこに残る個々の建造物も歴史的、特に技術史的の価値の高いもの  
が多い。  
しかし、このような相川に残る近代の鉱山遺構についてはまだそ  
の価値が十分に認識されていないし、活用もされていないように見   
受けられる。これらの遺構は、わが国の鉱山技術史上重要であると   
言うばかりではなく、他には見られない特有の歴史的風致を形成し  
ているという点は、ほとんど理解されていないようである。  
現存する江戸期以前の鉱山遺構と近代化遺産及び町並み等の歴史   
的遺産を有機的に結びつけ、諸外国での産業建造物の保存方法と歴   
史的風致の形成方法を参考にしながら、相川町に残るの鉱山遺構の   
保存と活用を計ることが必要であると考える。   
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（6）前掲『工郡省沿革報告』   
（7）相川郷土博物館（写し）蔵  
（8）大島信蔵『大島高任行実』昭和13年また前掲『佐渡金銀山史話』   
にも記される。  
（9）前掲『佐渡金銀山史話』なお本章では日本工学会『明治工業史一   
鉱業編－』昭和5年における佐渡鉱山の記述を多く参考にした。   
（10）相川郷土博物館（写し）蔵発行者山尾ハル   
（11）相川郷土博物館（写し）蔵発行者山尾ハル  
なお、これらは鉱山見物の為に発行されたと思われる。  
（12）前掲『佐渡金銀山史話』  
（13）『佐渡鉱山説明書』明治42年8月12日付 表吾に「日英博覧会へ  
出品ノ為メ正副一通本社鉱山郡へ提出ノ控」と記される。   
（14）東京帝国大学採鉱及冶金学科学生実習報告、東京大学蔵  
（15）同冶金学科学生実習報告、東京大学蔵  
（16）前掲 平沢象二郎実習報告“GeneralDrawingofBatteryAmal－   
gamationWork”等  
（17）三菱セメント株式会社総務部社史編纂室『三菱鉱業社史』昭和51  
年   
（柑）前掲『三菱鉱業社史』なおこの浮遊選鉱場に関する高橋幸三郎の   
論文「佐渡鉱山金銀鉱浮遊選鉱について」は、日本鉱学会の渡辺  
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6．佐渡相川金銀山の植生  
25m  50m  75m  
l関東稲荷 2 北沢 3 総源寺 4 大山砥神社  
5 大乗寺 6 愛宕 7 相運寺 8 妙円寺 9 高安寺  
10西坂11大安寺・維蔵12北沢  
（「相川の草と木」，近藤治隆・1973）  
図6－1相川のシイ一夕ブ林の分布   
か四千どまりであろう。このせまいくぼみに三千人の人が住んだと  
いうことは驚異的なことであった。水田も畑もないところに、たち   
まち三千人の街ができた」と、歴史家の田中圭一はいう。相川の誕  
生、慶長6年（1601）のことである。  
以来三百年余、一大鉱山都市の歴史をもつ相川。山は自然地形が   
なくなるほど変貌し原植生（自然の林）もほとんどが姿を消した。  
これは、鉱山の鉱山都市の宿命である。  
6．2相川金銀山の原植生   
相川に金銀山が発見されない以前に、北沢・南沢の沢沿いに生活  
していた村人たち。この村をおおっていた原植生はいかなるもので  
あったか。そもそも原植生とは、人間が植生に影響を加える以前の   
植生、有史以前の植生を指すが、ただ今は植生が破壊されない以前   
の植生を原植生と考えて論をすすめる。  
現在、植生分類はプロンーブロンケ（スイス1884～）の植物社会   
学的分業頁基準が採用されている。日本の原植生は次の3植生域にわ   
けられる。   
（1）ヤブツバキクラス  
タブ・シイ・カシなどを高木層とし、ヤブツバキを中木屑と  
する、林は暖帯林要素植物群で構成される常緑広葉樹林。タ  
ブ林・シイ林・カシ林などの暖帯林とその生育域。   
（2）ミズナラーブナクラス  
ミズナラ・ブナなどを高木層とし、ヤマモミジ・ムシカリな   
6．1相川金銀山の発見   
「慶長6年（1601）に三浦治兵衛ら3人の山師に発見された鉱脈   
は、鮎川の渓谷をさかのぼり、鬱蒼とした茂みをぬけたところに、   
燦然とその露頭をあらわしていた」。津村節子の小説『海鴨』（1965）  
の一節を刻石した碑は、道遊の割戸（国指定史跡・宗徳町）の前の  
大立公園内に建つ。  
慶長6年‘‘燦然とその露頭をあらわしていた”のは、道遊の割戸   
のことである。鉱山用語で割戸は大きな露頭のこと。谷から60mの高  
さにそそり立ち、金銀の鉱脈をぢかに露出する露頭は世界最大とい   
つ。  
この露頭に人々は真上から、前から真後からとたくさんの坑道を   
掘りこんだ。山は頂上から真っ二つに割られ、数限りない狸穴がみ  
られる眼前の道遊の割戸。金掘り大工たちの過酷の労働と、幕府の   
佐渡金山にかけた執念の強さを思わせる。この割戸は近くの宗太夫  
坑（そうだゆうこう・国指定史跡・清右衛門町）とともに、佐渡金  
山一の良質鉱脈の「青盤脈（あおばんみやく）」を開発した坑道であ   
る。   
『当代記』に「慶長7年（1602）、この頃より佐渡国銀倍増して一  
万貫目余上へ納める・・・」と記され、佐渡銀山の最盛期（元和・   
寛永）を迎えるのである。  
この頃、山の奥に忽然と街が誕生した。現相川の人々は上相川と  
呼ぶ。「上相川の街の広さは五町歩弱。家数四百軒程度。人口は三千  
J川）  
表6－1相川町江戸沢町大安寺のタブ林  
階 層  優占種  高さ 植被率 種数  環   境   
高  層 B． タブ ノキ  20m lOO％ 2  大安寺寺林 海抜25m   
亜高木層 B2  ヤブツバキ   8m  70％  3  方位・傾斜 SE．300∠   
低木層 S  ヤブツバキ 1－2m  5％  3  調査面積10×20m2   
草木層 K  タブノキ   0．2m  3％  4  出現種数 7種   
Bl  タブノキ（幹径30～78cm）5・5・ケヤキユ・1  
B2  ヤプツバキ（径7～27cm）3・3・モチノキ1・1・シログモ1・1  
S  ヤブツバキ＋・マサキ＋・タブノキ＋  
K  タブノキ＋2・ヤブツバキ＋2．・ペニシダ十・シログモ十  
林  縁  オニヤプソテツ・トラノオシダ・キズタ・ヤダケ・ヤツデ・ヤプラ  
ン・ツルニチニチソウ  
1987年11月19日・調査者 伊藤邦男   
タブ林にふくまれる主要樹の毎木調査（数字は胸高幹径）   
①タ  ブ：40・78・51・20・17・35・30■60・73・28・21・59・25・43cm  
（幹径17～78cm・最大幹径78・平均幹径41．4cm）  
（ヨケヤキ：61・77・73・75cm（幹径6177・最大幹径77・平均幹径71，5cm）  
③シログモ：15・21・25・13cm（幹径1325・最大幹径25・平均幹径18．5cm）  
（彰ツバキ：12・7・15・15・15・19・27・18・13・16・30・13・13・17cm  
（幹径7－27・最大幹径27・平均幹径16．4cm）  
（9モチノキ：12・18・19・33・25・25・31cm  
（幹径12「33・最大幹径33・平均幹径23．3cm）  
タブ林の林縁にあるタプの単立木調査  河村彦左衛門供養塔  
［：：：コ  
しざ  
□誓曜］□           － ＝  
No 根元径 胸高径 幹周 樹高  
?????????
?????
???????????
??????
?????
?????? ?????
?????
???????????? ?
??????
?????
大安寺をおおうタブ林  
ロロ］  
山門  
どを中木層とする、林は温帯林要素植物群で構成される落葉  
広葉樹林。ミズナラ林・ブナ林などの温帯林とその生育域。   
（3）コケモモートウヒクラス  
トウヒ・シラピソなどの高木と、コケモモ・キバナシャクナ  
ゲなどの低木で構成される亜高山性針葉樹林とその生育域。  
コケモモートウヒクラス域の上部は、ハイマツ帯（高山帯）  
である。  
以上のように、日本の自然植生（原植生）は、丘陵地はヤブツバ   
キクラス域（常緑広葉樹林域）、山地はミズナラーブナクラス域（落   
葉広葉樹林域）、亜高山はコケモモートウヒクラス域（亜高山性針葉   
樹林域）となる。  
日本の原植生と同じく、佐渡の原植生も、丘陵地はヤブツバキク   
ラス域で、タブ・シイ・カシなどの常緑広葉樹林が丘陵地の原植生、  
山地はミズナラーブナクラス域で、ミズナラ・ブナ林が山の原植生   
である。  
佐渡の金銀山は、津村節子の『海鳴』によれば、「鉱脈は、鮎川（北   
沢）の渓谷をさかのぽり、鬱蒼とした茂み（原植生）をぬけたとこ  
ろに、燦然とその露頭（道遊の割戸）をあらわしていた」のである  
が、「鬱蒼とした茂み」こそ、原植生であり、その原生の森は、海寄  
りがタブの森、より内陸側がシイの森、巨木林立する天然のタブ・  
シイの“鬱蒼とした茂み”であった。  
6．3原植生 タブの森  
日本の磯山がそうであったように、佐渡の磯山も、この相川の磯  
山もタブの黒森でおおわれていた。タブの森は黒々とした樹冠の遠   
望される黒森。村の鎮守の森であり、漁場をきめる山あての森であ   
り、村の魚付林でもあった。海に労（いた）つく人々にとって、磯の  
黒森は人々を強く誘引する、また便宜な森であった。なぜならば磯   
の黒林は、タブの巨木の林立する舟木伐る山であったと、柳田国男   
は『北小浦民俗誌』（1948）にのべている。岩礁海岸のイソネギに使   
われた最初の舟は、タブの一本単材のクリブネ（到舟）であった。  
小佐渡の南端、元小木・虫谷（むしや）・琴浦・宿根木・沢崎の村々  
も磯の黒森の中にできた村である。大佐渡の両津湾沿いの「小浦の  
黒森」と呼ばれる磯の黒森は、北小浦の鎮守さまの熊野神社の森を   
指す。  
国中では佐渡高校をとりまく林、沢根の専得寺の林、大浦の尾平  
神社の林・いずれもタブの林である。  
佐渡相川の原植生の森もまたタブの森であった。相川は北沢・南  
沢とよばれる二つの大きな谷と、その谷にはさまれて海ぎわにせり   
出した台地をもっているが、この台地の斜面も、台地も、谷の斜面   
もタブの林でおおわれていた。  
「慶長のはじめ十数戸の村から独立した相川は、元和8年（1622）  
には運上銀6000貫（12万両）、砂金4貫匁、小判35，000両を納入する  
ようになっていた。人口はおよそ3，5000人前後、家数4，000軒、寺130  
7りJ   
表6－2 相什岬丁シイノキ沢（北沢）のスダジイ林  
階 層  優占種  高さ 植被率 積数  環   境   
亜高木層 B2  スダジイ   
シイノキ沢（右岸）のス  
12m  90％ 2   ダジイ林   
低木層 S  ヤブツバキ   3m  60％  5  海   抜 50～90m   
草木層 K  ペニシダ   0．2m  2％ 13  方位・傾斜S．45□∠  
調査面積7×10mZ  
出現種数14種   
B2  スダジイ（幹径4～18cm）5・4・タブノキ十  
S  ヤブツバキ（幹径2cm）3・3・モチノキ1・2・ヒサカキ＋2  
スダジイ＋・ウワミズザクラ十2  
K  ペニシダ十2・オクマワラビ十2・ショウジョウスゲ＋2・ホソバカ  
ンスゲ十2・ヤブツバキ＋2・ヒサカキ＋・スダジイ十・タブノキ十・  
ウワミズザクラ十・イタビカズラ十・テイカカズラ十・エゾイタヤ十  
ヤプコウジ＋  
・1977年5月28日・調査者 松井浩・山本敬一  
表6－3相川町「ゴールデン佐渡・宗太夫坑」の≠ヵマツ林  
階 層  優占種  高さ 植被率 種数  環   境   
亜高木層 B2  アカマツ  
宗太夫坑前のアカマツ  
8m  60％ 3   林   
低木層 S  ヤブツバキ  4m  65％ 6  海   抜 100m   
方位・傾斜NW．600  草木層K；三≡ジョ 0・3m 2％ 7   ∠  
調査面積10×10m2  
出現種数14種   
B2  アカマツ（胸高幹径20～30cm）3・3・コナラ（幹径10～30m）1・2  
スダジイ（幹径30cm）＋  
S  ヤブツバキ（幹径10cm）1・2・アカマツ1・1・キズタ1・1  
アラゲヒョウタンボク＋・スダジイ＋・ヒメアオキ十  
K   ショウジョウスゲ33・ベニンダ＋2・クマワラビ＋2  
ヤプコウジ十・トラノオシダ＋・キリンソウ＋・オオウシノケグサ12  相川シイノキ沢のシイ林  
林緑  ツワブキ十・シヤガ12・オオタチッボスミレ＋・ヨツバムグラ十  
オドリコソウ十2・ハコベ＋2・スズメノカタビラ十2・ジシバリ＋  
1992年4月6日・調査者 伊藤邦男  
ツワプキ・オモト・ヤプコウジ・ペニシダ・ヤプラン（草本）など  
である。私たち日本人が庭木とし垣根とする植物たちの多くが、タ  
ブ林（シイ林をふくめ）を住み家とする植物たちである。私たちの   
なじみ深い草木たちの生育する森、タブの森、それは日本民族のふ  
るさとの森。一大鉱山都市であった相川にとっても、ふるさとの森  
であることには変わりない。   
6．4原植生 シイの森  
磯山の海側がタブの森、そしてその内陸側がシイの森であった。   
佐渡のシイはスダジイと呼ばれる種である。日本の暖帯林の主要樹   
がタブ・シイ・カシ（ウラジロガシ・アカガシ）であり、その生態   
配置は海岸より内陸にかけて、タブ帯・シイ帯・カシ帯と配置され  
る。海岸風衝の影響を受ける立地にタブ林が配置され、シイ・カシ   
林はその後側に配置される。またタブは肥沃で湿気のある立地に林  
をつくるのに対し、シイ・カシは乾いたやせ地にもよく林を形成す   
る。  
相川町におけるタブ・シイの配置される立地もおおむね以上のべ   
た様なちがいがある。   
相川の北沢、この沢の奥に道遊の割戸や宗太夫坑がある。この北  
沢は「シイノキ沢」ともいわれる暖帯林のスダジイの生い茂る沢で   
ある。海抜50／－90m、沢沿いの右岸は、東南向きで陽当たりもよく、   
特にシイがよく繁茂する。左岸の斜面は北西むきでタブが多い。シ  
イ林の組成を調べてみた（表6－2）。   
ケ寺を数える大鉱山都市に成長していたのである」（『佐渡金山』・田   
中圭一・1980）。   
忽然と出現した黄金の鉱山都市、山相も原形をとどめ得ぬほど変  
化し、原植生（自然林）が姿を消したのは確実である。ただ当時の  
原植生を今に伝えるのが、寺や宮の林や森である。“寺は130ケ寺を  
数える’’相川。寺社林は原植生が残存する。原植生を知るために幸   
いなることである。  
江戸沢町の大安寺。慶長11年（1606）初代佐渡奉行の大久保長安   
（ながやす）が建てた寺。山門へ登る石畳も美しいが、本堂の西側斜   
面の墓地の後に密生するタブの林（表1）もみごとである。   
タブ林面積は400平方m。樹高20m。高木層はタブノキが優占（胸  
高幹径17～78cm・最大78cm・平均41．4cm）。林のふちには、幹周3m   
に近い巨木も何本かみられる。   
亜高木層は8mでヤブツバキが優占、モチノキ・シログモも混生。  
林床の低木層の植被率は5％と低く、ヤブツバキ・マサキ・タブノ  
キが生育する。草木層は、タブノキ・ヤブツバキ・シロダモが芽生  
え、ペニシダが生育するが植被率は3％と極めて少ない。林床は暗   
く、その植被率が低いのは、タブの極相林の特徴である。タブ林は  
大安寺だけではない。相運寺（中寺町）・妙円寺（下寺町）・高安寺   
（下寺町）、西坂もまたタブの林である。  
これらのタブ林の林のなかには私たちが、日常よく接する植q勿が   
多い。ヤブツバキ（中木）・マサキ・ヤツデ・ヒサカキ・マルバシャ   
リンバイ（低木）・キズタ・イタビカズラ・テイカカズラ（つる木）・  
JO2  
佐渡金山宗太夫抗附近のアカマツ林   関東稲荷のシイ林  
樹高12m、胸高直径4～18cmの中木状の若いシイ林である。林内は  
直径30～60cmのスダジイの切株が多く、いままでに伐採され、その  
切株から萌芽再生したシイ林である。若いシイ林であるが、相川の  
原植生の生き残りともいえる貴重な林。「相川のスダジイ林」の名称   
で、新潟県の特定（重要）植物群落に選定（1978）されている林であ   
る。   
ゴールデン佐渡の経営する「佐渡金山」の宗太夫坑は江戸時代の  
大型斜坑として名高い。この宗太夫坑より道一本はさんでみられる  
山は、赤茶けた大きな岩山。岩質は石英安山岩とされるが、赤茶色  
の岩塊。この岩塊に生育するのがアカマツ。他の植物をよせつけず   
アカマツが優占する。しかし、このアカマツ林（表3）をよくみる   
と、アカマツに混じってシイやヤブツバキがポッンポッンと混じっ   
てみられる。  
また、林のふちには、オモト・ツワブキ・キズタ・ヤプコウジ・  
ペニシダなどの暖帯林要素植物が生育する。林相はまぎれもなく、  
アカマツ林で土地的極相林であるが、その混生植物から判断すれば  
まぎれなくシイ林域である。この地は海岸からおよそ2km。海抜100   
m。ここが相川町におけるシイ林域の上限である。これより上は大  
佐渡山地。ミズナラーブナ林域、落葉広葉樹林域となる。  
ここよりすこし下がって海抜85m地の五郎右衛門町にある「関東  
稲荷」。ここにはシイの古木があって、その太いものは1mをこすも   
のがある。昔の子はシイの実拾いをした。  
近藤治隆（元相川中学校教諭・理科担当）は『相川の暖帯林』（1973）   
に、「旧相川のシイ林は、北沢・山之神を中心に残されている。山之   
神の総源寺・大乗寺・大山祀神社・愛宕神社や北沢の斜面にみられ  
るシイの林は、大昔このあたり一帯がシイの森におおわれていた、   
その名残の懐かしく愛すべき姿なのである」と、のべている。そし   
て「本来は林の緑にあるべき植物（林緑植生）のフジ・ムラサキシ  
キブ・ヌルデ・サルトリイバラなどが林内に進入したり、二次林（自  
然林のあとに二次的に育ってくる林）要素のコナラ・アカマツ・ヤ  
マザタラが混入しているが、これはシイ林が、現在もなお破壊にさ   
らされ、人間の干渉を受けていることを物語る」とのべている。  
自然はすばらしい回復力、復元力をもつ。現在二次林化している   
林であっても、復元して自然林一原植生一となる。相川の原植生の   
タブ林・シイ林の原植生の保護とともに、その復元のためにわれわ   
れは力をさしのべたい。  
jαヲ   
7．相川の都市構造  
に金山へ続く部分とに区分できるし、「した」では埋立以前からの沿  
岸地区と埋め立てられた地区とでは性格が異なっているうえ、埋立  
て部分も埋め立てられた時期によって区分できる。まとめると  
①近代の埋立地区（Om）   
②近世の埋立地区（0～10m）  
③海岸沿い平野（0～10m）  
④谷間に発展した集落（10～30m）   
（9海岸台地（40～60、90m）   
⑥（診近世の埋立地区と④谷間に発展した集落を結び付ける坂、  
は じ め に   
相川は美しい町である。美しさは住んでいる人の意識の底にしっ  
かりと根をはっているはずであるが、当たり前すぎて特に注意を払   
わない。気付かぬうちに美しさがすっかりなくなっていた、という   
例は全国にいくらでもある。この章では相川の美しさとは具体的に   
どのようなものなのか、どのようにつくられているのか、こうした   
美しい景観は日々の暮らしの中でどのような位置を求めているのか、  
を明らかにする。こうしたことが相川らしいまちづくりの第一歩な   
のではないだろうか。  
7．1相川をつくりあげているもの一地形   
相川の航空写真を見てみると、背後に控える山々と広々とした日   
本海に挟まれて、居住地域は限定され、沿岸部を中心に山間の尾根   
線並びに沢沿いに成立していることがわかる。豊かな緑が山間部、   
斜面緑地に残されているのが印象的である。  
相川の地図に等高線を描き、地形の種類を分別してみる（図7－   
1）。  
相川では従来から上町（うえまち）、下町（したまち）という呼称が   
用いられており、日常的には「うえ」、「した」と呼ばれてきた上下   
二分する区分がなされてきた（図7－2）。  
しかし地形をもとに子細に見ると「うえ」、「した」ともにそれぞ  
れ一体のものではなく、例えば「うえ」は台地端部とそこからさら  
斜面緑地   
（Dさらに金山へと続く集落（80～100m）  
により、全体が組上がっていることがわかる。   
こうした特徴のある地形は自分がおよそどこにいるのかを常に教  
えてくれる。ケヴイン・リンチが都市設計の拠り所とすべきである  
と主張したレジビリテイ（Legibility一読みとりやすさL）の非常に  
高い場所だといえよう。④（参⑥⑦の場所では常に足元に勾配を感じ  
ることができるし、視界にはほぼ例外なしに海や斜面緑地が認めら  
れる。（∋近代の埋立地区では海の景観が他を圧倒している。（∋近世  
の埋立地区、③海岸平野では勾配も無く視界も良くきかないが、む  
しろそうした閉鎖性が他の地区にはない特徴として独白なものとし  
て感じられる。また五本の川が適当な間隔で地区を区切り、場所の   
固有性を高めている。  
（∋、（参、③の地区の固有性を少し細かく検討するために地区を流   
JO4  
相川町の航空写真（1985）  
のアクセスとして、川の上に私的な歩み板が渡っている。ただ板を  
かけているシンプルなものもあれば、あたかも前庭のように植木鉢   
やプランターをところ狭しと並べているものもある。川と平行して   
走るアスファルト道路は幅員2．Omに満たない部分があり、道路上に  
物干しが置いてあり、半私的な空間が広がっていることを示してい   
る。  
間切川上にも、海岸平野部には歩み板が架かっていて、個人住宅   
へのアクセスとしてプライベートな空間がある。平野部を抜け、斜   
面緑地とぶつかって北へと蛇行すると、人家の裏と斜面緑地の境と  
なる。コンクリートで固めてあった川底は自然の砂利に変わってい   
る。さらに上流に進むと保育園と車道の境を流れ、南沢となる。南   
沢疎水抗が途中にあることからもわかるように、鉱山、鉱業と密接  
れる川を手がかりにしてみよう（写真）。相川沿岸部に注ぐ川は五本   
あり、それらは南から海士町川・大仏川・間切川・濁川・水金川で   
ある。  
海士町川の上には小屋がまたがって建っている。川の流れに沿う   
道は、他の基本的な直交道路パターンとは異質なために、海士町川   
は左岸の海士町、下戸村と右岸の下戸炭屋裏町との、はっきりとし   
た境界線になっている。  
大仏川には橋が幾つも架かっているが、そのうちのひとつは小学  
校前の、亀や蟹や魚の絵のついたカラフルなものである。この橋の   
デザインとしての評価は分かれるかも知れないが、小学校の前とい  
うことを意識させるデザインであることは間違いない。橋という公  
共的な空間に於いてデザインがなせる効果は大きい。また各住戸へ  
九ノJ了   
地形の分類  
凡例   
皿近代の埋立地区   
皿Ⅲ近世の埋立地区   
匹ヨ海岸沿い平野   
田谷問に発展した集落   
田海岸台地   
囚坂斜面緑地   
田さらに金山へと続く集落   
r 水系  
図7－1地形分布図  
図7－2 概念図  
7り／i   
水金川  
大仏川  
海士町川  
JO7   
図7－3 坂・石段の位置図  
に関連してきた川である。南沢は「沢」という名前の通り、山間部  
の草の良くしげったところであり、戸建て住戸が所々固まって、川  
沿いに建っている。苦は沢遊びも盛んで、洗い場もあった。産業面   
だけでなく、人々の生活にも深くつながっていた。  
金山が発見される前の、濁川の名前は相川（間川）。この町の由来   
である。しかし鉱山が稼働して屑を川に流すようになり濁川になっ   
た。海岸平野部では川をはさんで両側に道があり、一本は自動車も   
通行可能な5m強の車道であり、一本は二輪車までしか通ることの  
できない2m程の道である。細い道に面した建物にはいくつか商店   
があり、羽田を中心とする商業機能がここまで伸びてきて、ここで  
区切られる。川の両岸に住宅が密着せず道路空間が確保されている   
ことによって川と集落の双方を同時に見渡せる開放的な空間を形成   
している。特に川の南岸（左岸）は道路幅貝が狭いこともあって落   
ちついた谷間集落の景観を良くとどめている。川壁は石組でつくら   
れている。これは近世、近代鉱山施設のひとつとしても評価できる。  
濁川河口は斜面緑地にはさまれ、川沿い方向と川に直交する方向に  
町家が並び、三角州の形がはっきりと認識できる。さらに上流には   
かつての鉱石精錬場が広がっていて、北沢と呼ばれる沢が鉱山まで   
続いている。  
最も北に位置する水金川もやはり斜面にはさまれていて、独立し   
た水系を有していることが景観的にも読みとることができ、この川  
の流域に住宅地ができたということが良くわかる。相川の他の集落  
とは地理的に独立しており、谷間の安定した流域集落の原型をよく  
とどめている。水金川の脇の道は1m程の砂利道で、個人住宅用の石   
の渡しが架かっている。宅地を抜けると畑地に出る。   
全体を概観すると五本の川が形成する小さな谷間沿いに小集落が   
形成されているといえるが、近世以来の埋立の歴史により、その実   
落としてのまとまりには川によって差異がみられる。全般に埋立は   
南部の海岸沿いに行われたので北部の川沿いに集落としてのまとま   
りがより強く残されているといえる。南部の川沿いは埋立後に形成   
された道路パターンの方が優位であるといえる。  
地形に上手に対応して、生活都市としての相川は基本的には川沿   
いや平坦な土地に発展してきた。しかし金山の発見という稀にみる  
土地条件のために産業都市としモ山間部の開発が行われ、より広い  
土地を求めて埋立が進んだ。「うえ」、「した」という両者は別の構成   
原理を有している。両者をつないでいるのが人間が努力を重ねてこ   
しらえた坂・石段である。   
7．2「うえ」と「した」をつなぐ一坂  
一般に相川の人々が「うえ」「した」と呼ぶ海岸台地部と平野部を   
つないでいるのが幾つもの坂や石段である。これらの坂・石段は景  
観的に最も印象深いものである。一度でも相川の坂・石段を歩けば、   
そこから見る海に沈む夕焼け、積み上がった石組、水の滴る側溝、   
暑いときに日陰をつくってくれる樹木、坂の曲がり角で不意に出く  
わした中学生、などなど忘れることのできない風景に出会う。一つ  
一つの個性を挙げれば切りがない程である。   
J（ス9  
相川にある様々な坂・石段についての調査  
東京大学工学部都市工学科  都市設計研究茎  
相川から想像できるもの一美しい海や緑。歴史をしのばせる町並みや寺社。きらきらし  
た瞳を持つ子供達、囁かい目で見守る大人達。おいしい海の幸、山の手。それら全てが魅  
力的です。   
その中でも特に、歩いているとわくわくしたり、しんみりしたりする販や石段は印象疎  
いものです。海が一望できる石段もあれば、緑が囲んでくれる坂道もあり、ひとつひとつ  
が豊かな個性を持っています。   
しかし訪問者と居住者では、坂・石段の見え方はかなり違ったものではないかと思いま  
す。そこで是非居住者の視点を教えて頂きたいと思います．   
そうした生の声が高齢化、交通不便一憾といった、各地が抱える共通の間男を解く手  
がかりになるのではないでしようか。   
書いていただく内容については統計的に処理し、個々の方に御迷惑となるようなことは  
致しません。とうか我々の意向をおくみとりになり御協力をお願い致します。  
い．相川にある坂について各々、当てはまるものに0をつけて下さい。  
（名前も場所も良く知っている 名前だけ知っている  知らない†  
ろ＿坂を利用する校庭を各々について、当てはまるものに○をお革いします。  
lいつも使う  ときとき使う  たまに使う  使わないI  
2．祁対j好                いつも  ンきγき  たまヒ イ軋hない  
3．帯刀垢（断れ＼  
」』蟻た境卜 伴わなし＼ 
jj望反 ＋ときどき たま仁 伸わない  」邑璧直＋伴わなし＼  
ユ且E貌⊥＿岨ご．史L い⊥む⊥」＿L巳＿さ．＿たま忘＿沈むユーし  嘲＼  
≡に 伴わない  1町 いつも＋ときとう たまに 伴わない  
（例）  
＿＿＿瓜＿」註」必虹  
は．坂を利用する襟の目的として、当てはまるものにいくつでも、○をつけてFさい。  
また「その他」の場合にはより詳しく敢えて下さい。  
（買物  通勤  通学  通院  散歩  萎参 i痘所付き合い その他†   
＿上戯⊥こんじよ主上⊥＿昆＿勤⊥星」完 歩 毒止＿f虹．（＿＿．▲）  
＿と巡礼坂¶▼＿▼▼「▼＿▼＿＿旦∴勤」邑＿隠【歩＿塵＿＿近＿他＿⊥＿＿「＿▼▼＿．）  
一旦こ還丑数上址主ユとこカ！）＿＿＿．M＿】望．」院＿塵＿屋＿＿近」飽⊥＿＿几馴．＿）  
Aニ塵且塁＿ 【 ▼¶【．【 男▼カー＿一旦」院＿歩＿【塞Ⅶ近＿地」＋ ▼＿、＿【）  
jェ訟坂Ⅶ＿【Ⅳ几＿．一＿＿ 買】勤】旦一」温」L星」j且他一⊥  ）  
上厳重坂」こん上ょう上 」＋一皿名前だけ ＿一鮎な上L  
∴正札軋 必⊥▼「∴名敵組 知らなL  
且剋鼠1．お左＿じとさ企）  【     良L一針旦らない  
」．し地獄坂＿一一＿▼▼▼＋  良く＿名前監才  知らない  
き＝凸坂＿＿＿【＋－     良く＿j誼左呈L 知咤沃机＼▼  
胤＋＋【【，一＿＿ 良∠一名貞岨1盟主なL  
ユL組（もんべし1迦」＋一一▲」むL＿＿．．．．名血だ止＿≠  
＿旦二南沢」児叔員理：二L蔽の迫）       良く＿＿＿＿」融軋だけ ＿蝕し＿  
9．寺町に至る五段＿∬＿＋＿＿ 良く＿」乙乱だ上L一＿＿知う．なD＿＿．  
1月三太床屋二南忍＿▲【仙 【 ＿＿＿」む」，¶▼＿名前£iL【匁ら虹  
！上席温」太工岨Ⅶ＿＿＿＿艮⊥｛】名組だ止＿，胤  
と乙城祉公既に至る應」一】＋＿退く＿＿．」猫ほ出 ＿軋ら曳』∬  
上長阻＿＿ ＿＿   ）  
L紋空腹」遮＿し血L一見」駁L「呈院・畔 ＿＿．」  
＿且L廃盤⊥盟魁二二上荊の迫」乳」軋」L牒Lづし墨＿近【他」h＿＿＿＿）  
一虹壬町長王る五段▲■．＿＿＿＿＿一毘▲乳．j」完▼旦▼且M⊥ ）  
川大味足二南退＿＿＿】，一旦牒L呈＿＿院旦＿基－▼ぷL＿他⊥＿▼▼＿m 【）  
旦⊥点数＿（大工町L㌻j工戸が吐「▲買⊥艶⊥呈＿院一應Ljし近＿▼」也⊥肝▼【）  
上之L媒祉公用に皇る貌一」買劇L＿呈」堤」鼻基近他⊥＿＿＿▼〟▼…）  
適齢 急▼杢便」盛使わない 他  」   ＿＿
呈上細工戸沢） 」；L不標 暗⊥匿わない 他（  
＿．＋  
旦旦軌  」  L杢産 桔 梗わない 他（＋＋  
へ．販に関して掃除などの維持管理の分担はどの様になっているのでしようか。  
なお、4．「その他」については記述をお願いします。  
に＿好きな坂をいくつでも、またその理由について挙けて下さい。   
「その他」についてはより詳しく教えて下さい。  
（稼が美しい 淵がみえる 家が建っている 夕陽が美しい 歩きやすい  
良く利用するからなじみ深い  その他）   
」餌 ）  
ユ遇剋坂 誹 ）  
さこ鳳り坂しむたぃ上こ■今、） は＿鯖 某 夕隅歩き＿j■〕11他ト 1  」ェ地事誌坂m肌脚）  
j二空i坂 j良 招 宴 夕臨 地き 利用 傭r     ＿）  
1．順番が決まっていて、掃除を行っている。  
2．自発的に掃除を行なっている。  
3．掃除はしていない。  
4．その他（  
と．昔と今で、瀬について幅、大きさ、使い方などに遅いがあれば、教えて下さい。  
j二長坂  
ユ放室坂」且んぺいざか） 鐘盛⊥家¶夕陽 塞き 利用 仙（  一）  
口内択（界隈′（●一拍心り道 程 薦 某 J闊 歩壬fl肌l他し 1  
旦室町に至る石段ⅥⅧ＿」軋滝上麦」媚 ＝歩き 粧㌣）  
週止床星二南沢¶脚（）  
辻腐乱烏日英二j工巨沢 」 主菜＿海」象」弧）  
1Z．城址公園に至るj鼓   糧」磨L二象夕脱】歩き＿】剋用虻）  
ほ．また、遂に好きでない撫をいくつでも、またその理由について挙けて下さい。   
rその他Jについてはより詳しく敢えて下さい。  
1急で登りにくい 不便である 緋蒼としていて暗い、恐い あまり使わないので  
なしみがない その他†  
ち．最後に以下の設問にお答え下さい。  
性別  L男  2．去  
年齢 ＋（歳）  
お住まいの町名  
職業 Ⅰ．学生  
2．自営業（商店主、中小企業主など）  
3．サラリーマン（事務、南瓜技術、公務員など）  
4．点茶および漁業  
」」蔽苗寺坂（こんじょうし）一急 二不便＿」暗旺わない．他一（】〈  
Z＿巡礼坂‖＿一 一一 急」不腰」塵】使わなじ▼他▼L，＿▼1】 
8．弼Jプ叔（おたいとざか） 急蒸陵¶亜」敵わない 他（】一＿一】  
旦二組「息杢班隠使わな吐胞⊥ 
5．西偲し＿【 ¶ 急 属使▼頻▼使わなしし」也1l【【   
6．長坂  急 不吸帽 使わない【他⊥   ＿  
j！蚊空坂」もん処1ざ赴L揖便【＿暁組ねない他」  
塾．痛訳し県仙此二J荊公道）急ノ不快＿朋使ねない 他し  
J⊥キ町に皇乙む段   急，，不便 相 性わなしし他▼し 
?????
5▲主婦  
6．停年退職者  
7．その他 （   
また通学先、通勤先は相川町内ですか、町外ですか。  
1L町内▼¶＿＿＿＿ユ．町外  
以上、お忙しいところ、非常にお手間をおかけいたしました。  
本せ＝こどうもありがとうございました．  
坂・石段に関するアンケート用紙   
Jの  
表7－1坂・石段の物的特徴  
名称   道幅  標高  材質  性格   利用目的   
（M）  （M）  
厳常寺坂   2．2  16  54  観  
巡礼坂  土   緑・海   
帯刀坂  2．9  16  36   中・院  
地獄坂   2．1  20  42  石   緑・海   中   
西坂   3．0   12  42  土石  緑   中   
長坂   2．2   14  46  石   海・家   
紋平坂   2．3   10  50  石   緑   買・小   
南沢   3．9  34  93  アスファルト  緑・家   買・小   
寺町に至る石段   1．8  16  54   石   緑   買・小・参   
城址公園に至る坂  石   緑   遊   
「利用目的」   
観一観光に主に利用できる。  
注：「性格」  
緑一樹木が多く、トンネルを形づくっている。  
海一海が見える地点がある。  
家一脇に住戸が並んでいる。   
???????
中学校の通学。  
小学校の通学。  
通院。  
買い物。   
あまりなじみのない坂：10南沢大床屋町の坂（94）、1厳常寺坂（74）  
帯刀坂（62）   
ほとんどなじみのない坂：巡礼坂（19）、地獄坂（16）   
良く知られている坂は比較的中央部より東南に位置しており、か  
っての中心金山と現在の商業中心地区羽田を結ぶ坂である。余り知  
られていない坂は北部に多い。  
「ろ．坂を利用する頻度」について以下の四つの選択肢では  
使わない  1292  （人）  
たまに使う  735  
時々  〃  ヨ37  
いつも  〃  159  
の順番で、坂があまり頻繁に使われていないことがわかった（グラ  
フろ）。   
「は．坂を利用する際の目的」は、「散歩」に使っている人が全用   
途のうち37％、477人にまで上り、最多である。12城祉公園にいたる   
石段を散歩に使うと答えた人は73人で、次には南沢が8、ユ0、11い   
ずれも良く使われていることがわかる。このように散歩に良く利用   
されるのは坂・石段の大きな特徴といえる。  
近所つきあいに使うのは137人、11％で、良く使われるのは、長  
坂、西坂、紋平坂と三つの一連の南沢であり、いずれも町の中心に   
位置している。  
通学には主に長坂、西坂（二つ併せて104人、85．2％）が良く使わ   
れている。   
歩行者しか通ることのできない石段では、ヒューマンスケールの、   
なじみやすい大きさの空間が約束されている。   
坂・石段は場所によって機能も違えば歴史的背景も違う。物理的  
な勾配や蹴上げ、踏み面、形態の仕上げ、道路の幅員、周辺の景観  
などもそれぞれである（表7－1）。相川の町は形態・様相の異なっ  
た坂・石段の豊富なコレクションの集合体とみなすことができる。  
こうした坂・石段が今日、相川の居住者によってどのように認識さ  
れ、利用され、評価されているのかを知るためにアンケート調査を  
行った（アンケート用紙参照）。対象とした坂・石段は図7－3に示  
す12個である。結果を表7－2にまとめた。回答者を「うえ」「した」  
「中学生」「長坂」「山之神」の五つのカテゴリーに分類して考察を  
進める。  
まず各々の質問に対する回答についてその傾向を調べてみる。  
「い．相川にある坂について各々」、〈名前も場所も良く知っている  
名前だけ知っている  知らない〉の三つの選択肢より「当てはま   
るものに○をつけて」もらう質問では「良く知っている」の回答が   
以下のようになり（グラフい）、五つの集団に分かれると言える。（但  
し括弧内は人数。）  
非常に良く知られている坂：長坂（216）、西坂（211）  
良く知られている坂：紋平坂（178）、南沢アパートの坂（172）   
割り合知られている坂：12城址公園に至る坂（148）、11南沢江戸  
沢（145）  
9寺町に至る石段（142）  
JJO  
表7－2 坂・石段に関するアンケート結果（部分）  
（D  ②  ③  
良  名前不 い 時々たま不 買 動 学 院 歩 墓 近 その他  
「ヒ」53   
1厳常寺坂  29  6 16  0  2 13 35  0  0  0  0  7  2  0  4 仕事   
7  7  36  0  0  2 42  0  0  0  0  1  0  0  2   
28  6 16  0 12 】2  25  1 0  0  0 14  3  3  5 近道   
10  5 34  2  1 10 29  2  1 0  0  3  0  1  6 近道畑   
51 1  0  3 18  24  6  13  3  0  2 13  0  3  4 飲食   
52  1  0  24 12 14  4  23  8  0  2 10  0  4  4 〝   
52  1  0  13 16 17  6  20  4  0  0 10  1  6  8 〝   
パ 
至  
42  5  6  6 10  Zl 12  4  2  2  1 17  6  3  6 〝   
工 
園  
464  42116  66115191218  82 Z5  5  8135 32 27 57   
???????????????? ?????? ?
〜??
??????????
???
（∋  ②  ③  
良 名前不  い 時々たま不 買 動 学 院 歩 墓 近  その他  
「下」92   
1厳常寺坂  
2巡礼坂  
3帯刀坂  
4地獄坂  
5西坂  
6長坂  
7紋平坂  
42 12 38  1  7 25 55  0  0 1 11Z  6  6  8 歴史講   
11 14  64  0  0  6  68  0  0  0  0  3  2  0  7 子巡礼   
30  8  51  3  8 16 54  0 1 0  3 16  3  3  4 史跡   
6  4  77  0  2  8 62  0  0  1 1  7  0  2  3   
86   7  1  1 21 51 21  0  3  2 16 Z4  0 14 15  仕配   
89  5  0  3  23  56  ‖  2  4  2 19 25  0 16 15 歴史〝   
77 12  5  1 5 41 41∃  1 1 1  4 Z4  0 11 15  〝 
墓参りを目的として使われる坂も、限られていて寺町に至る石段   
だけで57人、52．3％と過半数を越える。   
買い物に良く使われているのは長坂、紋平坂、西坂、南沢（県職  
員アパート前の道）で、やはり羽田の商店街に近い、町の中心部に  
集中している。  
通院には長坂と西坂が主に使われているが、いずれも21人、19人   
と少ないのは車や病院の巡回バスを利用している人が多いからだろ   
う。   
通勤に坂を使っている人は39人、3％しかいない。通勤のような  
毎日の利用には自動車が使われる傾向がある。  
これらの結果より坂・石．段は日常的に決まった目的の為に使うと   
いうよりも、時間に余裕のある時にゆっくり散歩をする楽しみや、   
墓参りのために使われているようだ。日常的な利用には辛が使われ   
ると思われる。   
「に．好きな坂をいくつでも、またその理由について」の質問で  
は（グラフに）、「海がみえる」216人、19％、「緑が美しい」206人、  
18％、「歩きやすい」205人、18％、「良く利用しているからなじみ深  
い」180人、16％、「夕陽が美しい」125人、11％「家が建っている」  
90人、8％との回答となった。   
当然のことだが、海の美しさが指摘された坂は「うえ」と「した」  
の境となる斜面緑地に位置していて、夕陽の美しさをも重なって評   
価されているものが多く、夕陽について回答があるのは他に西坂、   
城祉、紋平、南沢県職員アパート前などであり、いずれも海に沈む  
夕日が見える坂である。   
緑のトンネルが美しいとされたのは南沢の県職員アパート前、西  
坂、寺町に至る石段であるが、南沢の県職員アパート前、西坂の2   
つは坂・石段の嫌いなところとして「暗い」と指摘されている。   
さらにこの二つの坂は歩きやすさが好評で、二つとも散歩に良く  
利用されているのも当然だろう。  
好きな理由として何らかの項目を指摘された数は長坂が最も多く、   
258人、以下西坂177人、南沢県職員アパート前132人、城祉公園に至   
る坂97人、紋平坂95人と続く。  
「ほ．好きでない坂をいくつでも、またその理由について」は（グ  
ラフほ）、「使わないからなじみがない」が最も多く、この質問に対   
する全回答の55％、597人になる。特に巡礼坂、厳常寺坂、地獄坂、   
帯刀坂はいずれも60人以上で、嫌うというよりも意識の中に存在し   
ていないようだ。   
「急」であるとされた長坂、西坂は他に比べて実際に急であると  
いうわけではないので、良く使う為にその勾配がはっきりと認識さ  
れているのだろう。また長坂に対しては「長い」という指摘があり、  
先の方まで見通せることが疲労感を増殖させると思われる。  
「暗い」坂は同時に「緑」の美しさで支持されてもいることは前に  
記述した通りである。  
興味深いことに「不便」であるという指摘は非常に少ない。   
次にそれぞれの坂毎に分析を行う。  
了JJ   
表7－2 坂・石段に関するアンケート結果（部分）（つづき）  
「ヒ」53   
緑 海 家  夕日歩 利用その他  急 不便暗 不便その他  1厳常寺坂5001211 10 516  
． 
1 1 歴史l 滑石段不  
・ 
二＿ ＿二 
1厳常寺坂  あり、他人の家の庭を入っていくようでもある。ホテルや埋立の野   
大人にはまずまず知られていて、上には寺社があり、歴史的な雰園  球場など、地獄坂から見える景観が良くない。  
気が好まれている。  5西坂  
日常的に使う人が少なく、散歩や墓参りのときに使われている。   使う理由、好きな理由いずれも第二位。中学生では良く知っている   
緑が美しく、歩きやすいが暗い坂として認識されている。  という回答が長坂と並んで第一位。使われる理由は①通学51人（回  
2巡礼坂  答者が中学生が多いためだと考えられる。）②散歩49人③近所つきあ   
余り知られていないし、ほとんど使われていない。使用頻度の質問  い23人となっており、比較的良く散歩に使われているようだ。好き   
で「いつも」、「時々」使うという答がない。道幅も細いが、金山の  な理由では①海40人②利用していてなじみ深い36人③歩き易い30人   
近くまで山間部、北沢の北を歩いていくことができる。海岸台地上  ③緑30人となっている。海がずっと見えているわけではないが、ぱっ   
の畑を通り、森林の中を通り、金山までいけるコースは他にない。  と開けるとき、緑との対比が特に美しく感じられるのだろう。上が  
3帯刀坂  り口には現在使われていない洋風建築があり、場のイメージを高め   
位置的に中学生が一人も知らないということは考えにくいので、お  ている。特に中学生の通学路としてこの坂は日常的に使われている。   
そらく帯刀坂という名前が浸透していないのだろう。全体としても  日常的に使われている間は坂・石段はいきいきしている。それを西   
あまり好き（9／12）とも嫌い（10／12）とも言及されていないし、 坂は良く顕している。その昔は奉行所、そして裁判所、佐渡会館な   
人々の記憶にそう強くは残っていないようだ。それでも並木道を持  ど、今では中学校、版画美術館、病院といった人の集まる機能を持   
つコンクリート石段という珍しいもので、歩き易くて帯刀坂が好き  つ場所として「うえ」の緑（ふち）は存在してきた。そこと「した」   
だという回答が22人もいる。鉱山の頃の雰囲気が残っているという  をつなぐ坂の－本として西坂は重要な役割を果たしてきた。   
指摘もあった。  6長坂  
4地獄坂  好きな坂としての回答が最も多い一方、嫌いな理由の回答数も第二   
位置的に中学生が－人も知らないとか、全体として「良く知ってい  位。使う理由の数も最多（213人、16．6％）。相川の中心的な坂とい   
る」と答えた人が16人と最も少ないということは考えにくいので、 える。12個の坂の中で最も良く使われているが、目的は①通学53人   
おそらく地獄坂という名前では意識されていないのだろう。上がり  ②散歩43人③買い物35人となっている。好きな理由としては①海91   
口にアパートがあり、側面の壁がこの坂を使う人に対して閉鎖的で 人②夕陽55人③利用していてなじみ深い46人④家が建っている30人。  
JJ2   
グラフ d 好きな理由  グラフ a 知名度  
5西 7i文中  9寺町 1Ⅰ雨′エP   
2巡礼  4化すは  6長  8爾71l●  0粛床 ■12抑止  
忽重量田′奄 国家 田夕I亀 田歩きやすい 周モの他  
グラフ e 嫌いな理由  
詔いつも使っている 田時々 田た引こ 匠＝軋♭射、  
グラフ C 目的  
田急 田不便 国昭し、囲使わなし、のでなじみ 団モの他  
測  
25慮  
：t婦  
人 150  
1（婚  
50  
0  
1鵬雪巡－㍉帯㌔脚J5西も長7i文■∈                                   煎茶雪巡1J帯㌔脚J5西も長7i文■も 掛ヲ寺㌔商ぷ崗′エ忘槻  
団員lカ 国通学 因樗吏歩 国事参り 田辺所 閻モの他  
国7－4 坂・石段の知名度、利用頻度ほか  
妖いな理由としては（∋急であることが55人と段突である。蹴上げが  
比較的大きいために登りづらく、直線的であるため先まで見通せて   
しまうので疲労感が増すと考えられる。  
寸別けの中心に位置し、商業の中心である羽貝町を控えし肇サロ旦  
は木造の洋風建築（旧農協）、上がったところには版画美術館の煉瓦  
塀が見える。道端で会話を楽しみながら休んでいる人々に出会い、  
急斜面に巧く対応している家屋の前を歩く。そんなときに長坂から  
みる海に沈む夕陽は最も相川らしい美しさであるといえるだろう。  
長坂は、相川が鉱山の為に斜面になんとかして人間が作り上げた町  
なのだという歴史を意識させてくれる。   
7紋平坂  
「良く知っている」の回答が178人と第三位。位置的にも羽田と京町  
を直結するところにあり、利用頻度が高い。目的は①散歩48人（卦買  
い物24人③近所つきあい19人となっている。好きな理由としては①  
海24人②利用するからなじみ深い19人③歩きやすい14人などが挙  
がっているが数は余り多くない。嫌いな理由の回答数は最も多い。  
その内訳は（9急50人②使わないのでなじみがない40人（卦暗い21人と  
なっている。坂は住宅の前などで緩くなるが、局所的にかなり急な   
ところもある。「暗い」坂はその一方で「緑」という理由で好まれる   
のが普通であるにもかかわらず、紋平坂はこの原則に従っていない。   
上がり口は羽田の商店街から突き出た道につながっていて、訪問   
者が誘いこまれるというよりも町の住民が日常的に使う坂である。   
下り口は他人の庭に下りていく感じがする。小学校PTAの標語の  
ついた棒が建っている。   
8南沢県職員アパート前の坂   
使う理由、好きな理由の回答数いずれも第三位であり、関心をもた  
¢て1〕卓坂であるといえる。目的は①散歩55人②近所つきあい21人  
③買い物15人と散歩が群を抜いている。好きな理由は①緑46人②歩  
き易い30人③良く利用するからなじみ深い16人となっており、特に  
竹の美しさに惹かれて散歩道として親しまれていることが推し量れ  
る。逆にこうした緑は暗さにつながることが多く、嫌いな理由は①  
暗い41人②使わないのでなじみがない39人となり、その他はひとけ  
たである。嫌いな理由の回答数は第七位で、比較的好まれている坂   
といえる。   
9寺町に至る石段   
大人には良く知られているのに中学生には余り知られていない。目  
的は（D墓参り57人（診散歩39人が主。日常的にというよりもたまに利  
用する人が多いということがわかる。墓参りのときの利用に持出し  
ている。水の音、松、石材の良さ、歴史に対する言及も見られた。   
木陰が多く、晴れていると光と陰のコントラストが寺町にふさわし   
い趣を演出する。上がり口には苦からの洗い場があり、コミュニティ   
の中心として機能していたことも想像できる。   
10南沢大床屋町   
回答には、あまり特徴が見られず、「使わない」106人という人が多   
い。  
目的は（∋散歩42人以外は目立たない。好きな理由としては①緑20人  
り．？   
d 好きな理由  a 知名度  
■上」53   r下」死  r中写生ノ？1 r長頒Jl r山之恥4  
田艮く細っている 国名痢だけ 田川ら宅ハ、  
b 利用頻度  
田銅IE′竜田夕陽田歩きやすい 団よ〈利用する 団モの他  
e 嫌いな理由  
％  
?????????????〓?????
r上J∬  「下」92  ′中芋王J7l r長1丸4  r山之ilJ4  
田いつも 田時々 囲たよに 四使わない  
C 目的  
r上J53   r下j℃  r中写生」7l r摂動」 r山之肌4   
田急 国不便 田崎い 臼なじみが寧い 国モの他   
r上」53   r下」光  r中写生」7l r長軌4  √山王机4   
田1†わ 国遇宇 田貯歩 国璽参り 隠退所 田モの他  
図7－5 グループ別にみた坂・石段の知名度、利用頻度ほか  
②歩きやすい18人など。嫌いな理由は（∋使わないからなじみがない  
49人だけが主で全体の回答数は最も少ない。南沢と京町を結ぶ路線   
は他にない。路面が変化したり（石段と坂）、上がり口に神様が奉っ   
てあったり、傾斜の仕方がなだらかな部分があったり特に上がり口  
の急な部分とがあったりして個性的である。   
11南沢（大工町～江戸沢）   
まずまず良く知られており（145人）、時々使われている（38人）。目  
的は①散歩51人②墓参り15人②近所つきあい15人となっている。好  
きな理由は①歩きやすい25人②緑21人③利用するからなじみ深い15  
人とあり、ゆるい、穏やかな坂であるのでゆっくりと散歩するのだ   
ろう。子供のころ、よくかえる、かに、かじかを採るなどの川遊び   
をしていたしその頃からいつも南沢を使っているから愛着があると   
いう回答もあった。  
京町通りが働き盛りの大人の中央通り的な役割を担い、鉱山人夫  
達が生活の舞台としていた頃から南沢は子供の遊び場であり、高齢  
者の散策路であったのだろう。  
自動車も通行可能な為に、一部車が通るときは歩行者が止まること   
を余儀なくされるほど狭い箇所もあるが、3．5～4．Om程度の道幅は、  
1～2階建ての住宅の建つ通りをゆっくり景色を楽しみながら歩く   
には最適だ。緩くカーブしている箇所もあるので、長さを感じさせ  
ることもない。住戸の前は植木が多く、洗濯物もほしてあり、生活  
のにおい、毎日の生活に対する慈しみさえ感じられる。  
12城址公園にいたる坂  
名前はまずまず良く知られていると言えるが、使わない（127人）人  
が割合として多い。目的は散歩が73人と非常に多く、全目的別坂別   
の回答数の最多である。散歩のための坂であるといえるが上には畑   
と城址公園しかないので当然の結果ともいえる。好きな理由として  
は（D海23人（参緑21人③歩きやすい17人。嫌いな理由としては①使わ  
ないからなじみがない46人（診急17人③暗い13人が挙げられている。   
さらに回答者を「うえ」、「した」の居住地による分類、「大人」、  
「中学生」という年齢による分類によって考察を深めてみよう。ま  
た「長坂」「山之神」の回答はそれぞれ四部しか得られていないが、   
参考までに示す。   
坂について「良く知っている」割合（グラフa）は「うえ」73．0％＞  
「■した」61．1％＞「中学生」33．0％という傾向がはっきりとある。  
これから相川を支えていく「中学生」が、あまり坂についての知識   
を持っていない。   
坂の使用頻度も「うえ」の居住者が「した」や「中学生」に比べ  
て断然高いことがわかる。「うえ」の居住者は、より日常的に坂を利   
用しており、「した」にとって坂はたまに使う、非日常的なものとい  
えよう。「うえ」の人口の減少は、坂を良く使い、知っている人が少   
なくなるということを意味している。いつも坂を使うと答えた「し   
た」は極端に少ない（1．4％）。これに対して「うえ」でいつも使う   
と答えた人は10．4％である。   
用途では「うえ」「した」ともに散歩が最も多くそれぞれ21．2、   
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図7－6 道路網図（明治9年と現況の比較）  
21．6％。「うえ」では12．9％が買い物に使い、「した」では8．4％が近  
所づきあいの時、4．3％が通院に使っていることが特徴的といえよ  
う。「中学生」は通学12．9％、次いで散歩8．1％の順で多い（グラフ  
モ7J  
好きな坂について何らかの回答をしたのは「うえ」で一人平均6．74  
個、「した」では4，95個、「中学生」3．80個で、やはり良く使ってい  
る「うえ」ほど、坂を好きなようである。参考までに「長坂」では  
8個、「山之神」では2．5個となっている（グラフd）。  
好きでない坂についてのコメントも「うえ」が最も多く一人平均  
3．45個、「した」では2．42個、「中学生」1．85個となっている。理由  
のうち「あまり使わないのでなじみがない」についての回答を差し  
引くと「うえ」2．85個、「した」2．11個、「中学生」1．73個となる。  
この理由は積極的に坂についての不満を述べている訳ではなく、関   
心が薄いということであるが、「した」で24．9％に対して「うえ」で   
は17．9％と少ない（グラフe）。  
これらを総括すると   
・相川の主役的な坂は、町の中心部から山間部にかけてであり、知  
名度と使用頻度は相関関係にある。  
・「うえ」は「した」に比べて、坂を良く利用し知っている。「中学  
生」は比較的利用もしないし、知識もない。  
・「うえ」の方が買い物などの日常的に坂を使っているが、全体的に   
散歩などを目的とした非日常的利用が多い。   
・散歩のための坂は、緑が美しく歩きやすいものが好まれているが、  
これらの要素は暗さの要因となりがちである。   
・使用頻度の高い坂は好まれやすい。   
・良く坂を利用すると坂に対する関心が高まる。   
ということカ呈いえるヵ   
7．3生活と産業を支えてきたネットワーク一道路  
坂や石段は直接的には自動車の影響を受けないので、幅員や路面  
などは変わることは少ない。しかし他の道路はどうだろう。   
明治9年の地籍図と現在の道路を比較（図7－6）してみると8割  
以上が変わっていないことがわかる。埋め立て部や町外との道路が  
新設され、一部拡幅があったものの、基本的な道路パターンはその  
まま残っている。また三叉路が多いのも特徴的である。   
「うえ」での道路パターンは海に垂直方向、すなわち尾根に沿っ  
た道路が中心的となる。商業、生活、鉱業、全ての中心となってき  
た京町通りが尾根を走り、何本かの道が派生している。トロッコも  
走った鉱山まで続く北沢の道路は緑の中を今では観光バスがやはり   
鉱山跡まで通る道となっている。それとは対象的に植木や洗濯もの  
などそ生活のにおいを感じさせる南沢の道路は今も昔もあまり変わ   
らない。  
「した」では海と垂直、つまり東西方向の道路は全般的に狭小道  
路で、地方道両津・相川線と白雲台・乙和池・相川線（大佐渡スカ  
イライン）につながる濁川沿いの道路以外は幅員5mを越えない。つ   
まり「した」において支配的なのは南北方向の道路である。よって  
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図7－8 機能別道路網図   
つくられたものである。最も外側の道路は15m以上の広幅員でバス   
が時折通行するが、路上駐車場と化していて、道路として本当に必  
要であったのか、疑問が残るといえよう。  
道路を幅員と機能をもとに以下のように「うえ」、「した」それぞ  
れ四種類に分類した（図7－7、図7－8）。   
ア外部との交通や、通過交通を処理する道路。島内陸からの観光   
バスが通る道路。主要幹線道路といえる。明治9年に存在していな   
海と平行に走る道路に着目する。近世の埋立地区の山際の道路は3   
m程と狭いが、弾誓寺から釣りができたというからここから海で  
あったことがわかる。一本浜側の道路は相川全体を貫いている。幅  
員は約5mで建物が建ち並び、人のにぎわいの見られる商店街と   
なっている。さらに浜側の道路は幅10mを越えて沿道の敷地や建物   
も大規模となり殺伐とした空間となっている。つまり近代の埋立は  
近世の埋立のように歩行者の尺度ではなく、自動車の論理によって  
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生活道路給いには新築はあるが  
管理の不適切な住宅はない  
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図7－9 個々の建物・維持管理度図   
7．4維持管理と調和一個々の建物   
道路構成に大きな変化は見られなくても、実際歩いてみれば、目  
新しい建物と古くなった住宅が建っている。こうした市街地の変遷  
はどの様な仕組みで進んでいるのだろうか。それを探るために市街   
地を物理的に構成している要素の一つである個々の住宅についての   
調査を行った。   
まず一つは維持管理の現状を調査した（図7－9）。現地調査によ  
り住宅を  
A：新築  
B：それ以外で維持管理が適切なもの  
C：  〃  適切でない   
以上の三つに分類した。   
中央部、羽田には新築が目立ち、管理の不適切な住宅がほとんど  
見られない。「イ主要生活道路」沿いの京町、南沢には新築、管理の  
不適切な住宅共にあるが、「ウ生活道路」沿いの夕白、四十物には新  
築はあるが管理の不適切な住宅は無い。「ウ生活道路」沿いの一～四  
丁目裏も同様である。山の中腹部に位置する大工町では新築が無い。  
北部の下相川の漁村では管理の不適切な住宅が目立つ。   
山間部に新築が少なく、人口減少を裏付けている。また山間部で  
は空き地化が進行し、管理の不適切な住宅も少なくない。一方「り  
生活道路」沿いでは新旧さまざまな住宅が並存している。   
次に町並み調和度である（図7－10）。  
かった道路が多いことが特徴的である。  
イ商業機能がはりついて、日常的に住民のにぎわいが最も多い通  
り。主要生活道路である。近世の頃からの歴史のある通りである。  
「うえ」、「した」にそれぞれ一本ずつ認められ、「うえ」の京町通り  
は「うえ」全体に、「した」の主要生活道路は相川全体の住民にサー   
ビスしている。  
り主に住宅だけが並んでいる通り。道幅もおよそ3．Omと狭いので   
通過交通はほとんど見られない。生活道路である。   
エ歩行者専用道路、自動車の通れない石段や山間部の山道。これ  
らの道路は路線、道幅ともに近世以来ほとんど変化がみられない。   
しかし特に鉱山近くの山間の道路には日常的な利用者はいない。  
各々の機能は道路幅員と密接な関連を持っている。しかし似たよ  
うな機能を持っている道路でも「うえ」と「した」では幅員に差が  
ある。ア主要幹線道路は「うえ」では6m、「した」では10mほどで  
ある。イ主要生活道路は「うえ」で4～4．5m、「した」で7～9mと  
ほとんど倍である。しかしウ生活道路はどちらも3m程で、これは自  
動車通行可能の最低限であるといえる。   
またそれぞれの道路の関係も「うえ」と「した」では多少異なる。  
「うえ」においては外部交通や観光バスなどが通る、ア主要幹線道  
路は他の道路と－カ所でしか交わっていない。つまり通過交通はほ   
とんど排除している。しかし、「した」ではア主要幹線道路は他の道   
路とつながっている。  
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国木造建築物建物  
国セットバックして  
いない建築物   
相川は海と背後に迫る山に挟まれて、もともと可住地が少ない。   
鉱山発見より平入り住戸が道路との境界線ぎりぎりまで、隣と壁を   
共有しながら建ち並んできたことからも理解できるように密な居住   
形態をとってきた。また島内でも調達可能な、薄い板材をファサー   
ドとして利用した建築物群はエコロジー的に優れたものである。こ   
れらさまざまな要素の中で、個々の建物が板壁であること、セット   
バックしていないこと（敷地境界線と建物壁面線の差が約一尺以   
内）、の二つは特に自然と対応しながら密に暮らしてきた相川の伝統   
の象徴であると考えられる。板壁であることは住戸の大きさが一定  
の規模であることを意味すると受け取れ、セットバックをしていな   
いことは建造物の壁面が通りをつくりだし駐車場などに変化せずに、   
伝統的な空間を継承していることを意味しているからだ。よってこ   
の二つを町並み調和度の物差しとして用いた。  
a：板壁の住戸  
b：セットバックしていない住戸  
中央部、羽田には板壁住戸が少ないが、他は全体的に板壁である。  
セットバックしていない住戸は「うえ」海岸台地部では、「イ主要生  
活道路」沿いが、「した」海岸平野部では「イ主要生活道路」とその  
一本裏にある「り生活道路」が目立った。よってセットバックをせ  
ずに道路沿いまで建物を建てることによって通りを都市的な雰囲気   
にしているのは主に「イ主要生活道路」沿いであることがわかった。  
7．5時間が積み上げた地形の最適利用一土地利用  
次に土地利用の広がりが相川地区全体でどのように分布している  
のか、概観してみよう（図7－11）。   
羽田町の中心にある鈎型の交差点には多様な五本の道路がつな   
がっている。そのひとつにはアーケードが設けられていて、そこが   
商業の核となっていることを感じさせる。江戸沢の方へと続く道に   
は派手な看板が並ぶことは他の商業地と変わらないが、狭い道路幅   
やアイストップとなる寺の入り口が独特な空間をつくりあげている。   
このような「した」の商業地に対して「うえ」ではイ主要生活道路   
沿いに「うえ」だけにサービスする、いくつかの商店が見られる。  
業務地は近世以来の埋立地区に多く、敷地を細長く使い、通りに   
入り口をもうけ裏庭が海まで続いていた、かつての漁家を思わせる   
ような工場が典型的な建物である。しかしさらに埋立が進み、漁業   
とは関係のない工場や、奥行きの短い敷地が多くなった。  
埋立地区には観光客のための施設や公共建築物が建っているが、   
それらは閉山の後、観光を主力の産業としてきた側面と、天領であっ   
た相川が島内での府としての地位を失わないために公共用地を確保   
してきた側面とを如実にあらわしている。  
金山繁栄当時から寺町は山間に存在してきた。寺の建物自体も立   
地の仕方もあまり変化は見られない。  
概括すると住宅地は埋め立て地以外に全体的に広がっている。商   
業地は中心部、業務地は海岸部、公共建築物用地は埋め立て地、寺   
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図7－11土地利用国（町丁目別）  
ることができる国・県・町指定の歴史的記念物の分布（図7－13）  
とは大きなずれが生じていることがわかる。つまり点的な記念物、  
建築物など誰もが華と感じるものの他に、海、斜面緑地、川やそれ  
ら自然そのものと町並みの織りなす風景や、割れ戸や産業遺跡群な  
ど現在は放置されているが相川独自の光景が、実は相川の欠けがえ  
のない魅力なのだ。   
「好ましくない景観」としては壊れかけた家屋やコンクリートの  
建物（特に大規模建築物）、ガードレール、電柱、駐車場、アーケー  
ド等の単体についての指摘が多い。また交差点や三叉路のつきあた  
りが多く挙げられている。交差点は印象に残りやすいし、人もあつ  
まるためごちゃごちゃしがちである。しかしこれらは住み手の   
ちょっとした注意で改善可能なものが多い（図7－14）。   
住民と外来者の感じ方は「好ましい景観」も「好ましくない景観」  
も食い違っている。住んでしまうと当たり前すぎる美しい景観が実  
はかけがえのないものだったり、普段何気なく見過ごしている光景  
が全体としての景観に大きな負の影響を及ぼしていたりする。   
7．7地域のまとまり－ここまでのまとめ  
これまでの調査結果により、景観の決め手となっているのは、土  
地利用と地形であることは明らかであり、相川地区を大雑把に性格  
分けすると以下の八つにわけることができよう（図7－15）。  
「空き地に樹木が繁茂しているところ」：樹木が繁茂しているとこ  
ろは斜面上、山辺か山間部に位置する。地形が急であるため建物が  
社は山間部に集中していることが明瞭である。また住宅が70％以上、   
商業が15％以上、業務が10％以上、公共建築が30％以上、寺社が30％  
以上になるとそれぞれ住宅地、商業地、業務地、公共建築物用地、  
寺町の景観的特徴が生まれる。   
7．6外来者による第一印象一景観  
はじめて相川を訪れる人々は相川の何を美しいと感じ、何を醜い  
と感じているのだろうか。調査員が相川地区全体をそれぞれ単独で  
歩き回り、コメントと場所を地図にプロットしていくやり方で探っ   
てみた。  
「好ましい景観」としては（図7－12）。旧裁判所、現在の版画美  
術館周辺の煉瓦塀や松、清新亭など個々の建物で十分に「華」とな   
るスポットも無論挙げられた。しかしより多くの指摘は単体の建物   
ではなく、面としての地区の持つ特質、雰囲気に関係している。例   
えば、瓦や町家の壁が連なって群れとなっているところ、それは京   
町通りのような生活の中心的な役割を演じている道路沿いだけでな   
く、一本裏の生活道路沿いであるとか、坂のような面白い地形その   
もの、坂という一連のシークエンス、またそこからの光景、海辺の   
自然、漁村としてのまとまり、特異な鉱山住宅や産業遺跡群、緑の   
中に埋もれるような寺町等が多く挙がっている。また好ましいと感   
じられるポイントは海岸沿いの埋立地区以外はまんべんなく分布し  
ていることも相川の著しい特徴である。   
これらは相川の人々が訪問者、観光客に見せたいものだと解釈す  
JJ9   
ない地域である。標高10～40m、80～100mあたりに多い。   
主に大工町周辺、南沢、南沢（県職員アパート前）の三地域であ   
る。  
大工町周辺は、9．相川で暮らす人々一層住者像で見るように、人   
口減少と高齢者単身世帯が多いところである。緑が多いのは空き地   
化して菜園として利用されていること、周囲が山に囲まれているた   
めである。南沢は地形的な制約が大きく、住宅が少なく、沢を中心  
とした自然が居住地を包み込んでいる。南沢（県職員アパート前）   
についても同様なことがいえる。   
「旧公的施設が中心で建物密度が低いところ」：伝統的な建造物配   
置で建物密度が疎なところは公共建築物（小学校・中学校・高校・  
元精錬場・版画美術館）、寺町、神社周辺などである。寺社はいくつ  
か集まって周辺の樹木と共に、町家とは異なる、独特なまとまりを  
つくっている。要素としては塀、大きな瓦屋根、塀と寺の建物の間  
の前庭が特徴的である。天領であったり、佐渡島内の府であった歴  
史を省みれば、‘相川の伝統的空間のひとつの典型である。また現在  
放置されている近代産業遺跡群もこのまとまりに属している。  
「町家が密度高く並ぶところ」：建q勿密度が密な町家が並んでいる   
地域は海岸台地上の東西方向（海に垂直）に走る京町通りと海岸平  
野部の南北方向（海に平行）の二本が認められる。これは道路段階  
の「イ主要生活道路」沿いである。町家は細長い敷地の間口は目いっ  
ぱいに使い、裏に畑をもつ形式が一般的であった。これらは1600年  
頃大久保長安奉行によって行われた都市計画から決まってくる道路  
パターンや敷地条件に対応した住宅であり、その配置形式は地形条   
件に規定されたものであった。また隣家と壁を共有する、共有壁と   
いう固有の建て方は、絶対的に土地の少ない相川ならではのエ夫で   
ある。  
「町家の空き地化が進行しているところ」：建物密度が疎に変化し  
た地域は町家が密に並んでいる通りの一本裏に在る。すなはち「イ   
主要生活道路」の道路を外れたところに分布している。また海岸台   
地部を見ると、京町通りの上部（東）から密から疎に変化している   
ことが明かである。   
「川を中心とした集落」：川間に発展した集落は五本の川それぞれ   
に存在する。どの川も川原はなく、川岸はコンクリートや石で固め   
られている。南沢以外では橋の上は見通しが効き、平野部であれば   
海が見渡せる。既述したように海士町川、濁川、水金川河口のまと   
まりは認められるが、大仏川、間切り川については寛政の埋立の影  
響が強くわからない。南沢は川と周囲の自然が一体となって緑豊か   
な、線状の住宅地を形成している。  
「新公的施設が中心で建物密度が低いところ」：埋め立て地など海  
のそばであるところは外部との交通のための道路すなはち「ア主要   
幹線道路」の広幅員道路が走っているため、囲まれ感がなく、開け   
た空間である。大規模建築物が多く、相川地区の中では特徴のある   
空間といえるが、全国各地に見受けられる。海と陸との境界線はう   
えそり護岸によってすっぱりと切られている。砂浜に降りて行ける   
階段もついているが、狭くて滑りやすい。   
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「主要幹線沿道」：車の影響を強く受けているのは主要地方道・両   
津・相川線沿いである。これらの道路も「海際」の道路と同じく、  
自動車通行のためにつくられたものである。この主要道によって既  
存市街地と埋め立て地の間には断絶感が生じている。中山トンネル  
を抜けたところが相川への入り口でもあり、海が見えてきたときに   
「相川に着いた」と感じる場所である。  
「漁村」：千畳敷は相川地区の北部に位置する。もともと鉱山者の  
娯楽施設として設置されたが、いまは海藻が茂りごみが絡まってい  
る。近くにある海に突きだした、小さな集落は相川が苦から漁村と  
いう一面をもってきたこと、海から非常に豊かな恵みを受けている  
こと、すなはち海と上手につきあっていることを教えてくれる。漁   
家の裏庭と海の間の道は歩くものだけの為にあり、そこからは、漁   
のための道具が置かれていたり、小さな菜園があったり、洗濯もの   
が干してあったりする生活の場が実感できる。   
7．8歴史を物語るもの－町名  
相川町内の町名には実にユニークなものが多い（図7－16）。金山  
発見前からの地名であろうと考えられる「羽田」や「下戸」、金山に  
由来するもの（職業に関連するもの：「大工町」「米屋町」「四十物（あ  
いもの）町」「味噌屋町」「八百屋町」「塩屋町」「炭屋町」「紙屋町」  
「柴町」「材木町」「板町」「海士町」「石打（いしはたき）町」「京町」  
「寺町」など、山師の名前から採ったもの：「新五郎町」「六右工門  
町」「左門町」「夕白町」「弥十郎町」「五郎左工門町」など）、寛永年  
間の埋め立て地（一～四丁目）の様に数字がついているもの、さらに   
その山側（～裏）と海側（～浜）における規則的な字名、また川や  
坂といった自然の地形に由来するもの（「長坂町」「西坂町」「北沢町」   
「南沢町」「濁川町」「江戸沢町」などがある。一部あまりに独特で   
読み方が困難なものまである。  
これらは、江戸時代から変わっていないものが多く、名前と位置  
の変遷を丁寧に追っていけば、相川の歴史を類推する楽しさが味わ   
える。  
また金山が盛んな当時の都市構造、すなはち鉱山が最も山奥にあ   
り、そこから物流を全て検査できる「うえ」と「した」の要に位置   
する奉行所を通った金が、幾つもの精錬過程を経て、捲から積み出   
されるという産業の流れと、鉱山労働者達の住宅や彼らの日常品を   
賄う商店が「うえ」にあり、精錬を生業とする人々の住宅と商店と   
港町が「した」に広がっていた生活の様子を把握することができる。   
7．9相川で暮らす人々一居住者像  
ここまで生活の舞台として町を多角的に見てきたが、主人公はど  
の様な人々なのだろうか。   
大きな動向を見てみると、過疎化・高齢化が挙げられる。1970年  
には5200人だった人口は1990年には3600人まで減っている（グラフ  
（∋）。1992年度国勢調査によると相川地区で高齢者（65歳以上）の割  
合は24．9％（1989年度の新潟県の老年人口の割合は14．6％）と非常  
に高い（グラフ（卦）。次にどこに、どのような人口の減少、高齢化が   
J22  
Ⅲ珊近世の住み分け時の職業  
匡ヨ山師  
匡≡≡I位置（裏、浜）  
匠詔坂、川、沢  
［ニコ数字（1～4丁目）  
匡≡召金山発見以前  
（爪1  
N＿＿■■  
500   
図7－16 町名命名法  
起こっているのかをミクロに分析してみよう。   
まず人口変化率は字毎に増減率として、値：（（1985－1990）／  
1990））を集計し、ベースマップである町割図に重ねた（図719、   
図720）。明らかに「うえ」から過疎化が進行していることが見て  
取れる。鉱山の規模縮小、ついには閉山となり、「うえ」への引力が  
なくなったこと、坂・石段の「うえ」や沿いは、既に町の中心は「し  
た」にあるので不便なこと、などを鑑みれば当然なことといえよう。   
この傾向は、金山が発見されて一大都市であった上相川が、今で   
は石組を残しているに過ぎないという現実が示しているように、相  
川の特徴ともいえる。もともと相川という町は、鉱山の産出量が増   
えればふくらみ、減ればしぼんできたのである。   
次に単身世帯と四人以上世帯の分布を整理した（図7－21、図7－  
22）。単身世帯はアパートのある濁川周辺と「うえ」に集中してい  
る。四人以上世帯は商売の盛んな中心部、「した」、小学校以南の比   
較的新しい住宅地に多い。  
一方、65歳以上の高齢者の分布（図7－23）より、高齢者は「う   
え」、濁川以北の海岸沿いに多いことがわかる。  
世帯人数と高齢者率の両図を併せると、「うえ」は高齢者の一人暮  
らしが多い、小学校以南は核家族が多い、濁川以北は高齢者夫婦世   
帯が多い、ことなどがわかる。  
高齢者が単身世帯であるとき、問題は深刻になる。現在そうした   
年配層を支えているのはコミュニティであるといえよう。最も小さ   
な単位は向こう三軒両隣的なつながりでお互い助け合っているよう  
だ。そのつぎの単位として町丁目がある。特に大工町のように相川   
祭での太責支組の様な組織を作り上げてきた町では結びつきが非常に  
強い。相川祭の一カ月前から太鼓のはたき方の練習が始まる。この  
ようなコミュニティは血縁に関係なく大人が子供に教える、叱ると   
いう貴重な場になっている。さらにいくつかの町が集まって分団と   
いうコミュニティもある。全体で五つの分団では運動会、餅鴇き、   
山遊び、夏祭などの活動を行っている。  
相川における暮らしやすさの一端はこうしたいくつかのコミュニ   
ティに関わっていることからくるのだろう。   
7．10一人一人の声－インタビュー  
全体の趨勢は把握できた。しかしまちづくりにおいて、より重要   
なことは一人一人の声を集めていくことだ。  
人口減少が比較的多い「うえ」に住む方々を中心に話をうかがっ   
た。1991年10月20～22日、8名の方に各々一時間以上にわたって、   
インタビューをさせて頂いた。年齢層は60歳代が主で、他は70～80   
歳と年配で長年相川を知っている方ばかり。夫婦二人暮らしという、  
典型的な世帯の他に四人家族、それ以上の方もいた。  
いずれも独立して家を出て、関東地方で結婚なり、就職なりをし   
ている子供を持っているケースがほとんどであった。こうした別居   
家族との関係は夏休みに長期的に孫まで連れて遊びにくる、正月に   
帰ってくる、と年に2回の帰省が一般的なようだ。相川祭のときに  
帰ってくるという詰も聞いた。逆に子供家族のところに年に2～4  
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図7－22 四人以上世帯分布図（町丁目別）  
特に大工町の方は町内のつながりを強調することが多く、町とい  
う単位が生活の基本単位であるという感覚を持っているようだ。こ  
れは相川祭での太鼓組の影響が強い。それよりも小さい単位である  
向こう三軒両隣というつながりも根強く残っており、台風で塀が倒   
壊したときに片付けてくれた事例もあった。いくつかの字が集まっ  
て形成されている分団という単位では運動会、餅損き、山遊び、祭   
等の企画を通してつながっている。  
宗教面でのつながりとしては寺における講は昔ほど盛んではなく、   
それよりも氏神である北野神社や神明神社の祭には多くの方が参加  
しているようだ。宗教的な色彩よりも地縁的な関係として神社は存   
在しているのだろう。   
他に「鉱山関係者が役人から三菱に変わるなど終始入れ替わるの   
で、他所の人をよそもの扱いしない」相川の人の気性について話し   
てくれる方もあった。  
また「テンポは遅いが確実に変わっていく、個人では防ぎようが  
ない」と崩れていく町並みに対して危機感を抱いている方もあった。  
回出かけていく世帯、中には冬期に3～4ケ月滞在する世帯もある。  
しかし将来的に子供家族が相川に帰ってきて同居する予定を持っ   
ている世帯は少ない。ずっと相川にいたいが子供のところに行くだ   
ろう、という詰も聞いた。  
その一方で坂の上という物理的には余り長くない条件にもかかわ   
らず、毎日の生活には不便は感じていない。地盤沈下による建て付   
けのゆがみについての指摘以外は、店からの配達もあるし、除雪車  
も出るから、暮らしやすい、こんな良いところはない、という積極  
的な評価ばかりであった。  
」国タグ建物はどうだろう。親の代が現在の家を買い、100年以上前  
に建設された住宅に住む方も少なくなかったが、水回り、玄関、ト   
オリ等の改築と応接間などの増設を行い、様子格子、くぐり戸等を   
除去し、木っ端屋根を瓦に変えていくなど、生活に合わせて個人レ   
ベルで少しずつ変化を重ねてきている。裏の納屋を別荘に変えたい   
という希望もあった。  
暮らしやすいという理由のひとつにはコミュニティがある。  
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図7－23 高齢者分布図（町丁目別）  
現在の居住環境には至極満足しており、郷土に対する誇りや愛着   
を持ちながらも、将来に対する心配、特に自分や配偶者が健康を害   
したときの不安を抱いているのが、相川の特に年配層の共通の姿と   
いえるだろう。   
7．11まとめ  
現時点における相川について今一度振り返ってみる。  
相川は鉱山で栄えた、山間の海岸台地と線状の狭い平野とからな   
る町であることを考えると、歴史とそれを支えてきた地形という視   
点をはずすことはできない。  
景観のまとまりは、その土地の歴史的な利用に深く関連している。   
また土地利用は地形に規定される。例えば鉱山へと続く北沢の道路   
はトロッコ通行に利用されたことがあり、沿道に住宅は見られない  
が、現在は観光客を鉱山跡へと運ぶ役目をしている。海岸台地の尾  
根部にひろがる「うえ」は鉱山の発見とともに開発が進み、地の利  
の良さから鉱山住宅や商店として使われてきた。対照的に南沢沿い   
は緑と水の豊かな生活空間である。鉱山の衰退と連動して、人口の  
減少は「うえ」でよりはっきりと見られる。さらに高齢者一人暮ら  
しが多いのも「うえ」の特徴で透〉る。  
一方もともと鉱山の発見される前の集落があったのは海に近く、  
平坦な「した」で、もしも相川に鉱山がなかったなら、当然「した」  
しか発展しなかったろう。  
「した」の埋立は近世以来の伝統的なもので特に一～四丁目あた  
りの裏町、浜町は町家の同質な景観がひろがっている。それを区切っ   
ているのは五本の川である。山際の裏町の通りは3m程度と非常に   
細く両わきを住戸が建ち並んでいる。一丁目の通りは近世の埋立の   
ときにつくられたものであるが、建物が建ち並ぶことで通りができ   
あがっている。商業機能が集中し、人が主役となる空間である。  
さらにその外側はより新しい時代にできたものであるが、自動車   
の論理でつくられているものであり、およそ歩く人のための空間と   
は言い難い。   
五本の川のうち、埋立のされていない北の方の濁川、水金川の河   
口はそれぞれ、まとまりをつくっている。また濁川の中流の産業遺   
跡群は現在放置されているが、非常に独特な空間を形成している。   
「うえ」「した」を結ぶ斜面にある坂・石段は変化が少なく伝統的  
なヒューマンスケールの親しみやすい空間となっている。また日常  
的な目的よりも散歩などに良く利用されている。しかし「うえ」の  
居住者よりも「した」が、大人よりも中学生が坂・石段の利用が少  
なく、愛着が薄い傾向がある。  
相川の良さを良く知り、相川に誇りを持ち、現在の住環境に満足  
しながら、将来の幕らしに対して心配している、相川の、特に高齢   
者層を支えているのが例えば相川祭の太戟組や、町内会などいくつ   
かに重なったコミュニティである。  
相川内に存在している、物的社会的まとまりに多様性があること   
はそのまま相川の豊かさの多様性につながる。   
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きていることもごく自然なことであろう。  
しかし「うえ」、鉱山は新たな意味を持っていることが都市史、産  
業遺跡群等の調査により明らかにされた。相川は江戸幕府を支えて  
きただけでなく、近代になっても先端技術が試され導入されていっ   
た非常に特異な歴史を持っている。そうした歴史の刻んだ資産は住   
民はもとより多くの人々にきちんと伝えられるべきであろう。   
本章においてはこれまでの章をふまえて浮かび上がってきた新た   
な相川の姿を提案する。   
8．1新しい都市構造   
ここまでの章で相川地区は他の集落に比べて、非常に独特である   
ことがわかった。近世のころは世界に類をみない鉱山都市であった。   
狭い平地にひしめき合って暮らす都市生活がそこにはあった。天領   
であったこと、幕府による都市計画が行われたこと、金銭的に豊か  
であり続けたこと、反面遊廓の存在や鉱山人夫の短命さが物語るよ  
うに、都市の陰の部分も持ち合わせていたこと、などいずれも相川  
独自の歴史である。  
物的な要素にも、こうした歴史が反映されている。象徴的には現  
在放置されている産業遺跡群である。産業遺跡群が、特に近代の鉱  
業のあり方を知る為に非常に価値があることは産業遺跡についての   
章で既に述べた。   
歴史を感じさせてくれるのは、このような特殊な遺跡だけではな   
い。  
は じ め に   
相川がどのように構成されているのかを整理してみよう。   
まず地形の視点からは「うえ」と「した」、山と海、自然と都市（居   
住地）、北沢と南沢といったキーワードが出てくる。  
歴史を振り返れば生産と生活、外来者（例えば水替え人足）と内  
部者、職人と商人、流通と消費、鉱山についてだけ考えてみても、   
近世と近代、地下（坑道）と地上（工場施設）といった構図があっ   
た。  
さらに地形と歴史を重ね合わせてみると、今では薄れてしまった   
対応関係がより鮮明に見えてくる。例えば同じ沢であっても北沢と   
南沢はもとは選鉱関係の工場併用住宅が建ち並んでいた歴史をもつ。   
それが近代になって北沢では大型の選鉱・精錬場として開発が行わ   
れ、その後衰退した。南沢は鉱業の衰退とともに緑が豊かな落ちつ   
いた生活空間となっていった。また大雑把にまとめると「うえ」と   
「した」が鉱山と生活をそれぞれ代表していることもはっきりして   
いる。「うえ」は鉱山によって出来上がった町であり、「した」は「う  
え」から降りてきた鉱石に二次的三次的な作業を加えたり、「うえ」  
の生活を支える商業町として発展してきた。しかし「うえ」の影響   
を非常に色濃く受けながらも金山発見前から「した」には漁・農村が  
あったように生活の町としてある程度の自立性があった。   
廃鉱となって400年間近く続いてきた二つの柱の一つが欠けてし  
まった。廃鉱は必至であったし、「うえ」に空き家や空き地が増えて  
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鉱山住宅や奉行所の跡、何気なく積まれた石垣の中の臼に使われ   
ていた石など、外に出てあたりを見渡せば、歴史性を漂わせている  
個々の実体が次から次へと目にはいってくる。  
さらに個々の実体だけではなく、それらが線的面的に拡大した歴   
史的環境が、相川にはある。例えば京町通りの密に建ち並んだ町家  
の列からは、鉱山で繁栄していた頃の暮らしぶりを想像することが  
できるし、海際の千畳敷周辺の漁村集落は、鉱山が発見される前か  
ら、漁業を生業としていた寒村が、閉山となった今でもほとんど変  
わらずに存在し続けていることを教えてくれる。   
相川は近世江戸の都市づくりや近代の鉱山町がどのように成り  
立っていたかを教えてくれる。   
しかし相川で現在行われている観光は大型観光バスで特定の民間  
施設だけにやってくるものである。それでは相川が外来者に伝える  
べきものがうまく伝わっていない。   
それどころか大型観光バスが市街地に混入してくるために町の誇  
りとなるべき観光施設が居住者にとって迷惑施設になりかねない。  
このような状況を打開するために産業遺跡群を拠点的に整備する  
ことと地区内のネットワークを整備していくことが考えられる。  
8，1．1産業遺跡群の拠点的整備   
大立、高任、間ノ山、北沢、大間はそれぞれ拠点的に整備する必   
要があるだけの魅力を持っている。   
これらは全国的に考えても他に類を見ない、非常に貴重な歴史的  
建造物建設物である。よってより正確な情報とともに公開されなけ  
ればなるまい。これだけの教育的価値を活かすためにも、これまで  
の観光バスで特定の博物館を見るだけのツアー的なものではなくて、  
鉱山都市の実態についての学習を主眼とした、環境学習ともいうべ  
き新しい形態の観光の確立をはかる必要がある。鉱山が運営されて  
いたころ、どのように鉱石が精錬され出荷されていたのか、技術、  
順序、方法などを知ることのできる施設が必要である。そのために  
は相川地区全体の中で野外博物館、オープンエアミュージアムを整   
備していく（図8－1産業遺跡拠点的整備図）。こうした手法はフラ   
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異なる、ダイナミックなオープンエアミュージアムの特徴となろう。  
入り口と出口を明示するだけでなく、人間もそこを通ることができ   
るとおもしろい。  
④南沢疎水坑   
トロッコ跡と同じ意味で重要である。坑内の水を汲み出すことは   
最も困難かつ重要でつらい仕事であった。その改善のために設けら   
れた疎水坑に今は出口に看板が立っているが人家の裏庭にあり、観  
光客を招き入れるには適さない。買収するなどの措置と疎水坑の技  
術的な価値を公開するために内部に通路を設置することが必要であ   
る。  
⑤北沢の産業遺跡群   
広大な敷地にある巨大な近代産業遺構群が現在は放置されている   
が、本報告吾においてもその価値が認められた。  
旧御料局佐渡支庁、旧相川銀行、鉱山事務所等の洋風建築もあり、   
潜在的な魅力がある。  
オープンエアミュージアムのコアセンターとして、この北沢を中   
心とした近代の鉱業都市相川の様子や、近代鉱業の過程や技術につ  
いて、世界の近代産業について、知識が得られる施設を設ける。  
また市街地内を周回する小型マイクロバスの拠点とする。  
⑥大間港   
相川は島国佐渡にあるから、物資の輸送は船に頼るしかなかった。   
その玄関としてあったのが大間港である。この港を通った物資につ   
いて知れば、当時の相川の暮らしを想像することができるだろう。  
ンスやイギリスで既に取り入れられているものであるが、住民の生   
活を脅かすものではなく生活と両立するものでなければならない。   
また住民が積極的に町の案内役を演じるものであれば町に対する誇   
りや愛着といったものも生まれてくるだろう。  
特別な整備を必要とするスポットを以下に列挙する。  
①割れ戸周辺   
現在ゴールデン佐渡により独自に観光開発されているので、全体  
との調和の中で来訪者を迎えるように、より開かれた博物館にする。   
全体のオープンエアミュージアムのなかではサブセンターのひとつ   
として位置づけ、近世の鉱業都市の中心であったことを理解するた   
めの説明を得ることができる施設を設置する。  
②無宿人の墓   
笹や草木が生い茂っていて観光客があまり訪れないことが、無宿   
のわびしさを増しており、今の雰囲気をこわすべきではない。近く   
の鐘楼では大工町の住民によって自主的に鐘がつかれている。   
割れ戸周辺から散策を楽しめるコースとして無宿人の墓の存在を  
示す案内板を割れ戸周辺に置き、あまりに樹木が乱れないように維  
持管理する程度の整備で十分であろう。  
（卦トロッコ跡   
鉱石はトロッコによって鉱山のある「うえ」から積み出し港のあ  
る「した」へ運ばれた。そこには生活とは別の論理で構成された鉱  
山物資運輸のルートがあった。トロッコ跡の整備によって「うえ」  
と「した」の関係を実際に体感できるところが今までの博物館とは  
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また港のたたき工法についても情報を与える必要がある。  
⑦佐渡奉行所跡、鐘楼、版画美術館   
奉行所は生活・鉱業双方に関係する物資を把握するために海岸台  
地の緑に建てられた。このような立地のあり方は「うえ」－「した」－  
それをつなぐ坂という相川の都市構造を簡潔に伝えるものであるだ  
けでなく、この場所の持つ意味が「うえ」と「した」、つまり鉱山と   
郡市を結び付ける相川の要であったことを示唆している。現在の中  
学校に移転計画があるが、それが実現した後には、奉行所の在った  
当時の様子を想像できるような施設と鉱業関係でなく近世、近代の   
生活や今の相川の町歩きについての情報を提供する場を設ける。  
住民が主に利用する集会施設や相談所も併設する。  
さらに小型マイクロバスの駅の一つとする。まちめぐりの拠点で   
もある。   
このように来訪者と居住者が触れあう場として整備する。  
長坂を上がってきたところにある、版画美術館や鐘楼などの歴史  
的建造物や史跡は、松や煉瓦塀によってより遜のある景観をつくり  
透ばヱいるっ町の観光協会によって作成主峰丁些渡相川史跡マッ  
プ」の表紙にも選ばれているように、相川を代表する美しい景観で   
ある。  
しかし鐘楼前の空き地には車が止まっていたり、雑草が生えてい   
たりする。二百年もの間、町中に時を知らせてきた鐘はまさに住民   
一人一人のものである。もう一度鐘をつくことをはじめることに   
よって同じ時を生きている、今の町民同士の連帯感が深まるのでは  
ないだろうか。  
8．1．2ネットワーク整備   
きそこごれぢの∃妬点ほ地区至体の中でどのよう1こ位置づヰナられて  
いくのだろうか。来訪者が大型観光バスを利用している間は居住者  
にとけ込むことはできない。割れ戸周辺の既存の駐車場施設を活か   
して大型バスはそれ以上内側には入れない。その代わりに小型マイ   
クロバスを周回させ、来訪者が拠点をめぐるために利用したり、居  
住者が病院に行ったり買い物のために乗ることができるようにする   
（図8－2ネットワーク整備図）。それによって来訪者は真に相川の   
姿に触れることができるし、居住者は来訪者に自らの町・相川を見せ   
説明することによって誇りと愛着を持つことになるだろう。   
さらに歩行空間も充実させる必要がある。歩行空間の改善はその  
まま生活環境の向上でもある。しかし特に無宿の墓から奉行所跡ま  
での京町通りとそこから「した」に続く長坂は最も相川らしい住宅   
地であり、鉱山住宅の名残や微地形に合わせて建てられた住戸が見  
られることは住宅についての章でも詳述した通りである。よって来  
訪者に相川を伝えるために、いくらかの整備をす盲三盲右転奏す省こ  
例えば京町通りでは上、東から空き家化、空き地化が進んでいる。   
そこで空き家を修復して尾根筋にある住戸の工夫を理解できる小さ  
な資料館を設けたり、現在放置してある刑務所を整備し公開する。   
拠点となる産業遺跡をめぐるルートを歩くことによって鉱山関係   
の物資や労働者たちの動線を深く理解できるだろう。   
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しかし生活を知るためには地区内をさらに広く「した」も巡らな  
くてはなるまい。「した」は相川地区だけでなく広く相川町全体、佐  
渡島全体の中心でもあった。今は相川地区の商業の中心があり行政   
の中心がある。古くからの旅館や大正時代に完成されたといわれる   
美しい屋敷といった単体の歴史的建造物もある。  
こうした全体像は居住者にとっても意識から抜け落ちてしまって   
いる。  
全体の構造を把握するために、もうひとつ見逃せないのは、相川  
地区の最大の特徴の、「うえ」と「した」をつないでいる坂・石段で   
ある。その重要性については機能上、景観上計り知れないものがあ   
る。しかし次第に利用頻度が減少し、年齢の若い層では坂の名前は   
忘れられていく傾向にあり整備を必要としている。整備方針、内容   
は主に居住者の視点によるものでなければならない。なぜなら坂・石   
段は公共空間であり、住民の関心をひきやすい場所である。よって   
ここでの整備は一時的なものでなく、その後の日常的な維持管理に   
もプラスの影響を及ぼすであろうし、他の場所の整備にも大きく左   
右するだろう。  
現況調査で明らかになったように、坂・石段が最もよく利用され   
る目的は散歩であった。散歩という楽しみのためには、これらの空   
間はもっともっと整備されてもよいのではないだろうか。  
全ての坂・石段に共通して提案するのは、上がり口と下り口に坂・   
石段の歴史（成り立ち、使われ方）や位置を知らせる案内板を設置   
することである。このような情報によって坂・石段に対する興味が  
深まり役割の重要性を認識し愛着をもつようになるだろう。   
また坂・石段によっては使いやすくするための物理的な改善も望   
ましい。例えば途中に踊り場を設けて一休みできるようにしたり、   
段間に小さい段を加えたり、手摺を設置する。「緑」の美しさを損な   
わないように適度に刈り込んだり、電灯を備えた方がよい場所もあ   
る。  
それぞれの坂・石段について、：呪状をふまえて整備の方向と具体   
的提案を以下に記す（図8－3坂の整備方針図）。   
1厳常寺坂一土・緑・苔   
日常的に使う人が少なく、歴史をもった社寺が坂の上に散在してい   
る点を活かして、静かな散策を楽しめることを整備の方針とする。   
具体的には樹木の刈り込み、雑草を抜く、壊れた石段の補修、案内   
板（歴史、地図）の設置などを提案する。一般道路から上がり口ま  
でが少し不自然なので、より自然なアプローチ動線に改善する。途   
中にある窯元が特徴的で、来訪者にとっては相川の伝統工芸につい   
て、深く触れあうチャンスである。来訪者が立ち寄れるようにして   
も良いのではないか。   
2巡礼坂一金山までのハイキングコース   
水金川の側から相川高校の北側を通りゴールデン佐渡へと続く山道   
であり、住民や長逗留の来訪者などのために、ほとんど手を加えず   
に、巡礼坂の歴史と場所が把握できる程度の案内板を設置する位の   
整備で十分であろう。  
J3J   
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1 厳常寺坂   
2  巡礼坂   
3  帯刀坂   
4  地獄坂   
5  西域   
6  長坂   
7  紋千坂  
古商況て脚貫アハニ下前）   
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図8－3 坂の整備方針図  
3帯刀坂一産業遺跡を結ぶ坂  
今後の相川の大切な財産である産業遺跡群と「うえ」とをつなぐ重   
要な坂となってこよう。   
具体的には手摺を設けたり、また壁がコンクリートでできていて良   
くないという声もある。葦をはわせたり、あたりに漂う鉱山の頃の   
雰囲気を活かして壁に鉱山に関係する絵を描く等の工夫をこらすこ   
とも考えられる。   
4地獄坂一松の坂   
せっかく笹や松が豊富にあるのに緑が高く評価されていないのは整  
鱒がうまくいっていないので、乱雑に思えるからだろう。垣根や手  
摺などを設置し、下り口付近だけでも海が見えるように樹木を刈り   
込めば、誘い込む雰囲気が生まれるだろう。   
5西坂一中学生の坂  
おそらく中学校が移転し、日常的に西坂を使う人がいなくなれば、   
あっという間に廃れてしまうだろう。特に西坂のように路面が土の   
場合には荒廃が早いことが予想される。新たな整備をすることも必  
要だが、利用者の数を減らさないように、保持していくことが最も   
重要だ。そのためには現中学校敷地が（例えば高齢化が進む相川で  
子供から高齢者までを対象にした生涯学習の場、集会場とするなど）  
常に人をひきつける力のあるものでなければならない。   
6長坂一夕陽と海の坂  
直線的に長すぎるという指摘もあるが、それこそ長坂の迫力を生ん   
でいる大事な要素でもある。途中に腰を下ろせる場所を設ける、段   
の間に低い段を入れるなどの物理的な改善で昇降しやすくなるよう   
に対処することが望まれる。最も知名度が高く好まれている、相川  
の顔なので両わきに並び建つ住宅には町が補助して他の範となるよ  
うな修復竜宮短め窟カモ行う三下が望まして㌔  
7紋平坂一笹の坂   
特に急で蹴上げの高いところは補助段を入れ、現在の手摺をつかま   
りやすい位置につけなおす。海の見える場所に休めるスポットを設   
けることも考えられる。側溝を流れる水が渉み出しており危ないの   
で整備が必要である。   
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8南沢県職員アパート前の坂一竹の坂   
竹がトンネルのようになって美しいがそれによって暗くなる。ある   
程度はやむを得ないとしても照明の設置が必要である。散歩道とし   
てよく利用されているので、自動車を気にしないで散策を楽しめる   
歩行者レーンを設けることも提案したい。   
9寺町に至る石段一光と陰の坂   
羽田町と寺町を結んでいるが、住民はそれほど利用していないので   
来訪者を想定して現在の手摺を新しく整備するのが良い。上り口に   
は坂の上にある寺町の雰囲気を伝える案内板を設置したり、緑が鬱  
蒼と繁っている雰囲気はそのままにしつつも刈り込みを行う。  
10南沢大床屋町一生活通路の坂   
人家を結ぶ坂であるので電灯や手摺を付けるといった、実用的な提   
案を行う。   
11南沢（大工町～江戸沢）一水と緑の坂   
水と緑に恵まれた生活の為の空間として、むやみに観光客を通すの   
ではなく、手摺の錆びたところを補修するなどのちょっとした手入  
れで更に質の高い空間になる。例えば自動車を気にせずに、自然を   
楽しむことのできる遊歩道を設置する。それには南沢を活かした、   
水面に張り出すボードウォークが適しているだろう。かつては選鉱   
をするための工場付き住宅が並び水車が回っていた活気ある南沢も、   
今ではその面影は疎水坑の跡と石組に隠れた石臼ぐらいにしか残さ   
れていない。よってこのような景観要素にはきちんと説明板をつけ   
る必要がある。  
12城址公園に至る坂一新旧エリアを結ぶ坂   
現在、城祉公園はあまり人気がなく、寂れた感じがしている。ここ   
にスポーツ公園等を建設する計画もあるが、現在の城祉公園の二の   
舞にならないように、実際に必要とされている施設、アプローチ道   
路などとそれらの景観が相川にふさわしいものかどうか、新たな開   
発でなく埋め立て地など代替地はないのか等検討しなければなるま   
い。  
上の土地利用によって整備方針も異なってくるが、いずれにして   
も必要な処置は排水の機能をきちんと付ける、樹木を刈り込む、等   
が行なわれるべきであろう。  
以上のような整備がきっかけになって、坂・石段を共有する意識が   
深まれば、より良い坂・石段にしようという努力が期待できる。  
拠点とそれをつなぐネットワークの整備は、廃鉱になって薄れて   
しまった「うえ」が持つ意味を学習環境という新しい見方で捉え直   
すことである。   
8．2生活環境の向上   
8．2．1まとまりごとの整備  
以上のような点的、線的な整備も生活環境の向上であるが、面的   
な生活環境にも課題がある。現況調査によって分類したまとまりを   
手がかりとして、それぞれのまとまりが持っている課題とその対策、   
まとまりが持つ意味と今後の方針について整理する（図8－4垂直   
的まとまり図）。  
Jエフ   
嘩立地で建設禁   
止区域を設け海  
への視韻を市街  
地に取り込む  
町家ガ密に並ん   
Jごとこらここのデ  
ザインガイドラ  
インの設定  
上と下をつなく  
要を居住者と来  
訪者わ接京とし  
て整備する  
散歩道として艮  
く利用されてい  
る坂石段の維持  
管理  
空き地，空き家化  
の進行を認めつ  
つ既存の施設の  
有効利用を図る  
図8－4 垂直的まとまり図   
「空き地に樹木が繁茂しているところ」：大工町周辺の空き家化・   
空き地化は、人口減少傾向があるからには自然なことと捉えられる。   
現在の空き家を修復すれば、緑が豊かな住宅地として活用すること  
も可能であろう。埋め立て地に町立の中層ア六二ト音うて盲までも  
既存の家屋を修復再利用するほうが環境上、景観上望ましいのでは   
ないだろうか。各戸に菜園を設ける等のアイディアも取り入れるこ   
とができる。   
また上相川のように草木に覆われた石段だけが当時の繁栄ぶりを  
示し今は人の住まないところでは、居住者・来訪者の散歩道として   
積極的に活用する。   
南沢は前節の坂・石f≒削こ関する提案の中で既に触れたが、緑の豊か   
な住宅地としての質を高めることが目標であろう。  
「旧公的施設が中心で建物密度が低いところ」：主に公共施設群、  
寺社、．産業遺跡群という分類ができる。  
相川地区には平坦な広い場所が少ないので、学校などの公共建築  
物の敷地はなるべく解放して、スポーツができる広場や公園として  
利周文る旦公共麹設ヰさじゝt？やゝの点で都市設計上、重要な鍵を握っ  
ている。公共のものであるから（∋施設のデザインは住民の関心をひ  
きやすく、地域のアイデンティティと成り得る。（勤施設の機能や建  
物の外観に住民の意見が反映されるべきである。つまり住民の希望  
によってどうにでもなるはずのものである。③自治体によって、あ  
る程度の建て替えのプログラムを持っているはずであるから、計画   
的戦略的に改善が可能である。以上の三点を考慮すると、デザイン  
的に優れた公共施設群を建設し、町民の意識を喚起することによっ   
てまちづくりの疇矢として利用できる。既存の公共施設群は全国ど   
こに行っても見られるものである。また民間の大規模施設のモデル   
どなるようなパブシプシステムを積極的寸こ適用するのヰ）1良いだろう廿  
④学校は常に大勢の利用者がいて、しかもそれが子どもで、かつ歩  
行者である。よってその周囲は、良く利用される生き生きとした空   
間となる。もしも機能の転換を行う場合には、利用者の数・層・利   
用の仕方（自動車、歩行）も変化し、周囲に及ぼす影響は大きい。   
もちろん新設の場合にも同様の配慮が必要である。   
寺社も住職がいなくなっているなどの問題で維持管理がうまく   
いっていないものが多い。しかし基本的には急激な物的変化の少な   
い場所である。相川祭のときなどに不可欠ないくつかの寺社には建   
立の由来や年代、建造物の説明などの案内板を新設することが望ま   
れよう。  
産業遺跡群については前節で既に述べた通りである。  
「町家が密度高く並ぶところ」：主に町家と商店街の二つに分類で   
きる。   
町家は各々の敷地で採光卓遍画春繭雇t二て〔ナ石よ裏庭は欠芥に備  
えた二方向避難として重要な役割を果たす。また木材はエコロジカ   
ルな材料である。このように優れた特性を持つ町家のいくつかの条   
件をデザインガイドラインとして設定する（図8－5町家のデザイ   
ンガイドライン提案図）。   
ルールとなる要素として（∋木造平入り家屋にする。（∋夏の直射日   
J34  
二方向非糎の確保  
セットバック壬しぢい  
図8－5 町家のデザインガイドライン提案図  
光を防ぐ庇を設置すると、庇が連なって通りにリズムを生み出す。  
（参コミュニティの生じる場や火災時の避難路として生活を支えてき  
た裏庭を確保するため、セットバックをしない。それによって住戸  
の壁面が通りをつくることになり、心地よい囲まれ感を感じること  
ができる。④可能な限り、戸や格子といった木造建具を使う、それ  
以外の場合でも周囲との不調和でない色調の材料を用いる。木造の   
ような自然材は時を経るにしたがって汚くなるのではなく、素材が  
深みを増してくる。（診ある程度の規模に抑えて隣家の環境を妨害し  
ないように高さや間口の大きさの範囲を設定する、などのデザイン   
ガイドラインが考えられる。  
このようなルールは、環境と共生してきた個々の町家を継承する   
だけでなく、結果的に景観的な統一感を生み出すことになる。こう   
したいくつかのルールを守りながらも発揮できる範囲でそれぞれの   
住戸が意匠をこらすことによって創造される景観は、地域の住民の   
生活や生活に対する考え方を映し出す鏡である。  
このとき主体となってガイドラインを創りあげるのはそこに住ん   
でいる住民であることが期待される。またガイドライン決定のため   
の話し合いがコミュニティをより根強いものにしていくことは疑い   
がない。  
川越市で導入されたデザインコードというものがある。これは町  
並みの変容の様子と要因を明らかにし、（彰街路空間の整備基準②敷  
地レベル③街区レベルについてのデザイン上のルールである。大都  
市近郊の川越市と相川町では条件は何もかも違うが、デザインコー  
ドという手法は適用可能ではないだろうか。  
また商店街はゲート、アーケード、色とりどりの看板、ショーウイ   
ンドウなどがあって活気を生み出している。中心には新潟交通営業  
所跡地がある。一時的に駐車場として利用されているが生活の場の   
へそ、商業の中心ともいうべき位置であり、歩行によって人々が集   
まってくるような施設が適していると思われる。   
「町家の空き地化が進行しているところ」：主要生活道路そばの沿  
道等のように建築物の壁面線が通りをつくりあげているところでは、  
空き家化した住戸をただ空き地にしてしまうのではなく、補修能力  
の高い木造であることを活かして修復し、新たな住戸として、また   
居住者と来訪者の接点となる小さな資料館等の施設として利用する   
ことを提案する。   
「川を中心とした集落」：それぞれの川に共通して言えるこ とは川   
の名前、その由来、場所、流域、橋の名前などの情報を表示板で与  
えることである。前述のように川を中心とした集落をまとまりとし   
て確認できるのは最南の海士町川、北の濁川、水金川の河口と南沢   
だけで、大仏川と間切川の河口については近世の埋立のために認め   
られない。   
しかし相川には下水道がないので必ず家庭からの稚排水はいずれ  
かの河川に流されている。自分がどの川をどれくらい汚しているの   
かを知ることによって、川の維持管理に対して積極的な姿勢が望め  
るようになるだろう。同じ川に頼っているものどうしには何らかの  
コミュニティも生まれてこよう。五本の川の五つのコミュニティに  
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図8－6 海への視線を確保する提案図  
は掃除の仕方に代表されるような川とのつきあい方に於いて、それ  
ぞれ特色をもつに違いない。河川との関係について知る機会を設け  
ることも多様性を生み出し、相川らしさを深めることにつながって   
いく。   
「新公的施設が中心で建物密度が低いところ」：海際は埋め立て地   
や新設道路などで最近30年間の変化が最も激しかった場所である。   
昭和30年代には大規模敷地といえば鉱山の精錬所と学校、病院しか   
なかったが、現在は埋め立て地とその隣接地に公共施設群と、特に  
観光客のための民間大規模敷地、宿泊施設がある。  
民間の大規模建築物は経済的物差しで建築され、その尺度は短期   
間で狭範囲になりがちである。しかし影響力は、「好ましくない景観」   
として指摘されたような景観的な側面だけにとどまらず、発生集中  
交通量や使用水量、排出するごみなどの面からも非常に大きく、所  
有権が一個人に帰するものであろうと公共的な性格を持っている。  
相川の社会の一員としてより長いスパンと広い範囲への影響を考え  
た建築物が望まれる。  
先述のように海際地区には海へのヴイスタを確保する設計コンセ  
プトを設定し、建設禁止領域を決めることを提案する（図8－6海  
への視線を確保する提案図）。新しい開発には新しいデザインコンセ  
プトが必要である。それを住民が主体となってつくりあをヂていくの   
はどうだろう。  
閉山の後、佐渡の府としての地位が揺らぎはじめた。そのような   
状況を背景として公共施設建築敷地の確保のために埋め立てが行わ   
れた経緯を持っている。埋め立て地の土地利用は今後の相川の姿に   
大きく影響するだろう。  
海との境界はかみそり堤防になっている。これは冬の高潮対策で   
あるが、海面と人を遠ざける最大の要因となっている。スーパー堤  
防、人工干潟、汚水処理海浜緑地などの適用を積極的に検討し適し  
た親水の方法を取り入れる必要がある。   
「主要幹線沿道」：自動車の論理でつくられた道路の沿道空間なの  
で歩行者にとっては退屈きわまりない。埋め立て地と既存市街地の  
分断感をやわらげるためには、部分的に舗装を変えて両者をつなぐ   
／．－JJi  
図8－7 防火災槽、消火栓配置図  
歩行者空間を明確につくり、自動車の速度を落とさせる、等の方法   
が考えられる。   
「漁村」：漁村についてはあくまで生活の場であるので、観光客を   
あまり入れないようにする。そのかわり千畳敷は居住者と来訪者が  
共に海を楽しめるように誘導するサインや情報を与える。清掃する  
だけでも随分と魅力的なレクリエーションの場となるだろう。今の   
相川で水に触れることのできる数少ないスポットである。  
以上のような面的な生活環境の整備の方針として、地形や歴史か   
ら生じてくるまとまりがもっている固有性を深めることを提案する。   
各々のまとまりの魅力を引き出し、相川地区内に多様性をもたらす  
ことによって、全体の魅力を高める。  
・防火  
木造密集住宅の最大の弱点は火災である。「広報あいかわ」に掲載  
された火災は、戦後相川地区内では昭和23年（1948）の「相川館（劇  
場）と住家三戸を全焼、一戸を半焼」というものだけだが、関（昭  
和20年住宅27戸、非住家・神社・公会堂など60戸を焼失、山林も40  
町歩焼く）と姫津（昭和40年全焼58戸、半焼2戸、雁災者358人）で   
は大火が起きている。  
相川地区内の防火体制を図8－7防火槽、消火栓配置図に整理し   
た。   
消火栓、地下式消火栓から一本20mのホースを3本つないで60m  
半径の範囲内は安全とされる。北沢の郷土博物館前等は水圧が強く、  
100m程まで消火可能である。これらは町民でも使うことができる。   
防火水槽からは半径100m範囲が安全とされる。基本的には140m  
毎に設置されている。20トンと40トンの二種類がある。これは消防   
署しか使えない。   
いずれにしても消防車に連結させなくてはならないので、通行可  
8．2．2相川地区全体の生活環境の向上  
まとまりごとの整備が地区全体の生活環境の向上につながっても   
地区全体について防火、交通、公園緑地の観点から検討をする必要   
がある。  
J37   
195153 55 57 59 6163 65 67 69 7173 T5 77 79 81（章3 85 87   
52 54 56 58 6862 64 66 68 78 72 74 76 78 88 82 84 86 8＄  
囚人  
図8－8 佐渡観光客数の推移  
能な道路であるかどうかが問題となる。  
同図8－7より防火上危険であると思われる箇所は、紋平坂・上  
京のごく一部・金剛院・円行寺・帯刀坂・厳常寺坂などである。基  
本的にはいくつかの消火栓の新設で対応可能だと考えられる。石段   
の途中にある住戸は、一部問題が残るところもあるが、密集してい   
るところではないので大火災には結びつきにくく、個々の住宅で防   
火壁を取り入れる等の対応が可能である。  
伝統的には裏庭をとって避難路を二方向確保したことや、自治的  
消防団を組織してきた。   
・公園緑地   
自然で囲まれているためか、いわゆる公園が相川地区には少ない。  
都市計画公園は下戸公園（児童）、柴町公園（児童）、相川公園（近   
隣）、城址公園（総合）の四ヶ所がある。  
二つの児童公園は0．08haの、一般的なタイプのもので近所のち  
びっこに良く利用されているようだ。相川公園は一丁目浜町にあり   
来訪者の昇降地となるバスターミナルの誘致を意図して昭和37年に  
つくられた。しかし当時は注目を浴びた噴水などの施設も現在は古   
びた印象となり維持管理も適切でなくあまり利用されていない。   
城祉公園は昭和48年から国の補助を受けて整備が始まり昭和54年   
に完了した。落成当時は二丁目と三丁目の間の城址公園にいたる坂  
か、下寺町からで徒歩五～六分程であった。当時の「広報あいかわ」  
（昭和55年5月25日第168号）には「土曜日、日曜日などは家族連れ  
で楽しむ姿が見られ」るという記事が載っている。さらに「広報あ  
いかわ」（昭和58年5月10日第204号）には下寺町から町道131－1号   
線が開通し城址公園まで車で行けるようになり、約40台の駐車場が   
設置された旨が記されている。  
しかし昨今の状態を見るとジャングルジム等の遊具は錆び付き、   
芝生や花木も立ち枯れている。訪れる人もほとんど見られない。  
自然を楽しむなら、相川より北部の尖閣湾、海沿いのキャンプ場  
や金北山まで行くし、スポーツをするなら埋め立て地に出来たグラ   
ウンドを使うのだろう。  
既存の施設の有効利用として、城址公園の遊具や植栽のデザイン   
に工夫をこらし、利用を誘導することが考えられる。   
・交通  
相川地区内の交通の面での問題は観光と密接に絡んでいる。図8  
－8佐渡観光客数の推移を見てみると1960～70年代前半まで観光客  
数はうなぎのぽりだがその後一時漸減傾向になり、また上向きを示   
している。また観光客の約半数が夏場に集中している（図8－9季節   
別観光客数）。大型観光バスが、濁川河口の幅約5m程の道路を何台  
も連なってのぽっていくことになる。このような外部交通が生活地   
域に入り込んでくることは、騒音、排気ガス、交通安全、渋滞等の   
面からみて好ましくない。  
それを防ぐために、都市計画道路・道遊線が一部着工（第一期）、  
一部計画（第二期）されている。着工（第一期）部分については「した」  
からの見え方、つまり景観破壊の恐れがあり検討を要する。しかし   
中山トンネルを抜けて、生活圏内をみだすことなくゴールデン佐渡   
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図8－9 季節別観光客数   
に通じる路線は先の趣旨に適している。問題はその沿道の利用計画   
である。城址公園内を都市計画道路が通るために減少する面積を新  
たに確保し、大規模に開発をする計画内容となっているが、その必   
要性には疑問が感じられる。先にも示したように城址公園は利用率   
が低く、荒廃している。似たような施設を規模拡大して設置しても   
上手に利用されるのであろうか。さらに、城址公園までの自動車道   
は既に存在しているにもかかわらず、新たな城祉公園線も都市計画   
道路として決定されている。  
また計画（第二期）部分は現在放置されている北沢の産業遺跡群の   
中央を通る路線になっている。産業遺跡群については調査中ではあ   
るが、全国的、いや世界的にも貴重なものであることが明らかにさ   
れた。相川の最も貴重な独自の資産であろう。  
したがってこの北沢の産業遺跡群を破壊してしまわないような線   
形の計画が望まれる。また濁川沿岸の集落景観を大きく変えてしま   
うおそれもある。  
北沢の産業遺跡群への最適なアクセスのあり方の検討、自然景観  
および歴史的景観と融和する計画道路のあり方を多くの代替案のな   
かで検討すべきであろう。   
8．3 まとめ  
相川の現在の都市構造そのものがユニークで価値があり、将来に  
受け継ぐべき貴重な遺産であるということができる。  
今後に向けての提案をまとめると、まずひとつは近世～近代の産  
業遺跡群をオープンエアミュージアムとして公開することである。  
点的な産業遺構、歴史的建造物だけでなく線でつなげることによっ  
て近世、近代の全体像を理解できる。特にたくさんの坂・石段は「う  
え」と「した」という構造を持つ相川に見られる非常に個性的な特  
徴であり、アンケート調査結果をふまえて、利用頻度、目的、立地、   
現況を艦がみながら整備の方向を明らかにした。こうした整備は薄   
れてきた「うえ」に新たな意味を与え、全体の相川の構造を再生さ   
せることになる。さらに来訪者と居住者の触れあいの場を設けるこ   
とによって、双方がお互いから得るものは大きい。  
面的な整備では、各まとまりの状況に応じて住宅地として、海と   
の境として、オープンスペースとして等々多様な提案を行った。ひ   
とつひとつのまとまりの個性を強めることによって、お互いの魅力   
を引き立てあう。  
いずれの提案でも共通して言えることは、そこで営まれた歴史と   
常に続いてきた周囲の自然環境との関係を見直すために現在隠れて   
しまっている相川の魅力を顕在化させることである。  
そうすることによって相川に住む人々が郷土への愛情を深め主体  
的に少しずつ町を造り続け、すなわち歴史的環境を造り続けること   
によって、今の子どもたちが大人になったときに、今の大人が抱い   
ているのと同じ郷土への愛情を持てるような相川になっているだろ   
つ0  
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